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十七年前









　時折、失った右足が痛む事がある。幻げん肢し痛つうというやつだ。

　あの黒い魔獣に食いちぎられた瞬間の、燃えるような痛み。もう八年近くも経つのにそいつが襲ってくるとうんざりする。

　その日もベルグリフは夜明け前に飛び起きた。ある筈のない右足が燃えるようだった。

　残っている太ももをぎゅうと押さえ付け、脂汗をにじませながらジッと耐える事数分、本人には数時間には感ぜられる時間が過ぎ、痛みは去って行った。

「くそ……」

　ベルグリフは嘆息して起き上った。もう眠気などない。

　窓の外はうっすらと空が白み出していた。しかしまだ星々が空に輝き、空だけが明るい分、そこいらが余計に暗くなったようにも思われた。

　寝床の横に置いた義足を注意深く付け、立ち上がった。こつこつと床を鳴らして、しっかりと固定されているか確かめる。もう歩くのにも支障はない。長いリハビリの後、今では剣を持って戦う事だってできる。しかし、冒険者として生活するには些いささか心もとない。

　冒険者という者たちがいる。程度の低い者は薬草を始めとした素材などの収集などを仕事とし、ある程度の実力を持つ者は、魔獣と呼ばれる存在と戦う事を生業なりわいとする職業だ。ギルドの斡あつ旋せんする依頼次第のその日暮らしの職業だが、実力のある冒険者は強力な魔獣を討伐し、富と名声を一身に受ける。

　決して安定した仕事ではない。まともな仕事では食えなくなった者たち、ならず者たちが就く職だ、と揶揄する者も多い。それでも最も早はや社会にはなくてはならない存在であり、未だ冒険者となる人間たちも後を絶たない。

「あいつらは人生そのものが冒険だ」というのは誰かの言った皮肉だが、それは確かに真実の一端を表していた。死と快楽が常に隣り合わせにある生活。それが冒険者だった。

　ベルグリフは七年ばかり前に故郷のトルネラ村に帰って来た。今は二十五歳だ。

　両親を早くに亡くし、十五の時には故郷に錦を飾ろうとオルフェンの都まで出たのだが、冒険者となってから二年と少しで魔獣に右足の膝から下を食いちぎられた。

　それでもしばらくはリハビリしながら薬草集めなどの小さな仕事をしてはいたのだが、途中で自分に見切りを付けて故郷に帰ったのである。それ以来、この小さな村で畑仕事を中心に、様々な仕事をこなしながら暮らしていた。

　家の外に出た。ひんやりとした澄んだ空気が肺を満たした。柔らかに吹く風が短めに切った赤髪を揺らす。

　鶏が方々で鳴いている。早起きの農夫は既に仕事に出る支度をしている。羊飼いたちは羊に草を食はませる為に柵を開け、村の外の放牧地へと連れて行く。羊や山羊たちはべえべえと騒がしく鳴きながら一ひと塊かたまりになって歩いて行く。その周囲を元気に駆けまわるのは牧羊犬だ。

　段々に辺りが白々として、遠く向こうの山の稜線がくっきりと明るくなって来る。朝だ。

　歩いていると、畑に向かうらしい農夫のケリーと鉢合わせた。同い年で、子供の頃は一緒に遊んでいた仲だ。ケリーはニッと笑って手を上げた。

「よう、ベル。おはようさん」

　この愛称は女のようで少し気になるのだが、ベルグリフはもう諦めていた。

「おはようケリー。精が出るな」

「おう、玉葱を植え付けるからな。良かったら手伝ってくれないか？」

「喜んで、と言いたい所だけど、明日でもいいかな？　今日はカイヤばあさんに頼まれて薬草を集めて来なきゃいけないんだ」

「おお、手伝ってくれるんなら助かるぜ。でも、お前も忙しいもんなあ。無理はしなくていいんだが」

「なに、それほどじゃないさ。明日も仕事が残ってるようなら言ってくれ」

「ははは、そんなら頼りにさせてもらうかな。じゃあ」

「また」

　ケリーは畑に向かって行く。

　村に帰って来たばかりの頃、ベルグリフはすっかり笑い者になっていたが、今では村でも頼りにされる人間の一人になっている。帰って来てからというもの、彼は人がやりたがらないような仕事を率先してやり、冒険者上がりの知識を使って薬草を集め、魔獣が出れば退治した。畑仕事も手伝ったし、狩りをして肉を村人に振る舞う事も多かった。今ではすっかり村人たちもベルグリフを見直し、信頼している。

　朝の散歩も兼ねて村中を見回り、魔獣の気配などがない事を確認したベルグリフは、家に帰ってから剣の素振りをし、朝食を取り、弁当をしたためて山に入った。

「秋だなあ……」

　日が昇った空は高く、青い。木々は次第に赤や黄に色づき、ひと月ほど前の夏の暑さが噓のようである。だがうかうかしてはいられない。油断しているとすぐに冬がやって来る。

　地面を見、木に巻き付く蔓つるに付いた実を探してベルグリフは歩き回り、目当ての薬草を次々と籠に入れた。

「アルメア草、トウの実、秋月草……ん、もう山葡萄がついてるじゃないか」

　ベルグリフは小さな葡萄を一粒採って口に入れた。甘酸っぱい味がする。

「うまい。子供らが喜びそうだ」

　別に注文されたものではないが、ベルグリフは薬草の他に山葡萄やアケビの実などを籠に集める。

　山に入るのは危険な仕事だ。魔獣が出る事があるのはもちろん、野生の動物だって人間には十分脅威になり得る。村の近くの森は木こりたちが仕事する事もあるが、その奥の山間部となると、村人たちは入るのをためらった。

　しかし冒険者上がりであるベルグリフは、山の獣や魔獣相手には戦う事ができる。村に帰って来てからも鍛錬は欠かしていないのである。右足を失い、本調子ではないとはいえ、ここいらに出る魔獣相手に後れは取らない。

　午前中いっぱい薬草を集めたベルグリフは、日当たりの良い所に腰を下ろして昼食を取った。堅焼きのパンに山羊のチーズを挟んだだけの代物だが、さっき集めた山葡萄やアケビなども合わせると中々のものだった。

　パンを食い、水筒の水を飲んで息をつく。秋の空気は爽やかで、少しの休憩だけですっかり元気になるようだ。

「よし、これなら午後はケリーの手伝いができそうだな」

　目当ての薬草が思ったよりも早く見つかったので、午後には村に帰れそうだ。

　ベルグリフが伸びをして立ち上がった時、ふと、微かに泣き声が聞こえた。ベルグリフは咄とつ嗟さに腰の剣に手をやり、目を細めてそこらを見回した。魔獣の気配ではない。しかし集中すると確かに泣き声が聞こえる。赤ん坊のような声だ。

「……こんな山の中で？」

　赤ん坊のような声を出す魔獣もいる。ピクシーという魔獣だ。戦闘力は高くないものの、赤ん坊の泣き声を真似したり、魔法で方向感覚を狂わせたりする性た質ちの悪い魔獣である。

　幾度も入って庭のように思っているこの山でピクシーに出会った経験はないが、警戒するに越したことはない。ベルグリフは剣の柄つかに手を置いたまま、ゆっくりと泣き声のする方に向かった。

「なんとまあ……」

　茂みをかき分けたベルグリフは、驚きとも呆れともつかぬ声を出した。そこにいたのはピクシーではなく、確かに人間の赤ん坊だったからだ。

　赤ん坊は藤蔓で編まれた籠に入れられていた。腹が減っているのか何なのか、大声で泣いている。これだけ喚いていて野獣の類たぐいに先に見つからなかったのが奇跡のようだ。冬に向けて食い溜めを始めている熊や、野犬、狼の類に見つかっていたら大変だったろう。

　ベルグリフは近づいて赤ん坊をまじまじと見た。この辺りでは珍しい黒髪だ。ベルグリフが抱き上げると、赤ん坊は泣くのを止めて黒い大きな瞳で彼をジッと見返した。瞳に自分の姿が映って見えるような気がした。

　ベルグリフは眉をひそめた。一体誰が捨てたのだろう。

　この所トルネラで子供が生まれるだの生まれただのという話は聞かない。小さな村だ。そんな話があればベルグリフの耳にも入る。

　山の向こうの別の村で生まれた子供なのだろうか。耳は尖っていないからエルフではない。わざわざこんな所まで来て赤ん坊を捨てて行く親とは何者だろう。想像しても分からない。

「どうしようか……」

　彼は少し逡巡したが、抱かれるや、安心したように大人しくなっている赤ん坊を見ると、放っておくわけにもいかない気がした。まして、その目は信頼するかのようにジッと彼を見据えているのだ。

　ベルグリフは優しく赤ん坊の頭を撫でてやった。赤ん坊はすっかり安心しきって眠り始めた。

　大人しい子だ。

　籠の中には古布が幾重にも敷かれ、魔除けになると言われている薬草を干したものがあった。疎うとんで捨てたわけではなさそうだ。

「……仕方がない、か」

　ベルグリフは籠と一緒に赤ん坊を抱え、山を下って行った。
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「はあああああっ！」

　短く切られた黒髪の少女が木剣を振り上げてベルグリフに打ち掛かる。足さばきは見事だ。さながら滑るように近づき、ベルグリフの防御の甘い所を狙う。

　しかし、ベルグリフは杖のような義足を軸に軽く体を捻って少女の木剣をかわし、代わりに少女の頭を手に持った木剣でぽかんと叩いた。少女は「きゃいん！」と言ってうずくまった。ベルグリフは木剣で肩をとんとんと叩きながら言った。

「見え見えの隙につられ過ぎだぞ。もう少し相手の動きを予想して」

「うう……お父さんが本気でぶった……」

　少女は涙で潤んだ目でベルグリフを見た。ベルグリフはうろたえた。

「えっ。いや、だって、お前が本気でやってくれって……」

　少女はムスッとした表情で両腕を突き出した。

「……抱っこして」

「もー……いつまでも甘えん坊だな、アンジェは」

　ベルグリフが抱き上げてやると、少女は嬉しそうに彼に抱き付き返した。

　山で赤ん坊を拾ってから十二年が経った。

　アンジェリンと名付けられた黒髪の赤ん坊は、可愛らしい少女に育った。冒険者上がりであるベルグリフの背を見て育ったせいか、いつの間にか彼女自身も冒険者に憧れた。気付けばベルグリフの毎日の鍛錬を横で見、真似事のように木剣を振った。その姿は堂に入り、中々筋が良い。

　それならば、とベルグリフが護身のつもりで幼少時から教えていた剣技は、今や村の大人も敵わないほどの腕になっていた。尤もつとも、父であり師匠であるベルグリフにはまだ一太刀も当てられていないが。

　抱き上げられたアンジェリンは、ぐりぐりとベルグリフの胸に額を押し付けた。

「お父さんは良い匂い……」

「何を言ってるんだか……夕飯にしようか」

「うん」

　ベルグリフはアンジェリンを抱き上げたまま家の中に入った。既に夕闇が近かった。

　ベルグリフは今年で三十七になる。顔つきからはすっかり若々しさが消え失せ、顎は赤毛の髭が覆い、年齢さながらの重厚さがにじみ出始めていた。

　もう四十も間近になったが、体はまだまだ壮健で、相変わらず山には入るし、魔獣や野獣の類も退治する。義足の扱いにもすっかり慣れ、むしろ若い頃よりも動きはしなやかで力強くなったようである。愚直に村の為に働き続けて来た事もあって村人からの信頼はますます厚く、今では殆ほとんど村の顔役の一人のような扱いだ。

　肉の欠かけ片らが入った野菜と塩のスープと、堅パンに山羊のチーズで夕食を取る。

　デザートにはアンジェリンの好物の岩コケモモの実がたっぷり。秋に採れる岩コケモモは、いつもは少しだけだが、一緒に取る夕食は今日で最後だ。これくらいの贅沢は許されるだろう。

　このところは山の獣も動きが活発で、ベルグリフはよくアンジェリンを連れて山に狩りに入る。そして取れた肉は自分たちも食べるが、大半は村人たちにおすそ分けした。そのせいだか知らないが村の栄養事情はすこぶる良く、肉用の家畜の数が少ないにもかかわらず、村人たちは皆血色良好でよく働く。

　狩りに出るのは肉を得る為でもあったが、アンジェリンの特訓という部分もある。もし冒険者になるならば、野山で人間以外の生き物を相手にする経験は無駄にはならない。

　テーブルの向かいでうまそうにパンをかじるアンジェリンを見る。剣を振るっている時の他は、まったくただの十二歳の少女にしか見えない。

　ベルグリフは、初めアンジェリンが冒険者になりたいというのに難色を示した。しかし、自分も冒険者だった事もあるし、田舎で燻くすぶっているよりも都に出て自分の力を試してみたいという若者の夢を止めるような野暮な事はしたくない。それは過去の自分を否定するようなものだからだ。

　だが、それでもやはり娘というのは可愛いもので、危険な目に遭わせたくない、手元に置いて可愛がってやりたいというのも紛れもない本音である。

　さんざん悩んだが、結局今ではアンジェリンがきちんとした冒険者になれるように手助けしてやっている。冒険者になる以上、危険に身を投じないわけにはいかない。それならばできる限り実力を付けて、少しでも危ない橋を渡らずに済むように、そして、危険に遭遇しても切り抜けられるようにしてやった方がいい。さらには、自分の力に溺れずに弱い者をおもんばかれるように。それがベルグリフの出した答えである。

　しかし、実力こそ付いたものの、アンジェリンは未だに甘えん坊だ。果たしてこれで冒険者としてやって行けるのか、ベルグリフはやや不安ではあったが、甘えられるのは嫌いではない。抱っこしてとせがまれると、ついつい頰が緩んで抱き上げてやってしまう。

　親心と、冒険者の師匠としての心とがいつもせめぎ合っていたが、大抵は親心の方が勝った。ベルグリフも人の子であり、親である。

「御馳走さまでした」

「でした……」

　かしゃかしゃと食器を重ね、流しに持って行き、甕かめの水を汲み出して洗い始めると、アンジェリンがくいくいと裾を引っ張った。

「お父さん……」

「なんだい？」

「わたしがやる……」

「いや、別にいいよ、お父さんがやるから……」

　ベルグリフが言うと、アンジェリンはぶんぶんと首を振った。

「明日には都に行くから……そしたらお手伝いできなくなる……」

「……はは、そうか。じゃあやってもらおうかな」

　ベルグリフはくしゃくしゃとアンジェリンの頭を撫でた。アンジェリンは嬉し気に目を細め、それからベルグリフと入れ替わって皿を洗い始めた。

　いい子に育ってくれた、とベルグリフは思った。子育てはもちろん、嫁さえ娶めとった事がない。彼女を拾ったばかりの頃は自分にちゃんと子供が育てられるのか、と不安だった。しかし、目の前のアンジェリンを見ると、自分は間違っていなかったと思う。

　明日、アンジェリンは都に旅立つ事になっている。少しずつ支度をして、もう準備は万端である。今生の別れにするつもりは毛頭ないが、それでも別れは別れだ。寂しいと思わないわけはない。あまりに別れを惜しむと余計に悲しくなりそうで、だからベルグリフもアンジェリンも特別な事をするでもなく、いつもの日常を送った。精々岩コケモモを沢山食べたくらいだ。

「早いもんだなあ……」

　皿を洗うアンジェリンの後ろ姿を眺めながら、ベルグリフは呟いた。もう十二歳になる。短く切った髪の毛は男の子のようだが、顔立ちは女の子らしい可愛らしさだ。冒険者になどならなければきっと良い嫁になるだろうに、と思ったがベルグリフは首を振った。

「我ながら未練がましいな」

　苦笑するベルグリフに、皿を洗い終えたアンジェリンが飛びついて来た。

「うおっ」

「お父さん……ぎゅってして……」

「手が濡れたままじゃないか……やれやれ」

　ベルグリフがぎゅうと抱きしめてやると、アンジェリンは猫のように甘えた。

「……わたし、頑張る」

「うん」

「一人でも……きっと頑張って、弱い人を守れる立派な冒険者になる」

「うん」

「それで、いつかお父さんに一太刀当てる」

「はは、それは楽しみだな」

　ベルグリフは膝に乗せたアンジェリンを撫でながら言った。

「森で迷った時は？」

「銀竜草を探す。大きな花弁は絶対に北向きだから、それで方角を確認する」

「水場を探す時は？」

「オニバミゼリの匂いを辿る。綺麗な水のある場所にしか生えないから」

「魔獣を相手にする時に注意する事は？」

「周囲に別の魔獣がいないか。有利な地形に自分が立てているか」

「勝てない相手に出会った時は？」

「すぐに逃げられる時は逃げる。すぐには逃げられない時は、逃げる事を念頭に置いて、退路を確保しつつ相手の虚を突いて動きを止める。それで逃げる」

「うん」ベルグリフは満足げに頷いた。「それでいい。冒険者は命あっての物種だからね。絶対に無理はしちゃいけないよ」

「うん……分かった」

　アンジェリンはこくりと頷き、ぐりぐりとベルグリフの顎あご鬚ひげに頰ずりした。
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「じょりじょり気持ちいい……」

「何やってるんだか……さて、明日は早い。そろそろ寝ようか」

「お父さん……」

　立ち上がったベルグリフの裾をアンジェリンは摑んだ。

「今日は一緒に寝てもいい……？」

「んー？　一人で寝る訓練はいいのか？」

「……いじわる」

　ムスッと口を尖らせるアンジェリンを見て、ベルグリフは呵か々かと笑った。

「噓だよ。おいで」

「やった……！」

　アンジェリンは嬉しそうにベルグリフの腕に抱き付いた。








[image: ]













一　いい天気だ。初夏の強い陽射しではあるが









　いい天気だ。初夏の強い陽射しではあるが、まだそれほどの激しさを持ってはいない。畑に植え付けられた野菜たちは陽光を一杯に受けてぐんぐんと育っている最中だ。鶏が駆け回り、牧童が犬を連れて、山羊や羊を放している近くの草原へと出かけて行く。

　畝うね間まにしゃがんで草をむしっていたベルグリフは、立ち上がって伸びをした。額に汗が流れる。

「あー……暑い」

　まだ夏の本番ではないとはいえ、体を動かしていれば暑い。陽射しだってそれに拍車をかける。

　ケリーの跡取り息子のバーンズがやって来て、素っ頓狂な声を上げた。

「な、なにやってんですか、ベルさん！」

「ん？　バーンズか？　何って、草取りを……」

「もう！　そこはうちの奉公人がやるからいいんですよ！」

「いや、暇だったから……」

「それじゃうちの連中の仕事がなくなっちゃうでしょ！」

「ん、まあ、それはそうなんだが……」

「ほら、親父が呼んで来いって言ってたんですよ。こっちこっち」

　バーンズに追い立てられて、ベルグリフは苦笑しながら東あずま屋やの日陰に入った。

　東屋ではケリーが帳簿を見ながら座っていた。

　すっかり肉付き良く太り、恰幅の良い体を質の良い服で包んでいる。最早経営者といった出で立ちで、実際、彼自身が畑に立つ事は少なくなっていた。

　ベルグリフが草を取っていたのはケリーの農場の畑である。ケリーは現在、村で一番の大百姓として知られている。畑を手広くやり、羊を百五十、山羊を百飼っていて、糸紡ぎの工房やチーズ作りの工房を開いて、村の人々に仕事を提供している。ベルグリフはケリーに雇われているわけではないが、自分の畑仕事や山仕事などの合間に、他人の畑を手伝う事は多い。ケリーの所もその一つだ。

　ケリーはベルグリフに気が付くとにやりと笑った。

「ようベル。さてはうちの畑で草を取ってたな？」

「まあな。あんまり草だらけだったから……」

「はっはっは、敵わんなあ！　なあベルよ。別に畑なんぞしなくたっていいんだぜ？　お前一人の食い扶持くらい何とでもなる。魔獣退治に山仕事、子供らの教育と皆感謝してらあね」

　ケリーの言葉にベルグリフはバツが悪そうに頭を搔いた。

「別に感謝されたくてやってるわけじゃないんだがなあ」

「うははは、そういう所がお前の良い所だよ！　おい、バーンズ！　ワイン持って来い！　あと新しいチーズだ！」

　怒鳴られた息子は足早に駆けて行く。

「おいおい、昼間っから酒か？」

「ただの酒盛りじゃない。チーズは新しい製法を試してみたんだ。この前村に来た行商人に聞いてな」

「へえ……ワインは？」

　バーンズの持って来たワインの瓶を見ながら、ベルグリフは尋ねた。何のラベルも貼っていない。ケリーはにやりと笑った。

「実は数年前から葡萄の木を育てていたんだ。村の新しい産業にならないかと思ってね」

「……あ、まさかあの開墾地！」

「ご明察！」

　ケリーは笑いながらグラスにワインを注いだ。深紅の液体がグラスの中で跳ねる。

　六年前、村の近くの荒れ地を開墾する計画をケリーが立ち上げた。土の質は悪くなかったのだが、開墾の途中に蜥蜴とかげの魔獣が発生し、計画は頓挫したかに思われた。

　しかしベルグリフとアンジェリンが魔獣を退治し、その後荒れ地は順調に開墾され、立派な畑ができ上がったのである。よもや葡萄畑になろうとは思っていなかったが。

　ワインは渋みが多少強くはあったが、味が濃く、うまいものだった。

「うまいな」

「そうか？　どうだい。売り物になりそうかね？」

　ベルグリフはもう一口含んで、口の中で遊ばした。

「ちょっと渋みが強いが、悪くないよ。少し改良すれば十分売り物になる」

　それを聞いてケリーは嬉しそうに笑った。

「そいつは安心だ。まだ葡萄も小さいし数もないが、今年もう少し苗木を植え付けてみようと思ってる。その時は手伝ってくれ」

「もちろん……チーズもうまいな」

「そうだろう。どんどんやってくれ」

　そうして四十男二人、向かい合ってチーズをかじり、ワインを舐めた。

　ふと思い出したようにケリーが言った。

「……アンジェは元気でやってるかね？」

「さあ？　去年から便りもあまりなくてねえ」

「おいおい、大丈夫なのか、それは」

「無事に便りなしというからなあ」

「そうか……余程あの子を信頼してるんだな」

「はは。何せ去年Ｓランクになったって手紙が来たんだ。それから便りがないからな。きっと忙しいのさ」

「Ｓランク、ってのは凄いのか？」

「ああ、冒険者ギルドの格付けじゃ一番だ」

「あの捨てられ子がねえ……大したもんだな」

「ああ……自慢の娘だ」

　アンジェリンがオルフェンの都に行ってから五年が経っていた。

　ベルグリフは今年で四十二歳だ。すっかり太ったケリーとは対照的なしなやかで引き締まった体たい軀くは、加齢による衰えを一切感じさせなかった。しかし顔の彫りは深くなり、髪の毛は少し伸び、頭の後ろで束ねている。顎を覆う髪の毛と同じ赤毛の髭は益々濃くなっていた。

　その時、ばたばたとバーンズが走って来た。

「親父、隊商が来た！　あとベルさん宛てに手紙！　アンジェから！」

「おお！　そいつは凄い！　良いタイミングだな、ベルよ」

「はは、狙い澄ましたかのようだな」

　ベルグリフは苦笑しながらバーンズから手紙を受け取り、封を切った。ケリーとバーンズもはらはらした表情で手紙を読むベルグリフを見守っている。

「ふむ……ふむ」

「な、なんだって？　どうなんだ？　元気なのか？」

　ベルグリフは顔を上げてニッと笑った。

「月末、長期で休みを取って帰って来るらしい」

「おお……！」

　ケリーは思わず立ち上がった。

「そいつは大変だ。どうもてなしてやろうか」

「おいおい、あんまり張り切らなくたっていいよ」

「何を言ってるんだベル。五年ぶりの再会じゃないか。お前ももっと喜べ」

「はは、何とも実感が湧かなくてなあ」

　だが、想像してみる。五年も経つならアンジェリンももう十七歳だ。きっと背は伸びているだろう。短く切っていた髪の毛はどうしているだろう？　顔立ちも大人っぽくなっただろうか。よもや恋人などできてはいまいか。

　子供の成長というものは見ていて嬉しい。

　村の子供たちを見ていてもそうなのだから、自分の娘ともなればひとしおだ。そう考えると何とも楽しみになってくるではないか。

　高揚して来てしまったベルグリフは、苦笑しながらグラスにワインを注ぎ、掲げた。

「乾杯。アンジェに」

「おう。精霊と主神ヴィエナの加護があらん事を！」

　昼酒も中々乙なものだとベルグリフは思った。




　　　　　　　　　　○




　オルフェンの都、下町の一角にある冒険者ギルドの受付に、黒髪の少女が怒気も露わに立っていた。受付嬢は青ざめて震えている。建物の中には冒険者たちがたむろしているが、その誰もが緊張して、息を吞んで黙っている。

　黒髪の少女は動きやすい軽装の鎧を身に纏まとい、腰には剣を差している。冒険者だ。

　腰に達するほどに長い黒髪は無造作に束ねられ、少し眠そうに垂れた目の瞳も髪と同じく黒い。その黒い瞳が憤怒を隠そうともせずに燃え滾たぎり、刺し貫かんばかりの視線を受付嬢に浴びせていた。

　唸るような声で、言った。

「……わたしは明日から長期で休暇を取ると言っていた筈」

　受付嬢はしどろもどろになりながら言った。

「い、いえ、あの、その予定ではあったのですが、ガルダの町周辺で災害級の魔獣の出没報告があったものですから……アンジェリンさんに出ていただかない事には……」

　そう、黒髪の少女はアンジェリンだ。トルネラの村を出てから五年。年の頃十七になる少女は背も伸び、顔つきも何ど処こかあどけなさは残っているものの、大人びたものになった。

　アンジェリンは不機嫌さを隠そうともせずに唸った。

「なぜわたしが出なくてはいけない。ただの災害級如き、Ａランク以上で何とかなる。貴重なわたしの休暇を撤回してまでＳランクを引っ張り出そうなど、横暴……！」

「そ、そ、それが、先にＡＡランクのパーティが討伐に向かったのですが、失敗したみたいで……」

　アンジェリンは拳で受付のカウンターを叩いた。大理石のカウンターにひびが入り、床にまで達した。受付嬢は気を失いかけたが、何とか持ちこたえた。

「何たる無能……どこのどいつだ……失敗なんかするからわたしが引っ張り出される……！」

　どす黒いオーラを発するアンジェリンは、ぶつぶつと呪じゆ詛そのように不満をぶちまける。

「Ｓランクになってからというもの、次から次へと難しい依頼ばかり……お父さんに手紙を書く暇もない。まして帰省する事すらできない！　やっとできた余暇も急の依頼で潰される……！　一年近くも戦い続けているというのに、何な故ぜ次々と災害級の魔獣ばかり出るんだ……！　そして何故野放しになっているんだ……！　他の冒険者たちは何をやっている！」

　アンジェリンはそう言いながら、ロビーで黙って縮こまっている冒険者たちの方を見た。冒険者たちは居心地が悪そうにこそこそと背を向けたり目を逸らしたりしている。アンジェリンは乱暴に鼻を鳴らし、再びカウンターを叩いた。ひびが大きくなった。

「情けないぞ！」

「ちょ、ちょ、アンジェ、落ち着いてー」

「そ、そうだぞ。人に当たっても仕方がないだろう？」

　今までハラハラした面持ちでこのやり取りを見守っていた少女二人が、アンジェリンを止めに入った。アンジェリンは大きく息を吐くと、受付嬢を見た。怒鳴った。
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「詳細！　早く！」

「はっ、はいぃ!!」

　受付嬢はあたふたと依頼の詳細が書かれた紙をアンジェリンに渡した。アンジェリンはフンと鼻を鳴らすと、さっさと踵きびすを返した。

「ミリィ、アーネ。いつもの酒場にいる」

　そうして建物を出て行った。静まり返っていたギルド内部が、ようやく息ができる、といったようにざわめき始める。受付嬢も胸を押さえて大きく深呼吸した。

「こ、怖かった……アンジェリンさんがあんなに怒ったの初めてです……」

「ごめんねー。普段はあんな風に怒る事ないんだけど。ねえ、アーネ？」

　薄紫の癖っ毛を遊ばせ、三角帽をかぶり、青を基調としたローブに身を包んだぽわぽわした雰囲気の少女が言った。ミリアムという名で、ＡＡＡランクの魔法使いである。アンジェリンの一つ上の十八歳だが、背が低いのもあって一番年少に見える。

「うん……あんなアンジェはわたしも初めてだ」

　横に立つ栗色の短髪の少女が頷いた。動きやすそうな、しかし丈夫な服に身を包み、弓矢を携えている。彼女はアネッサ。同じくＡＡＡランクの冒険者で、弓を得意としている。パーティで最年長の十九歳。どちらかというと冷静な性格で、暴走しがちなアンジェリンとミリアムのブレーキ役を務めている。二人はアンジェリンのパーティメンバーだ。

　二人は受付嬢を慰めてから連れ立ってギルドから出、アンジェリンの待つ酒場へと向かった。

　酒場ではアンジェリンが相変わらず不機嫌そうな様子で鴨肉を焼いたものを食べていた。ただならぬ不機嫌さを発しているせいか、その周囲だけ綺麗に客がいない。二人は苦笑しながら向かいに腰を下ろした。アンジェリンは口を尖らした。

「遅い」

「ごめんごめん」

「なあ、そんなに今度の長期休暇が大事だったのか？」

　Ｓランク冒険者を擁するパーティは、高位の魔獣の相手や、希少な素材の採取、難易度の高いダンジョンの攻略などで、あちこちから引っ張りだこになる。

　本来ならば冒険者などというのは半ば自由業で、休暇も仕事も自分の匙さじ加か減げんなのだが、Ｓランクともなると事情が違う。高位ランクでなければ対応できない魔獣というのもいるからだ。

　魔獣にも格付けがあり、Ａランク以上の魔獣となると、それらは災害級と呼ばれ、Ｂランク以下の冒険者では歯が立たない。すると、結局Ａランク以上の冒険者が出なくてはならない。

　だから、ランクが高くなると、自分で依頼を選ぶというよりは、ギルドから仕事を一方的に回される事が多くなる。要するに、半ばギルドに勤務しているような形になるわけだ。だからＡランク以上には休暇という概念が存在する。

　だが実際は、中々長期の休暇など取れない。ここのところは、以前に比べて災害級の魔獣の発生率が急増しているのだ。

　かつてはさほどその量は多くなく、高位ランクの冒険者の拘束など殆ど形骸化したシステムになっており、休暇を取るのも簡単だった。そもそもオルフェンほどの規模のギルドになれば、Ｓランク冒険者も数人を擁している。一人がいなくとも特に問題はない筈だった。しかし、今はそんな事を言っている余裕もないほど、魔獣の数は増えていた。

　それでもアンジェリンは随分前から休暇を取ると豪語し、実際に次々と難しい討伐依頼や攻略依頼を片づけた。それで予定がすべて空いた矢先にこれだから、まあ機嫌が悪くなるのも仕方があるまい。しかし、それにしては度を越しているな、と二人は思った。それほど長い付き合いではないけれど、こんな風に怒るアンジェリンは二人の記憶にはない。

　アンジェリンはいらだたし気に鴨肉を頰張ると、ワインで乱暴に流し込んだ。そして大きく息をつき、落胆したようにテーブルに突っ伏した。

「折せつ角かくお父さんに会えると思ったのに……」

「お父さんって……」

「アンジェ、たまーにそんな事言ってるよねえ？　アンジェのお父さんってどんな人なのー？」

「……とっても優しくて、強くて、カッコイイ。自慢のお父さん」

　言いながら、アンジェリンは何処か遠い目をした。恍惚としているようにも見える。ミリアムとアネッサは苦笑いして、運ばれて来た飲み物を手に取った。

　一口飲んで、ミリアムが言う。

「って事は、お父さんも冒険者なのー？」

「そう……剣も冒険者としての基礎もお父さんに習った。でもまだ一太刀もお父さんに当てた事がない……」

「ええ……」

「ほ、ホント？」

　ミリアムとアネッサは思わず凍り付いた。

　アンジェリンは五年前にギルドに現れた時、小さな少女だからとからかい半分に絡んで来た冒険者の集団を一人で叩きのめした事がある。

　それだけならば取り立てて凄い話でもないのだが、その冒険者たちはＢランクのパーティだったのだ。Ｂランクともなれば高位ランク一歩手前だ。中堅どころとして、そこいらのチンピラや喧嘩自慢など相手にならないほどの腕はある。

　しかし、そんなＢランクの冒険者たちが、まだギルドに登録も済ませていない十二歳の少女に殆ど相手にもならずにあしらわれたのである。これにはオルフェンの冒険者たちも度肝を抜かれ、この少女は既に一目置かれる存在になった。

　その後、少女は一年足らずでＢランクに、四年でＳランクへと駆け上がった。その異名、〝黒髪の戦乙女〟は、公国領──否、帝国領全土で音に聞こえたものになっている。

　要するに、十二歳でギルドに現れた時点でアンジェリンの実力はただならぬものがあったわけなのだが、そのアンジェリン相手に一太刀も浴びぬほどの実力者となると、父親というのも只者ではないようだ。

「す、凄いんだねー、アンジェのお父さんって……」

　とミリアムが言うと、アンジェリンはキラキラした目でコクコクと頷いた。

「そう。凄いの。だけど強いだけじゃなくてとっても優しいの……」

「なら、結構名の知れた冒険者だったんじゃないか？」

　アネッサが言うと、アンジェリンは待ってましたと言うように胸を張った。

「そう、泣く子も黙る〝赤鬼〟のベルグリフ。それがわたしのお父さん」

「……そ、そう」

「へ、へえー……」

　誰？

　とミリアムもアネッサも内心思ったが、アンジェリンがここまで自信満々に言うのだから知らないと言うのも憚はばかられる。自分たちが知らないだけで、きっと有名な冒険者なのだろう、と二人は自分を納得させた。外国で有名でも、公国では知られていない腕利きもいる。

　しかし、もちろんこれはアンジェリンの出まかせである。いや、本人は本気も本気で、出まかせとも思ってはいないのだが。

　二つ名は余程活躍した冒険者に対して周囲が呼び始めるものだ。Ｅランクで引退したベルグリフは二つ名など持った事はない。しかし、アンジェリンは父親の赤毛と、剣を振る気迫のある姿を見て、父に異名を付けるとすれば〝赤鬼〟しかないと思っていたのだ。要するに、あれだけ強くて優しくて、なんでも知っている父親が田舎で燻っているのは許せない、というアンジェリンの斜め上の親孝行が発揮されているわけである。

　父親自慢でやや機嫌を取り戻したアンジェリンは、依頼の詳細を広げて見た。地図を見ながらミリアムが呟く。

「ガルダの町だからねー。馬車で三日くらいかなあ」

「うむ……しかもワイバーンか。面倒だな。どういう作戦で行こうか、アンジェ……」

　とアンジェリンの方を見たアネッサは思わず息を吞んだ。般はん若にやの如き形相のアンジェリンが、依頼詳細のワイバーンの写実絵を睨み付けていた。

「……こいつがわたしの休暇を潰しやがったのか……許せん。細切れにして豚の餌にしてやる……！」

　再び黒いオーラに身を包んだアンジェリンは颯爽と立ち上がった。

「いくぞ二人とも……空飛ぶ蜥蜴如き、一瞬で片を付ける……！」

　二人は何も言えずに頷くばかりであった。

　そして、一週間後、ガルダの町を恐怖に陥れた魔獣ワイバーンは、突如として現れた黒髪の冒険者に一撃で首を落とされた。











二　今日も今日とてベルグリフは









「…………帰って来ないなあ」

　今日も今日とてベルグリフは村の入り口に立っていた。右の義足で地面をこつこつと蹴る。

　先週に来た手紙によれば、アンジェリンはもう帰って来る筈なのだが、一向に音沙汰がない。もう月末などというレベルではなく、月の最後の日になっていた。翌日からは次の月の一日だ。

　手紙が来たばかりの頃は実感がなく余裕を持っていたベルグリフだったが、月末が近づくにつれてそわそわし始め、アンジェリンが帰って来たらどう言葉をかけようか、何を食べさせてやろうか、何をしてやろうかと日に日に落ち着きをなくしていった。

　そして予定の日にはケリーの肝煎りで盛大な歓迎会の準備をしたのだが、アンジェリンは現れなかった。その時彼女はワイバーンを狩りにガルダの町に向かっていたのである。

　ベルグリフの落胆具合といったら筆舌に尽くし難かったが、村人たちは豪華な食事に舌鼓を打って満足した。

　それからというもの、ベルグリフは仕事の時以外はいつも村の入り口に立ってアンジェリンを待っている。その姿は哀愁を感じさせるようで、村人たちも声をかけるのをためらう有様だった。

「……大丈夫かなあ。体壊したのかなあ……まさか死んだんじゃ……」

　頭の中で想像が悪い方に働いて、ベルグリフは思わず顔を覆ってしゃがみ込んだ。

「おおう……アンジェ……」

　ベルグリフが悲嘆に暮れていると、どこどこと馬車が走って来る音がした。

　ベルグリフはハッとして顔を上げた。見れば行商人だ。アンジェリンが同乗していないか、とベルグリフは目を細めて見たが、それらしき人影はない。

「……寂しい」

　ベルグリフはがっくりと肩を落とした。何だか右足の幻肢痛がまたうずく気がした。

　行商人は村の入り口まで来ると、にこやかにベルグリフに話しかけた。

「こんにちは、トルネラの村はここでよかったでしょうかね？」

「ええ……そうです……」

「よかった。ああ、あとベルグリフさんという方はどちらに住んでおりますかね？　手紙を預かって来ているんですが」

　ベルグリフは驚いて顔を上げた。

「ベルグリフは私ですが……」

「おや、それは僥ぎよう倖こう」行商人は馬車を降りて、鞄の中から手紙を出してベルグリフに渡した。「間違いないですかね？」

　宛名は確かにベルグリフになっている。差出人の名前を見て、ベルグリフは喜んだ。アンジェリンの名前がそこにあった。

　行商人は村の広場へ去って行き、ベルグリフは早速手紙の封を切った。くねくねした文字を目で追っていく。短い手紙だ。

「ふむ……そうか、急の依頼が……」

　読んでホッとした。体を壊したわけでも、まして死んだわけでもなかったのだ。

　手紙には急にワイバーンの討伐依頼が入り、ガルダの町に行ったので帰れなくなった。近いうちにまた休みを取って今度こそ帰る、と書いてあった。

　アンジェリンは書く事が多いから、却って何を書くか分からなくなって、結局簡素な手紙になる事が多いらしい。今までの手紙もそうだった。

「よかった……元気そうだ……」

　すっかり安心したベルグリフは、軽い足取りで家に戻った。少しずつ夏の陽射しは激しさを増し、日向を歩くだけで汗をかくようだ。刈られた青草が道の横に山になっており、ムッとした草いきれがした。

　家の前では十人ばかりの様々な年齢の子供たちが木剣を振り回していた。子供たちはベルグリフが来るのを見て、わあと声を上げた。

「あ、ベルおじさんだ」

「今日は稽古できるの？」

「ああ、手紙が来たんだ。おかげで元気が出たよ。心配かけてごめんな」

　アンジェリンが出て行ってから、ベルグリフは希望する子供たちを集めて、護身の為の剣術や、薬草の知識、山の中での動き方などを教えていた。

　冒険者に憧れる子供もいない事はなかったが、多くは単純に剣を扱う事や山に入る事に憧れを抱く子ばかりだ。冒険やチャンバラに憧れる年頃なのである。

　しかし、ここ数日はベルグリフがアンジェリンを待つ方に夢中になっていたから、練習もお預けになっていた。子供たちは自分たちで勝手に木剣を振って練習していたようである。

　ベルグリフは改めて子供たちを整列させて木剣を振らせ、無駄な動きや体の使い方などを少しずつ矯正していった。まだ六つになったばかりの男の子も、中々様になる格好で剣を振る。

　子供たちは吞み込みが早く、ベルグリフの教える事も、個人差こそあるが順調に吸収した。彼ら彼女らが大きくなる頃には、もっと山の恵みを得る事ができるし、魔獣や野獣に必要以上におびえる事もなくなるだろう。

　ベルグリフは満足げに頷いた。

「うん、皆随分良くなった」

「ホント？」

「ねえ、ベルおじさん。今度はいつ山に入るの？」

「そうだなあ……皆の親御さんと相談せにゃならんから、まだ先だなあ」

　ベルグリフがそう言うと、子供たちはぶうぶうと文句を言った。山の冒険は彼ら彼女らには素晴らしく刺激のある楽しみなのだ。ベルグリフは苦笑した。

「行きたいのは分かるけど、山は危ない所だからな？　遊びに行くんじゃないって事をちゃんと覚えてるか、皆？」

　ベルグリフの問いかけに、子供たちはちょっとバツが悪そうに黙った。皆遊びの気分だったのだ。

　しかし、山は野獣だけではなく急に魔獣が発生する事もある。魔獣は野獣よりも遥かに危険な人間の敵である。遊び気分でいては危ない。

　静かになった子供たちを見て、ベルグリフは顎鬚を撫でながら笑った。

「遊びじゃないって分かってるならいいよ。なるべく早めに山に行こうかね」

「ホント!?」

「いつ!?　今日!?」

「今日明日は無理だなあ……まあ、はしゃがずにきちんと俺の言う事を聞ける子だけ連れてくからね」

　そう言うと、子供たちは如い何かにもお行儀が良い子供の様にするのであった。
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　買い込んだお土産をもう一度選びながら、アンジェリンは鼻歌交じりに荷物をまとめていた。

「お父さん、気に入ってくれるかな……あ、ケリーさんにはこれかな……」

　ワイバーンを討伐し、どさくさ紛れにギルドが入れて来た細々した仕事を全部片付け、ようやく休暇が取れたのだ。今日の午後には乗り合いの馬車に乗り込み、都合九日近い旅程を経てトルネラ村に帰る予定だ。

　帰ったらどうしよう。

　まずお父さんに抱っこしてもらって、いっぱい頭を撫でてもらおう。Ｓランクになったんだよって自分の口で言って、良くやったって褒めてもらおう。一緒にご飯を食べて、一緒の寝床で寝て、そうそう、今度こそお父さんから一本取りたい。

　アンジェリンは色々な想像を膨らませながら、だらしなく表情を緩め、着替えや携帯食、お土産の品などを手早く鞄に詰め込んだ。詰め込んでから、また考え直してお土産を取り出し、別のお土産を入れる。さっきからそれの繰り返しだ。

　リーダーが休暇を取るから、必然的に暇になっているミリアムとアネッサは、この光景を見て呆れていた。普段の寡黙で凜りんとした佇まいのアンジェリンとは思えない。

　ミリアムは小さく左右に揺れながら、そっとアネッサに耳打ちした。

「どれだけお父さんの事が好きなんだろうねえ？」

「うん……なんか、意外だ……」

「ねー。アンジェったら、こんな一面があったんだねえ」

　二人はまだアンジェリンとパーティを組んで一年も経っていない。アンジェリンは元々ずっとソロで活動していた。それがまた彼女の凄絶さの一つでもある。普通は誰もが数人でパーティを組んでランクを上げて行くからだ。

　ミリアムとアネッサは元々一緒のパーティだったが、他のメンバーと意見の相違でパーティを抜けた。どうしようかと思っていた所に、ギルド側からアンジェリンとパーティを組んで欲しいと頼まれたのだ。ギルドとしても難しい依頼をより確実にこなすために、アンジェリンをいつまでもソロ活動させておくのはいけないと思ったらしい。

　初めのうちは、アンジェリンを孤高の存在と思って遠慮する二人と、どちらかといえば寡黙なアンジェリンとのすれ違いもあって、多少はギクシャクしたが、アンジェリンだって口数が少ないだけで人嫌いというわけではないし、別に求道者というわけでもない。何よりも年頃の女の子同士だ、やがて打ち解け、すっかり仲良しパーティになった。何度も肩を並べて戦ったおかげで、信頼感もきっちりと育まれている。しかし、アンジェリンの異様な父親好きは、ここ最近になってようやく判明したのである。二人も流石さすがにまだ付いて行けていない。

　アンジェリンはそんな事などお構いなしに、知らない一面をこれでもかと撒まき散らす。

「帰れるぞー♪　帰れるぞー♪　お父さんに会えるぞー♪」

　ようやく持って行くお土産を決めたらしいアンジェリンは、踊るように部屋の中を歩き回り、思い出したように二人の方を見た。

「ねえ、二人は本当に来ない？」

「いやあ、だってわたしたちは他のパーティと一時的に協力して仕事する、ってのがアンジェの休暇の条件だし……」

「そうそう。まあ、アンジェのお父さんがどんな人か気にはなるけどねー」

「むう……お父さんを紹介したかったけど、まあ仕方なし。お仕事ガンバ」

　満面の笑みでビシッと親指を立てるアンジェリンを見て、二人は嘆息した。父親が絡むとこの子はちょっとお馬鹿になるらしい。それはそれで親しみやすさは感じるけれど、何となく複雑な心境であった。

　そして昼が過ぎ、アンジェリンは乗合馬車の停留所に向かい、北部に向かう乗合馬車を探す。ミリアムとアネッサも見送りで付き添って来ている。明日からは別のパーティの補助に入るけれど、今日は暇なのだ。

「やー、相変わらず凄い人だな」

「けほけほ、埃が凄いよー。アンジェー、まだ見つからないのぉ？」

「むう……多すぎて分からん……」

　右往左往するアンジェリンたちの所に、人ごみをかき分けて誰かが慌てた様子でやって来た。ギルドの職員である。きょろきょろと辺りを見回し、アンジェリンを見とめて駆けて来る。

「あ！　いた！　アンジェリンさん、大変です！」

「え……？　なに……？」

　ギルドの職員は息を切らしてやって来た様子だった。中腰に息を整え、まくし立てる。

「アステリノスの町に災害級の魔獣が発生したんです！　包囲されてるみたいで、常駐の冒険者たちが食い止めているらしいんですが、どうか救援に行ってもらえませんか？」

　アンジェリンの眉がつり上がった。

「ふざけるなよ……！　わたしはもう休暇を取ったんだぞ……！　これからお父さんに会いにトルネラに帰るんだ……！」

　ギルドの職員は拝むような姿勢でアンジェリンの前に膝を突いた。

「そこを曲げて！　何とか！　他のＳランクの方は皆出払ってしまっていて、もう死人も出ているんです！　どうかお願いします！」

「くぬぬぬ……」

　唇を嚙むアンジェリンの肩をアネッサが叩いた。

「アンジェ、気持ちは分かるけど、わたしらが行かなきゃアステリノスは壊滅だ」

「そうだよー、アンジェ。残念だけど、今回は、ね？」

　アンジェリンはしばらく黙ったまま突っ立っていたが、やがて土産物の詰まった鞄をギルドの職員に押しやった。

「え……？　あ、あの、これは……」

「預かって…………魔獣の種類は？」

「ギ、ギガアントの群れで、女王もいます、が……それじゃあ!?」

「ふ……ふふ、ふ…………虫けらどもめ……皆殺しだ……ッ！」

　アンジェリンは修羅の如き凄絶さで咆ほう哮こうした。
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　行く手を阻む者はすべて薙ぎ払った。

　脆弱なる人間など物の数ではなかった。

　すべては群れの繁栄の為であり、より良い巣穴を作れる場所を目指しての行軍だ。

　目の前にある人間の町など、障害物ですらない、筈だった。

　なのに、これは、何だ？

　ギガアントの女王、クイーンアントは前に立つ化け物に戦慄していた。その気迫、殺気、恐ろしさ。すべてが感じた事のないものだった。

　これまでも自分に挑んで来る人間はいた。

　しかし、そのどれもが自分に歯向かうなどおこがましいような弱者ばかりだった。むしろ良い栄養源が向こうから勝手に来てくれるようなものだと思っていた。

　だが、今目の前で同胞を屠ほふり続ける人間は、そのどれとも違う。

　あれは人間ではない。恐怖だ。明確な恐怖が形を持って自分を殺しに来るのだ。

　その黒髪の死神は、最精鋭を揃えた筈の親衛隊を事もなげに切り刻んだ。そして、その黒い瞳が自分を捉える。瞳に映る自分の姿は怯えて小さくなっている。これが女王たる自分の姿だろうか？　とクイーンアントは戦慄した。

　遠くからは魔法の爆はぜる音がする。この死神の仲間が、外の同胞を殺しているのだ。

　一歩、また一歩と黒髪の死神は女王に近づいた。

　女王は恐れから半狂乱になった。巨体を揺らし、酸をまき散らす。

　だが、どれもそいつには通用しない。まるで幽鬼の如きゆらゆらとした足取りで、酸も腕もすべてかわしてしまう。

「お前が……お前が悪いんだ……空気も読まずに出て来るから……蟻の癖に……！」

　死神は何かを呟いている。女王は最早狂気の塊だった。雄お叫たけびを上げ、手足を振り回し、何とか目の前の恐怖を振り払おうと必死だった。

　やにわにスッと、体を何かが通り抜けたような感触があった。

　もう切れていた。

　視界が落ち、何が起こったのか分からぬまま、正気を取り戻す事もないまま、クイーンアントは息絶えた。

「邪魔をするからだ……恨むなら自分を恨め……」

　死神はぶつぶつと呟きながら、もう興味はないというように去って行った。

　こうして、本来ならばＡランク以上のパーティが何組か合同で討伐するのが普通のギガアントの群れは、怒りに燃えた黒髪の少女とその仲間によって全滅の憂き目を見たのであった。











三　獣道を一列になって









　獣道を一列になって進む集団がいる。

　先頭は十四歳くらいの少年で、後ろには年齢様々な子供たちが十人ばかり連なっている。

　殿しんがりを務めるのは赤毛の髪と顎鬚を蓄えた壮齢の男だ。ベルグリフである。

「皆、足元もそうだが、周りにも注意を払うんだぞ。ピート、前はどんな様子だ？」

　ピートと呼ばれた先頭の少年はきょろきょろと辺りを見回してから、肩越しに振り返った。

「ずっと森だよ」

「分かり切った事を言うな、もっと観察しろ。視覚だけじゃなく五感全部を使え」

　ピートは眉をひそめ、ジッと前を見た。風を感じ、耳を澄ます。

「……水の流れる音がする。あと、何だか胸がすくような爽やかな匂い」

　ベルグリフはよしよしと満足げに頷いた。

「それはオニバミゼリの匂いだ。この草は綺麗な水のある場所にしか生えない。近くに水場があるって事だ」

　子供たちが感心したようにざわめく。

「よし、水場を探してみよう。匂いと音を辿るんだ。ただしそっちばかりに集中するなよ？　水場探しに夢中になって、野獣や魔獣と急に出くわしたら洒落にならないからな」

　子供たちは「はーい」と返事をして、銘めい々めいに鼻をひくつかせたり耳を澄ましたりして、水場の在あり処かを探った。

　そんな光景を見ながら、ベルグリフはアンジェリンと山に入っていた時を思い出す。

　アンジェリンは何でも一度やれば覚える子だった。薬草や野草の種類、生えている植物から方角を読む方法、気配の消し方、気配を探る方法、そんなものをアンジェリンはあっという間に習得し、自分のものにした。今思えば子供の吸収力の高さというレベルではなかったように思う。

　アンジェリンは才能の塊だ。Ｓランクになったのがその証左だ。駆け出しでドロップアウトした冒険者モドキの子がＳランク。陳腐な物語にもなりゃしない。

　嫉妬しているのか？　自分の娘に？

　ベルグリフは自嘲気味に笑う。

　俺だって右足さえあれば。

　そこまで考えて首を振る。過去には戻れない。それに、足を失ってトルネラに帰って来なければアンジェリンと出会う事もなかった。

「なるようにしかならんさ」

　ベルグリフは呟いた。自分に言い聞かせるような口調だった。

　その時、ピートがベルグリフに呼びかけた。

「ベルおじさん！　あった！　あっちが水場！」

「おう、見つけたか」

　我に返ったベルグリフは、はぐれた子供がいないか注意深く見ながら、子供たちを促して水場へと下った。

　なるほど、小さな清流が流れていた。岸辺にオニバミゼリが茂り、鼻に抜ける鮮烈な匂いを漂わせている。水の中からはトウレン草が伸びて小さな白い花を咲かしていた。オニバミゼリは乾かして煎じれば薬効のある草だ。胸回りや鼻など、気管に関わる部分によく効く。トウレン草は目立った薬効などはないが、その花弁はかじると甘い味がする。

　ベルグリフは子供たちに言ってオニバミゼリを集めさせた。

　子供たちはトウレン草の花弁をつまみ食いしながらオニバミゼリを集めた。ベルグリフに言われ、採りすぎないように注意しながら。

「勝手に遠くに行っちゃ駄目だぞ」

「はーい」

「分かってまーす」

　返事だけはいつも元気だ。ベルグリフはやれやれと肩をすくめた。そうして手近な倒木に腰を下ろす。

　静かだ。水の流れる音、風が枝を揺らす音、子供たちのはしゃぐ声の他は聞こえない。それに不思議と涼しい気がする。水場の近くだからだろうか？

　ベルグリフは静かに目を閉じていた。その時、不意に妙な気配がした。決して良い気配ではない。ベルグリフは目を開いて素早く立ち上がった。

「皆、いるか？」

　はしゃいでいた子供たちは、ベルグリフの鬼気迫る声色にわたわたと互いを見やった。

「ライナスがいない」

　ピートがそう言った時、悲鳴が上がった。

「うわああああああ！　ベルおじさぁん!!」

　七歳のライナスが、茂みの向こうから駆け出して来た。後ろから灰色の体毛の狼が飛び出す。グレイハウンドという魔獣だ。明らかな敵意と殺意を以てライナスに飛びかかろうとしている。

　油断した！

　ベルグリフは自分の甘さに舌を打ちながら地面を蹴った。右の義足を支えに、左の足で何度も地面を蹴り、恐るべき速さで跳躍する。

　そしてライナスを抱え上げ、同時に剣を振り抜いた。グレイハウンドは真二つに両断される。
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　ベルグリフは即座に周囲の気配を読んだ。どうやら他の魔獣はいないようだ。

　ホッとしたのも束の間、義足から着地した石が濡れていて、ベルグリフは盛大にすっ転んで、水の中に落っこちた。

「お、おじさん！」

「ライナス！」

「大丈夫!?」

　子供たちは慌てた様子で水の周りに集まった。

　浅い水場だから、溺れることはない。ただ、尻もちを突いたような形になって、すっかり濡れてしまった。夏だから良かったものの、着替えなど持って来ていない。

　ライナスは大泣きに泣いてベルグリフにすがりついている。

「恰好が付かんなあ……」

　ベルグリフはライナスを撫でながら苦笑した。




　　　　　　　　　　○




　幌馬車に揺られていた。

　ギガアントによるアステリノスの町の襲撃から四日、オルフェンの都に帰って来たアンジェリンは改めて荷物をまとめ直し、今度こそトルネラに向かって出発した。休暇はたっぷりひと月取ってある。突然帰ってベルグリフをびっくりさせようと思っているから、手紙は出していない。

　Ｓランク冒険者がひと月不在というのはギルドとしては渋い顔だったが、今までのアンジェリンの功績から考えれば無下にはできない。人不足を嘆きつつ、何も起こりませんようにと祈りながら、冒険者ギルドはアンジェリンに休暇の許可を出した。何せ、許可を出さなければギルドごと粉々に吹き飛ばされそうな雰囲気であったのだ。

　馬車はのんびりと田舎道を進んでいる。

　もうここいらは辺境と言っても差し支えないド田舎である。

　そやそやと風が吹いて、手入れされていない草原の長い草が揺れている。陽射しはすっかりと夏本番のものになっているが、風が涼しいからそれほど汗をかく心持でもない。幌の陰にいれば尚更である。遠くで野生の山羊が草を食んでいるのが見えた。

　オルフェンを出てからもう一週間が経っていた。

　幾つかの町や村を経由して、乗合馬車があればそれに乗り、なければ同じ方角に向かう行商人と交渉して、護衛も兼ねて乗せてもらった。今乗っている馬車は、ボルドーというこの辺りでは一番大きな町で出会った行商人のものだ。もう一つ小さな村に寄って、それからトルネラに向かう。

　何せ移動手段が徒歩か馬しかない上に、トルネラは公国北部のエルフ領に近い所にあるから、ともかく移動時間が長いのだ。

　帰りの旅程も考えると、トルネラにいられるのは三日か四日そこらかも知れない。だが、それでも構わない。あの村の空気を吸って、ベルグリフに会えさえすれば。

　実際は、馬一頭でひたすら走り続ければもっと早く着くのだが、アンジェリンは乗馬が得意ではない。乗れないわけではないが、猛スピードの馬に揺られ続けていると何だか怖くなるのだ。

　トルネラには乗馬の文化があまりなく、家畜は羊と山羊、それに農耕や荷車引きのロバばかりだ。小さな頃から乗っていれば慣れたのかも知れないが、せいぜいがロバに乗ってゆったり歩くだけだったアンジェリンには、駆ける馬の速度は体ばかりが先に行くようで落ち着かなかった。無敵と思われているＳランク冒険者にも弱点はある。

　大きな荷物の中には色々なお土産が詰まっている。

　野菜の種や布、本、スパイスにワイン、それに日持ちのする焼き菓子や砂糖菓子が沢山。

　これらを父と一緒に手に取りながら話をするのを想像して、アンジェリンはにやにや笑った。

　手綱を握る青髪を短く切った女の行商人は、にこやかにアンジェリンに話しかけた。

「お嬢さん、随分御機嫌ですねえ」

「そう……やっと帰れる……」

「ははあ、里帰りですか。冒険者ってのは忙しいんでしょう？　最近は特に」

「そうなの……急な仕事で延び延びになってたけど、やっとお父さんに会える……知ってる？　〝赤鬼〟のベルグリフ」

　アンジェリンの斜め上の親孝行は続く。

　行商人はにこにこ笑いながら馬を走らせる。

「いやあ、あたしは不勉強なもんで知らないんですが、覚えておきますよ。さぞ強い冒険者なんでしょうねえ」

「うん……自慢のお父さん。覚えておいてね？　〝赤鬼〟のベルグリフだよ」

「〝赤鬼〟のベルグリフさんですね。分かりました」

　聞いた事のない名前だ、と行商人は思っていたが、そこは商売人である、そんな事はおくびにも出さずににこにこしている。しかしＳランク冒険者である〝黒髪の戦乙女〟、アンジェリンの名は知っていた。そのアンジェリンがここまで絶賛する冒険者ならば、きっと世に出ない隠れた実力者なのだろう、と行商人は一人で納得した。

　やがて草原を抜けて山岳地帯に差し掛かった。一応の街道があるけれど、それほど人の往来があるわけではないから、地面は凹凸や石が多く、馬車はがたがたと揺れた。横転を恐れて速度は出ない。

　布が敷いてはあるものの、ずっと座っていると尻が痛い。依頼の為にあちこち移動するのは慣れているが、ここは歩いた方がまだよさそうだ、とアンジェリンは馬車から飛び降りて横を歩いた。馬車は早足で追いつけるくらいの速度だ。行商人は苦笑いを浮かべた。

「すみませんねえ、道が悪いもので」

「いい……あなたのせいじゃない……」

　歩きながら、ふと見られているような気配を感じたアンジェリンは、素早く周囲に視線を巡らした。魔獣ではないようだ。荒れ山の岩陰や木立の陰に人の気配がする。

　歩きながら行商人に尋ねる。

「……ねえ、この辺に村はあったっけ……？」

「いえ？　ありませんが……」

　間違いない、盗賊の類だ。視線に悪意を感じる。この辺りに盗賊の根城があるとは聞いた事がないが、最近になって住み着いたのかも知れない。それとも根無しの放浪盗賊か。

　アンジェリンは馬車にひょいと飛び乗ると、行商人に囁いた。

「盗賊がこっちを見てる……」

「ええっ!?」

「しっ。落ち着いて……わたしがいるから大丈夫。知らない振りして行って」

　アンジェリンは剣の柄に手を置きながら言った。行商人は不安げな表情をしながらも、言われたまま馬車を進める。しかしやはり道が悪いから中々進まない。

　やきもきしていると、不意に風を切る音がした。アンジェリンは剣を抜き放ち、飛んで来た矢を叩き落とした。行商人は「ひえっ」と小さく悲鳴を上げ、小さく十字を切った。

「おお、主神ヴィエナよ、守り給たまえ……」

「黙って見ているだけならよかったものを……」

　アンジェリンは不愉快そうに顔をしかめ、馬車から飛び降りた。

　今までも犯罪組織や盗賊の集団を討伐する依頼はあった。だから人殺しは初めてではないが、人間を斬るのは好きではない。斬った後に必ず嫌な気分になる。だから大声で威圧した。

「おい！　わたしが〝赤鬼〟ベルグリフの娘、〝黒髪の戦乙女〟アンジェリンと知っての狼藉か！　死にたくなければどっか行けこのやろー！」

　だが返答は矢だった。アンジェリンは幾本も飛んで来た矢をすべて叩き落とし、怒鳴った。

「無駄だってのが分かんないのか！」

　それで静かになった。視線が散って行くのを感じる。どうやら諦めたらしい。アンジェリンはフンと鼻を鳴らして剣を鞘に戻す。

　その時、盗賊のいる方から「助けて！　助けて！」と悲痛な叫び声がした。驚いてそちらに目をやる。姿は見えないが、どうやら子供の様だ。さらわれたのだろうか。

　アンジェリンは逡巡した。

　もう少しでトルネラに帰れる。今更厄介事を背し負よい込むのは御免だ。だけど、ここで知らん顔をしてトルネラに向かっても、ベルグリフは喜ばないだろう。きっと褒めてもくれないに違いない。

　困っている人、弱い人をおもんばかれる冒険者になる。ベルグリフとそう約束した。

　アンジェリンは唇を嚙んだ。

　さっさと片付けて道を急ごう。ちょっとの足止めくらいなんでもない。早く済ましてトルネラに行くんだ。

「……待ってて」

「え、あ、はい」

　行商人を残して、アンジェリンは地面を蹴った。素晴らしい速度で瞬く間に盗賊たちの潜む場所まで駆け上がる。

　突如として目の前に現れたアンジェリンに、盗賊たちは泡を食って騒いでいる。

　見れば、盗賊たちは十五歳くらいの眼鏡をかけた少女を羽交い締めにして、猿ぐつわを嚙ませている最中だ。少女はばたばたと暴れている。青を基調にした質の良い綺麗な服を着ている。貴族かも知れない。

　アンジェリンは剣を盗賊たちに向けた。

「死にたくなければ……その子を置いてどっか行け……」

　盗賊たちはうろたえたが、自分たちが捕まえている少女がアンジェリンの目的だと分かるや、咄嗟に少女にナイフを突きつけた。

「おい！　何だか知らねえが、下手に動くとこいつの命──」

　だが、言いかけた首がすっ飛んだ。何が起きたのか分からなかった。頭があった所には何もなく、血が噴き出して噴水のように飛び散らかった。

「わたしは機嫌が悪いんだ……」

　いつの間にか少女を人質に取っていた盗賊の横まで移動していたアンジェリンは、茫然自失の少女を片腕に抱きかかえたまま、幽鬼の如き足取りでゆらりと動いた。

「もういい……ヴィエナの顔も三度まで。このアンジェリンを甘く見た事を後悔するがいい……！」

　それは戦闘などという生易しいものではなかった。まさしく虐殺であった。

　二十人近くいた盗賊たちは為す術もなく蹂じゆう躙りんされ、ものの数分も経たぬうちにそこいらには物言わぬ屍しかばねばかりが転がった。一仕事終えた後に欲を出し、行商人と護衛の二人連れ、という見かけばかりは絶好の獲物に油断してかかった彼らの失敗だった。獲物は化け物だったのだ。

　圧倒的な実力で危なげなく勝利したアンジェリンだが、うんざりした様子で嘆息した。

「ああ……嫌だ。人殺しなんて……碌ろくなもんじゃない……」

　アンジェリンはヒュッと剣を振って血を払い、鞘に納めた。それから人質の少女の猿ぐつわや手を縛っていた縄などを外してやった。

「大丈夫……？」

「けほっ……あ、ありがとうございます……」

　少女は手首の縄の痕を苦々し気に眺めながら言った。美しい少女だ。ハーフアップにしたプラチナブロンドの髪の毛は薄汚れているが艶やかで、肌は日焼けもしていない。やはり高貴な身分なのだろう。

「何であんな連中に捕まっちゃったの……？」

「……それが」

　少女はセレンと名乗った。

　ボルドーの領主の娘だそうで、地方の巡察に回っている途中で、父親が病床に伏して危篤だとの知らせを受け、早馬で戻る途中、盗賊に襲われた。馬車では速度が出ないからと少数の護衛だけで自ら馬にまたがって行ったのが悪かったらしい。悪路での奇襲によって護衛は全滅、彼女もなすすべなく捕らえられてしまった。

「……無様です。これでは結局お父様のお見舞いにも行けない」

　セレンはぎゅうと拳を握りしめた。涙こそこぼさないが、その内面は激しい怒りと悲しみで渦巻いているに相違なかった。

「……お父さんに会いに？」

「はい……でも、仕方ありませんね。馬もありませんし、今からボルドーまでは徒歩ではどんなに急いでも四日以上……これも運命です」

　セレンは誤魔化すように微笑んだ。アンジェリンはカッとなってセレンの腕を摑んで立たせた。セレンは青い目を白黒させる。

「えっ、あの、アンジェリンさま……？」

「それでいいのか……！　大事なお父さんなんだろ……ッ！　運命だなんて簡単に言うな！」

　アンジェリンはセレンを抱きかかえると、下で待っている行商人の所に滑るようにして戻った。

　勢いよく馬車に飛び込むと、行商人は驚いて飛び上がった。

「うわあ、ビックリした！　どうしたんですか、お嬢さん、盗賊は!?」

「退治した。ねえ、商品の分全額に加えて手間賃も払う。損はさせないから、引き返して欲しい……」

「ど、どういう事？」

　行商人はアンジェリンとセレンとを交互に見てうろたえる。セレンも状況が吞み込めずに口をぱくぱくさせている。アンジェリンはそんなセレンを抱き寄せて、言った。

「この子は病気のお父さんに会わなきゃいけない……お願い……」

「……分かりました。ホントに全額払ってくれるんですね！」

「うん」

　行商人は嘆息すると、馬車を方向転換させた。がたがたの道を来る時よりも少し早足で下る。

　アンジェリンは肩を落とした。ボルドーまで戻ってはトルネラに行く事はできまい。休暇の日数が足りない。またしてもベルグリフには会えないようだ。しかし、きっとベルグリフは、アンジェリンがセレンを見捨てて自分に会いに来る事を喜ばないだろう。

　ふと見ると、セレンが泣いていた。感情を押し込めて気丈に振る舞っていた娘が、今アンジェリンの腕にもたれてさめざめと泣いている。アンジェリンは嘆息した。しかし間違っているという気はしなかった。

　ごめんね、お父さん。でも、また今度、きっと帰るから。

　馬車は山道を下って行く。











四　夏がすっかり本格的になった頃、アンジェリンから









　夏がすっかり本格的になった頃、アンジェリンから長い長い手紙が届いた。今まで書けなかったことを全部書こうとしているかのような手紙だった。

　ベルグリフはその長い手紙をたっぷり時間をかけて読み、それからまたたっぷり時間をかけて最初から読み返した。

「……文字の書き方も教えておくべきだったかな」

　書き間違いは多いし、字だってお世辞にも綺麗とは言えない。しかし、伝えたい思いは溢れんばかりであった。

「頑張ってるんだなあ……」

　帰ろうとして三度失敗したくだりにはベルグリフも思わず笑ってしまったが、自分もアンジェリンが帰って来ない事に相当狼狽していた事を思い出し、少し顔をしかめた。

　そしてワイバーンやギガアントの群れを難なく討伐してしまう実力に、もう自分が教えた事は殆ど役に立たないなあ、と少し寂しい気持ちにもなった。子供の成長は嬉しいだけではなく寂せき寥りよう感も伴うのだな、と思った。

　ともあれ、返事を書いてやらねばなるまい。

　ベルグリフはゆっくりと丁寧に返事を書いた。

　これまでは手紙が簡素だったこともあるし、変に郷愁を起こさせるのも悪いかと思って手紙は控えていたが、これだけ長い手紙には丁寧な返事が必要だ。

　村で起こった事、思っている事、激励の言葉、そんなものを書き連ねて行く。書き終えたベルグリフは手紙に封をして、大きく伸びをした。それから立ち上がって外に出る。

　もう夜だ。星明かりが辺りを照らしてはいるが、暗い。

　家の裏に林があって、その木々の枝に木片が幾つもロープでぶら下げられている。その数は三十を優に超えていた。

　ベルグリフはその真ん中に踏み込むと、鞘に入ったままの剣で、おもむろに木片を一つ打った。

　木片は向こうに飛んで行くが、ロープでぶら下げられているから戻って来る。

　ベルグリフは次々と木片を打つ。

　木片は向こうに行き、こっちに行き、しかしどれもがベルグリフに向かって来る。それを彼はかわし、剣で受け、いなした。

　暗がりだから視力に頼っている筈はないのだが、ベルグリフは不規則に襲い来る木片にちっとも当たらずにかわし続ける。木片同士がぶつかって不意に動きを変えても対応した。

　やがて木片の動きが緩やかになり、動きが小さくなり、止まった。

「……なまってるな」

　ベルグリフは一つだけ木片が当たった肩の所をさすった。

「アンジェに笑われるわけにはいかんなあ」

　ベルグリフは再び木片を打つ。今でも剣の素振りは日課になっているが、こうやって無心に鍛錬に打ち込むと、何だか冒険者になったばかりの頃に戻ったような気がした。

　翌日、張り切りすぎた代償の筋肉痛に顔をしかめながら、ベルグリフは畑に出た。

「くそ、やっぱりなまってる……」

　しかし、まだ筋肉痛が翌日に出る事に安堵もした。同世代の農夫たちは、筋肉痛や体の痛みが、翌々日になってから出るようになったと、歳を取った事を笑いながら話していたものだ。それに比べれば、まだ自分の体は壮健さを失っていない。

　勘を取り戻さねば。

　実戦が必要だ。

　もう四十を超したいい歳の癖をして、若者のように刺激を求めている。年甲斐もなくアンジェリンの活躍に当てられたか？　とベルグリフは顎鬚を捻った。

　額の汗を拭いながら畑を手入れしていると、バーンズがやって来た。

「ベルさん、親父が呼んでるよ」

「ケリーが？」

　バーンズに連れられてケリーの元に行くと、ケリーは難しい顔をして座っていた。その横には神父のモーリスが座り、見知りの木こりも何人か同席している。

「どうしたんだ、揃って」

「いや、それがよベル。どうも近くの森に魔獣が出たらしいんだ」

　おや、とベルグリフは思った。

　先日に子供たちと山に入った時も思ったが、最近は魔獣が増えているような気がする。それ以来子供たちと山に入る事は止めているが、とうとう村の近くにまで出るようになったか、とベルグリフは眉をひそめた。

　遭遇したのは木こりたちらしい。その時は向こうは一匹、こちらは数人で斧も持っていたから何とか追い払ったが、それからは森に入るのがためらわれるようだ。

「ほら、秋祭りに向けて教会の改築があるし、近々教育所も作るだろ？　だから木材が要るんだが、これじゃ仕事にならねえんだ」

「なあベル、いつもお前さんにばっかり押し付けて悪いとは思ってる。だが、俺たちじゃ魔獣の相手は……」

　木こりたちの言葉をベルグリフは制した。

「みなまで言うな。魔獣はどんな姿だ？」

「灰色の狼だ。俺らが会ったのは一匹だったが、群れでいるかも知れねえ」

　グレイハウンドだ。魔獣の格付けとしてはＥランク程度だが、冒険者ではない村人には十分に危険な存在である。

　ベルグリフは頷き、モーリス神父の方を見た。

「モーリス神父、念の為魔除けの準備をしておいてもらえるかい？」

「分かりました」

　モーリス神父は神妙に頷いた。

「皆も神父を手伝って村の周りに魔除けをしておいてもらいたい」

「……なあ、ベル。やっぱり一人で大丈夫か？　戦いは慣れちゃいねえが、頭数が欲しいなら……」

「ああ、森の中なら俺たちも慣れてるし……」

　木こりたちはそう申し出たが、ベルグリフは笑って固辞した。背中を任せられる冒険者ならばともかく、戦い慣れていない木こりたちを守りながらでは却って危ない。

「大丈夫さ。皆は村を守る事を念頭に置いてくれ。それに」ベルグリフはにやりと笑った。「丁度体を動かしたいと思ってたんだ」

　普段はあまり見ない、『冒険者』ベルグリフの顔を見て、ケリーたち一同は思わず息を吞んだ。

　家に戻ったベルグリフは、農作業着から動きやすい服に着替えた。剣を携え、様々な道具が入った腰袋をベルトに下げる。

　こんな風に魔獣の討伐の為に出掛けるのも久しぶりだ。トルネラに帰ってからも幾度かこういう事はあったが、そう頻繁ではない。その度に、柄にもなく高揚している自分がどこかにいる事に気付く。どういう風に戦おうかとか、何を試してみようとか、まだ十五、六歳の自分が、もう四十を超した自分に話しかけるのだ。

　ベルグリフは苦笑して独り言ごちた。

「遊びに行くわけじゃないんだぞ……？」

　──分かってるよ。

　と、少年の自分が不ふ貞て腐くされたように言った。ベルグリフは笑って顎鬚を撫でた。

　肩を回し、足をとんとんと鳴らして体の具合を確かめる。大丈夫だ。きちんと動ける。

「さて……行くか」

　家を出て、森の方に向かった。トルネラの村は山の東側に面している。その山の手前に森が茂り、その森は山へと至る。東側には平坦な土地が続き、森とは言えぬほどの小さな木々の点在地が方々にあった。

　森に入ると、妙にひんやりとした空気が辺りに満ちていた。前に子供たちを連れて山に行った時よりも冷ややかだ。もう夏も盛りだというのに、これはおかしい。

「ふん……」

　ベルグリフは頭の中で魔獣の想像をしながら、警戒しつつ進んだ。薄々感じてはいたが、どうやらグレイハウンド以上の魔獣が潜んでいるようだ。

　段々と周囲に気配を感じるようになった時、高台にそいつはいた。銀色の体毛を持ち、冷気を体中に纏っている狼型の魔獣、アイスハウンドである。

「思った通りか……北から下って来やがったな？」

　ベルグリフは剣を抜いた。

　アイスハウンドはＣランクの魔獣である。その姿はまさしく白銀の大狼といった具合で、身には常に冷気を纏い、口からは氷のブレスを吐く。ここいらに出没するＥランク程度の魔獣とは桁違いに危険な魔獣だ。

　おそらく、このアイスハウンドの発する魔力に引かれて、グレイハウンドを始めとした魔獣たちが集まり始めているのだろう、とベルグリフは想像した。強力な魔獣の元には下位の魔獣が集まり、いつかそれがコロニーのようになる事は珍しくない。

　アイスハウンドが吠えた。すると、周囲の気配が狭まって、彼に向かって来た。

　グレイハウンドの群れが木陰からベルグリフに飛びかかる。

　ベルグリフは身をかがめ、まず手近な一匹を切り裂き、それから義足を軸にぐるりと回って背後の一匹を仕留めた。そして左足だけで跳躍する。

　義足になってからも、彼は鍛錬を続けた。今はもう、痛覚のない義足であるからこそできる動きを最大限に利用する。その身のこなしは五体満足の者と比べても遜色ない。

　ベルグリフは滑るように動き回り、ほどなくグレイハウンドを駆逐してしまった。そしてアイスハウンドを睨み付ける。

「高みの見物とは余裕だなあ、オイ」

　アイスハウンドは唸り声を上げた。獲物ではなく倒すべき敵とベルグリフの事を認識したようだった。嘲笑するかのようだった視線が鋭さと敵意を増してベルグリフを見据えた。

　刹那、雪崩のように勢いを付けて、アイスハウンドは高台から駆け下りて来た。身に纏う冷気がとどろき、まるで強烈な北風の如くベルグリフに吹き付ける。地面に、木々の表皮に霜が降りた。

「ぐぉ、るる、る、るるるる、るるる」

　咆哮と共に、強烈なブレスが襲って来た。予想していたベルグリフは余裕を持ってかわす。

　アイスハウンドはブレスに紛れるようにして飛びかかって来た。鋭い爪と牙が氷のようにきらきらと光る。

　ベルグリフはそれも予想していたかのように身をかわし、すれ違いざまに道具袋から取り出していた小さな球を放り投げた。口を開けてベルグリフにかじり付こうとしていたアイスハウンドの口の中に、その球は難なく吸い込まれる。

　アイスハウンドが激しく咳き込み始めた。それは唐辛子や玉葱など、刺激の強いものを一緒に煉り合せた丸薬であった。

「ふむ、Ｃランクにもこれは効くわけだ」

　まるで試しているとでもいうような口調である。

　ベルグリフは右足を失ってから、戦闘では足手まといでも、他の面で冒険者としてやって行こうとした。すなわち知識面でだ。義足のリハビリを続ける傍ら、彼は魔獣に関する文献や図鑑、過去の戦いの記録などを徹底的に読み漁り、頭に入れ、さらに頭の中で対策や立ち回り、退治の仕方などを何度もシミュレーションした。

　アイスハウンドの事も頭に入っている。片手で数えられるほどだが、戦った事もある。しかし、この丸薬を実際に試したのはこれが初めてだ。

「……遊んでる場合じゃないだろう」

　次は何を試そうかと無意識に道具袋を漁っていたベルグリフだったが、こういう油断が一番いけない、と小さく頭を振った。

　アイスハウンドは怒りに燃えてベルグリフに向かって来た。喉をやられてブレスは吐けないようだが、そのしなやかな四肢による突進は、流石Ｃランクの魔獣といえるものである。

　だが、ベルグリフにとっては直線的過ぎた。

「頭が火照り過ぎだ、アイスハウンドの癖に……」

　軽く体を捻り、ぎりぎりの所でかわしたベルグリフは、剣を振り上げて、剛！　と振り下ろした。全身の力が込められたその剣けん閃せんはアイスハウンドの首を難なく落とす。屍と化したアイスハウンドの体は、突進の勢いのまま向こうに飛んで行き、木に当たって地面に転がった。魔力によって体に纏っていた冷気が霧散し、夏の陽気が一気に流れ込んで来る。辺りを覆った霜が一気に溶け始め、突然暑くなり始めた事でベルグリフは顔をしかめた。

「やれやれ……体がおかしくなりそうだ」

　周囲にはもう魔獣の気配はない。アイスハウンドを退治した以上、これに引き寄せられる魔獣ももういないだろう。

　せっかくだから、毛皮を剝いで行こうとベルグリフは解体用のナイフを取り出した。アイスハウンドの毛皮は白銀で美しい。近々結婚する予定の村娘にやれば、きっと喜ぶだろう。

　駆け出し冒険者のベルグリフが満足そうに笑っている。やっぱり娘の活躍に当てられているんだろうか、とベルグリフは苦笑いを浮かべた。




　　　　　　　　　　○




「へくちっ」

「なんだミリィ、風邪か？」

「ううん……あの店冷房魔法クーラー効かせ過ぎだよー……寒かった」

「温度差が顕著……体がおかしくなりそう」

　オルフェンの都の下町、いつもと違うレストランを出たアンジェリンたち三人は、効き過ぎていた冷房魔法クーラーに文句を言いながら、往来を歩いていた。

　結局、アンジェリンはセレンを助けた後、彼女を送り届けて都に帰って来た。セレンは何とか存命中の父親に会う事ができ、感謝してもしきれないとアンジェリンを歓待しにかかったが、アンジェリンは夕飯をご馳走になっただけで、それを固辞した。

　残りの休暇の日数ではトルネラに行って帰って来る事はできない。だからアンジェリンは都に帰って来てからひたすら手紙を書いた。今までは空いた時間で書こうとしても、書きたい事が多すぎて結局簡素になっていたが、今回は書きたい事は全部書くと決めた。

　そんな風にして書いては消し、書いては消しを繰り返していたら、慣れていない事もあって、一週間近くかかった。それで休暇は終わったようなものである。

　それで今はまた毎日ばたばたと難しい仕事で走り回っている。

　昨日まで西の海洋都市、エルブレンに行って巨大なイカの魔獣、クラーケンを討伐して来たばかりだ。明日からはまた東に向かわねばならない。まさに東奔西走、多忙の限りである。高位ランクの冒険者でなければ対応できない魔獣ばかりだから、仕方がなくはあるのだが。

　ともあれ、今日一日は休みだ。ベルグリフに会いに行く事などもちろんできないが、パーティメンバーでもある気の置けない友人たちと過ごすのも嫌いではない。

「しかし、稼いだ金を使う暇もないな……使い道があるわけでもないけど」

　とアネッサが嘆息した。ミリアムが笑う。

「だったら今日どんどん使っちゃおうよー。わたし、気になるお菓子屋さんがあるんだー」

「そんなもので減るわけがないだろう……アンジェ、お前はどうしたい？」

「甘いもの、賛成」

「はーい、二対一。行こ行こー」

　ミリアムは嬉しそうな足取りで二人を先導した。

　お菓子屋は大通りに面した大きな店だった。最近できたばかりらしく店内も綺麗で、並べられたお菓子をお盆で取って、それぞれ会計するシステムらしい。買ったお菓子は店内や店の前の席で食べる事ができる。

　色とりどりの菓子を前にアンジェリンとミリアムは目を輝かした。アネッサは一歩引いているが、彼女もやはり甘いものは好きらしい、ごくりと喉を鳴らした。
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「うわあー、すっごい綺麗。美味しそうー」

「ミリィ……片っ端から制覇するしかない……！」

「よーし！　がんばっちゃうよぉー！」

「ほ、ほどほどにしとけよ、二人とも……」

　アンジェリンとミリアムは目に付く端からお菓子をお盆にのせて行く。アネッサも興味がないようなそぶりをしながらも、気になったお菓子を幾つか選ぶ。ＳランクだＡＡＡランクだといっても、彼女たちも年頃の女の子なのだ。

　山盛りの菓子を見て強張った笑みを浮かべる店員に代金を払い、三人はテーブルに陣取った。

「ちょっと買い過ぎたかなあ？」

　ミリアムは目をぱちくりさせて山盛りのお菓子を見る。アンジェリンは首を振った。

「問題ない……お茶を頼もう」

　花茶を頼み、早速お菓子を堪能する。たいへん甘くて、うまい。ミリアムもアンジェリンもだらしなく表情を緩める。

「んー、おいひぃー」

「最高……アーネ、そっちの頂戴」

「いや、これわたしの……というか、さっき昼食取ったばかりなのに、よくそんなに食えるな二人とも」

　アネッサが呆れたように言うと、アンジェリンもミリアムも首を傾げた。

「甘いものは別腹だよー？　ねー、アンジェ？」

「淑女の嗜たしなみ……」

　いや、それはおかしい、と言いかけたが、結局嘆息するだけのアネッサであった。しかし自分の分のお菓子を頰張るとうまい。予想以上にうまいので、少し夢中になっていると、アンジェリンとミリアムがにやにやしながら見ていた。

　もぐもぐと蜂蜜のかかったお菓子を嚙みながら、アンジェリンが呟く。

「うまい……お父さんにも食べさせてあげたい……」

「あー……この前は残念だったな」

「結局帰れなかったんだっけー？」

「そう……次はいつ休暇が取れるやら……諸行無常……もぐもぐ」

　悲し気な表情でお菓子を頰張るアンジェリン。アネッサとミリアムは顔を見合わせて苦笑した。アネッサが慰めるように言う。

「けど、助けたのってボルドー伯の娘だろう？」

「……ボルドー伯って誰？」

「え……そりゃ、トルネラも含めた北部地域の大領主じゃないか。北部の有力貴族とつながりができるなんてすごいよ」

「……そんなものには何の興味もない……でもセレンがお父さんに会えて良かった」

「そ、そうか……」

　何だか打算的な事を言ってしまった自分が恥ずかしくなったのか、アネッサは少し頰を赤らめた。冒険者としては間違っていない思考の筈なのだが。

「しかし……！」

　アンジェリンは頰張っていたお菓子を花茶で流し込んだ。

「次こそは必ず帰る……！　今のペースで依頼をこなしていけば、次の長期休暇の申請もギルドは断れない筈。ふ、ふふ、ふ……アーネ、ミリィ、わたしに付いて来るがよい……」

　怪しげに笑うアンジェリンを見て、アネッサはやれやれと首を振る。

「付き合わされるわたしらの気持ちにもなれよ……まあ、いいけど」

「んふふ、わたしはあちこち行けるし、色々美味しいもの食べられるから問題なーし」

　ミリアムは笑いながら、ぱくりと一口で菓子を頰張った。

　アンジェリンは次なる休暇を得るために、現在は来る依頼を片っ端から受けて片づけていた。その速度たるや、通常の冒険者たちの倍近い。また実績を積み続ければ、休暇の申請も断りづらくなるだろう、というアンジェリンの計画がある。

　副産物として──本来の冒険者の目的はこれの筈なのだが──お金はどんどん溜まる。装備は既に新調する必要もないくらい良いものを揃えてある。依頼の合間合間にこうやって散財をしているが、それでも溜まる方が早い。

　ふと、アネッサが呟いた。

「使い道がないなら……孤児院に少し寄付してあげるのもいいかも知れないな」

「ああー、そうだねー。シスター喜ぶよぉ」

　とミリアムが同意する。

　聞いた事のない話に、アンジェリンは首を傾げた。

「孤児院……？」

　アネッサは苦笑しながら頰を搔いた。

「あー、わたしらは教会孤児院育ちだから」

「シスターがお母さん代わりだったねー。だからお父さんはいなかったなあ」

「だな。お金もあんまりなくて、だから必死になって冒険者になったっけ」

「そうそう。最初のパーティは孤児院の仲間で組んだんだよねー」

「シスターには猛反対されたけどな」

　アネッサはくすくすと笑い、ミリアムも笑いながらまたお菓子をつまむ。

　それは知らなかった、とアンジェリンは目を細めた。考えてみれば、自分はこの二人の仲間の事をあまり知らない、と気付いた。そして自分の事もあまり話していない、とも。忙しいのもあったけれど、いつも魔獣の話だとか他の冒険者の話だとか、そんな事ばかりだ。

　がたんがたんと椅子の位置を直して、アンジェリンは改めて二人と向き合った。

「わたしは捨て子で、お父さんが山で拾ってくれた……」

「え」

「わあ、なにそれ、なにそれ」

　アネッサもミリアムも興味深げに身を乗り出した。

　よし、今日は全部話そう。村の事、お父さんの事、自分の事……。

　そして全部聞こう。二人の小さかった時の事。孤児院の事。シスターの事。

　花茶をもう一杯頼んで。




　　　　　　　　　　○





　お父さんへ

　オルフェンはとってもいい天気が続いてます。この前は東の方でおっきな虫と戦ったよ。弱かったけど、なんだか見た目が気持ち悪かった。それでＢランクになりました。やった。嬉しい。だからちょっとおいしいものを食べようと思います。鴨肉のソテーが好き。うまうまです。




アンジェリンより






　　　　　　　　　　○




　アンジェリンへ

　元気そうで良かった。トルネラもいい天気が続いています。Ｂランク昇格おめでとう。頑張っているようでお父さんも嬉しいです。けど、嬉しい時こそ気を抜かないようにすること。オルフェンのご馳走は美味しいだろうね。くれぐれも体に気を付けて。


お父さんより






　　　　　　　　　　○





　お父さんへ

　この前Ｓランクになりました。知り合いの皆がお祝いしてくれて、とっても嬉しかった。でも、とっても忙しくなっちゃった。こっちは雪がちらちらです。という事は、そっちはもう真っ白だよね？　風邪引かないでね。




アンジェリンより






　　　　　　　　　　○




　アンジェリンへ

　おめでとう。もうすっかり一人前になったみたいで、とても誇らしいです。お前が村を出てもう四年だね。手紙をもらってから、お前の成長した姿を想像して一人でお祝いしました。忙しいみたいだけど、あまり無理はしないように気を付けて。応援しています。


お父さんより






　　　　　　　　　　○





　お父さんへ

　お手紙出せなくてごめんなさい。とっても忙しいのです。

　最近剣を新調しました。東の方の鉄で出来ていて、とってもいい剣みたい。Ｓランクになってから強い魔獣と戦う事も増えて、いい装備を揃えました。やっぱり握り心地とか、振った時の感じが全然違うの。これで安心です。備えあれば嬉しいなって奴だね。




アンジェリンより






　　　　　　　　　　○




　アンジェリンへ

　充実しているようで何よりです。いい剣に巡り合えたみたいでよかった。命を預ける代物だから、ちゃんと手入れして大事に使ってあげてください。

　トルネラはもう冬の気配がしています。オルフェンはまだ少し暖かいかな？　でも油断して風邪を引かないようにね。あと備えあれば嬉しいなではなくて、備えあれば憂いなしだよ。


お父さんより






　　　　　　　　　　○





　お父さんへ

　月末にお休みを取ってトルネラに帰ろうと思います。話したい事いっぱい！




アンジェリンより






　　　　　　　　　　○





　お父さんへ

　帰れなくてごめんなさい。実は急な依頼が入って帰れなくなっちゃったの。ワイバーンっていう魔獣が出たので、ガルダの町に行ってやっつけて来ました。またお休みを取って、今度こそ帰ります。絶対！




アンジェリンより






　　　　　　　　　　○




　アンジェリンへ

　てっきり何かあったのかとすっかり心配していたけど、何もなかったみたいで安心しました。忙しいみたいだけど、お前のおかげで助かった人々がいる事を忘れないこと。お前の仕事はとても立派です。焦らずに帰って来てください。ゆっくりと待っています。


お父さんより






　　　　　　　　　　○





　お父さんへ

　度々帰れなくてうんざりしちゃいました。いつもは書きたい事いっぱいありすぎて分かんなくなっちゃって、結局短くなっちゃうのだけど、今回は書きたい事全部書きたいな、と思ってペンを握ってます。でも、何から書いていいのか全然分かんない！　お話ししたい事はいっぱいあるし、ひとつの事を書こうとすると、別の事が顔を出しちゃってたいへんなのだ！

　まずなんで帰れなかったかというと、一回目はワイバーンの退治で、これは手紙に書いたよね？　それからまたお休みを取って、お土産をいっぱい持って帰ろうとしました。今度はびっくりさせようと思って、手紙は書かなかったの。

　けど乗合馬車の待合所に行ったらギルドの職員の人が来て、アステリノスがピンチだって。帰れると思ってたからがっかりしたけど、無視して帰ってもお父さんは褒めてくれないと思って頑張りました。行ってみたらギガアントの群れが町を囲んでました。数は多かったけど、所詮は蟻だもの、そんなに大変じゃなかったです。仲間と一緒にやっつけました。

　それでアステリノスから急いで戻って、何とか休暇の最中に帰れるようにすぐにオルフェンを出ました。乗合馬車に乗ったり、行商の人に乗っけてもらったりして、順調な感じだったんだけど、途中で盗賊に捕まってる女の子を助けました。ボルドーの病気のお父さんに会うために急いでいたから、帰れなくなるけどボルドーに引き返しました。休暇の数が足りなくなるから、それでもう帰れなくなったけど、セレン（その女の子の名前）がお父さんに会えたからよかったです。とっても喜んでくれたから、やっぱり助けてよかったと思いました。

　結局三回帰ろうとして、全部失敗しちゃった。主神も精霊もいじわるです。

　けど冒険者の仕事は楽しいです。今は魔獣退治ばっかりだけど、最初の頃の薬草集めとか、ダンジョン探索とか、そういうのがまたやりたいなあ、と思う時もあります。

　お父さんが教えてくれた事がとっても役に立って、オルフェンに来たばっかりの時、薬草集めは得意だった！　オニバミゼリとかアルメア草とか、短い間にいっぱい見つけて、受付のお姉さんをびっくりさせてました。自慢自慢。

　次に友達について書きます。

　オルフェンのギルドは色んな人がいるけど、普段はやっぱり仲の良い人と一緒にいます。わたしもＳランクになって初めてパーティを組みました！　仲間と一緒に戦うのは、初めは戸惑ったけど、今ではとっても頼もしいです。

　アネッサっていう弓使いの子と、ミリアムっていう魔法使いなんだけど、わたしはアーネとミリィって呼んでる。アーネは一番年上で、お姉さんって感じ。依頼主との難しい話とかやってくれて、真面目で頼りになるけど、からかうとすぐ赤くなって可愛いです。だからついついからかっちゃう。弓の腕はすっごくて、狙いを付ければ百発百中です。わたしが前で戦っている時、的確に後ろからサポートしてくれます。すっごく安心。

　ミリィはわたしの一個上だけど、わたしよりもちっこい。なのにおっぱいはわたしよりも大きいのです。なにゆえだ。悔しい。けど今後に期待します。わたしは成長期なのだ。うん。

　……そう、おっぱいの話ではなくて、ミリィの話だった。

　ミリィはぽわぽわしてて、どこか抜けてて面白くて、話してて楽しいです。だけど、魔法の腕前はすっごいです。自分の背よりも大きな杖を持ってるんだけど、それが結構カッコいい。雷の魔法が得意で、雑ざ魚この群れなんかはあっという間に片づけてくれます。

　それで甘いものが好きで、わたしとも話が合うのです。一緒にアーネをからかったりします。この前のお休みの時は三人で一緒に甘いものを食べに行きました。砂糖がたっぷり。蜜もたっぷり。すっごくおいしかった。いつかお父さんにも食べさせてあげたいなあ。

　そうそう、おいしいものといえば、行きつけの酒場があります。マスターは不愛想で、あんまりお話しした事はないけど、作る料理はとってもおいしいの。鴨肉のソテーはそこのが一番で、良く食べます。昔はご馳走だったけど、今はお金もいっぱいあるから食べたい時に食べられて幸せ。でもたまにトルネラで食べたシラギ鳥が懐かしくなっちゃう。あの油に薄パンを浸して食べるのがおいしいよね！

　そうだ、お父さんの好きなクリョウの実が入った羊のシチューも懐かしいな。オルフェンではクリョウの実はあまり見かけないです。おいしいのに、なんでだろ？　不思議。

　こんな事を書いてるとトルネラのご飯を思い出しちゃう。オルフェンの方が豪華かも知れないけど、お父さんの作ってくれたご飯が食べたいです。岩コケモモも食べたい。山葡萄とかアケビとか、そういうのも食べたいな。こっちには乾燥させたのとか砂糖漬けのはあるけど、やっぱり採りたてがわたしは好き。

　帰れなかったのが本当に悔しいです。やっぱり手紙じゃなくて、直接お父さんにいっぱいお話ししたいな。手紙じゃ書けない色んな事がたくさんあるの。困っちゃう。会いたいです。今度はきっと帰ります。待っててください。




アンジェリンより






　　　　　　　　　　○




　アンジェリンへ

　手紙ありがとう。少し心配していましたが、体を壊したわけではないと分かって安心しています。お父さんも、お前を変に寂しがらせてはいけないかな、と思っていつも手紙は簡潔にしていました。けれど、お前がとても丁寧に手紙をくれたから、お父さんもいつもより長く書こうと思います。

　トルネラはすっかり夏になってあちこちが深緑になっています。羊の毛刈りの最盛期です。うちには羊はいなかったけど、ケリーの所に手伝いに行ったから知っているね？　もこもこの毛もなくなって、羊たちもさっぱりと涼しそうにしています。初めてお前が毛刈りばさみを握った時、羊が暴れて逃げて、それを捕まえるのに苦労したね。そんな事を思い出します。

　この前レイクとメルが結婚しました。お前も小さな時に遊んでもらったから覚えているだろうけど、あの頃から仲の良かった二人だから、特に驚きもないかな。お前もそっちで祝福してあげてください。

　その結婚の祝いにアイスハウンドの毛皮を贈ってやりました。少し前に森に現れて、ちょっとした騒動になったのだけど、お父さんが何とか退治しました。お前の活躍に負けていられるか、という気持ちがあったのかも知れません。こうやって書くと少し恥ずかしいね。

　三回も帰れなかった事には、悪いけど少し笑ってしまいました。けれど、お前のした事はどれも立派で、お父さんは本当に誇らしいです。冒険者はその日暮らしで自分の事ばかり考えている人も多いけれど、冒険者のように力のある人は、弱い人を守ってあげるべきだとお父さんは思います。お前がそれをきちんとやってくれている事がとても嬉しいです。ありがとう。

　良い友達がいるようで安心しました。楽しくやっているんだね。それだけでお父さんは満足です。

　トルネラもお父さんも逃げたりしないから、あまり焦らず、無理をせずに、ゆっくり帰って来てください。その時はクリョウの実のシチューを作って食べようね。

　くれぐれも体には気を付けて。いずれ会えるのを楽しみにしています。


お父さんより













五　夏は次第に盛りを過ぎ、秋の









　夏は次第に盛りを過ぎ、秋の気配が近づいていた。

　アイスハウンドを退治してから、ベルグリフは何度か森と山とを歩き回り、グレイハウンドを何匹か仕留めた。アイスハウンドの魔力に惹かれてやって来た魔獣はもうすっかりいなくなっているらしかったので、木こりたちは元の通り仕事を始めた。木々が切り倒されて村に運ばれ、製材され、秋祭りに向けて教会を綺麗に改修し、その隣では教育所の建設が始まった。モーリス神父が本腰を入れて子供たちに勉強を教えようとしているのである。

　秋が近づけば山の実りは豊かになる。

　ベルグリフは魔獣がいなくなった事もあって、再び子供たちを連れては山に入り、山葡萄やキノコ、アケビ、岩コケモモ、山菜の類などを集めた。

「このキノコはこっちのとよく似てるけど、ほら、割くと黒い染みができるだろう？　これは毒キノコだ。食べちゃ駄目だよ」

「ベルおじさん、こっちは？」

「こいつは色こそ毒々しいけどね、美味しいキノコだよ。皆、毒キノコも軽くかじって味だけ覚えるんだ。飲み込むなよ？　体で覚えれば危険も回避できる。感覚を鍛えるんだ」

「はーい」

「毒キノコなのに、意外に美味しいんだね」

「うん、美味しい」

「おい、飲み込んじゃ駄目だからな？　味だけ覚えるんだぞ？」

「わかってまーす」

　籠を山盛りにした一行は、上機嫌で山を下りた。もう山を登っても夏の盛りのように汗にまみれるほどではない。もちろんうっすらと汗はかくし、汗っかきは服が肌に張り付くほどだが、吹く風は爽やかで涼しげだ。汗で濡れた肌には心地よい。

　村に戻り、子供たちは自分の収穫物を持ってそれぞれの家に駆け足で帰る。家族に自慢して、褒めてもらう為だ。得意気にきらきら輝く笑顔で駆けて行く子供たちを、ベルグリフはにこにこしながら見送る。

「さて、畑に出るか……」

　家に帰ったベルグリフは、作業着に着替えて裏手の畑に出た。甘かん藷しよの蔓が勢いよく畑を覆っている。対照的に夏野菜は少し勢いを落としているが、まだ実を付けている。

　雑草を取り、甘藷の蔓を返す。この前まいた蕪や菜っ葉の種が芽を出しているのを見てホッとする。

「ここもすっかり良い土になった」

　ベルグリフは年々、少しずつだが畑を広げていた。この一角は三年ほど前に新しく拓ひらいた畑だ。最初は土も硬く、出た芽も直ぐ虫に食われていたが、根気よく丁寧に手入れして来た甲斐もあって、今では良い作物を惜しみなく実らせてくれる。

　トルネラは自給自足が基本だ。主食となる麦の類は、面積が広いのもあって村人共同の作業になるが、普段使いの野菜などは自分たちで作らねばならない。

　一年中野菜を切らさないように適時種をまき、枯れたものは取り除き、耕す。余剰分の野菜は加工品にしたり、行商人が来た時は売ったりもする。いずれにせよ、農作業が出来なくては話にならない。ベルグリフも鍛錬や見回り、山や森に入る時の他は専もつぱら畑仕事をしていた。

　一通り畑を見回って、草を取ったり支柱に枝を結び付けたりと手を入れたベルグリフは家に戻り、山で摘んで来た岩コケモモをつまんで一息ついた。これを食べる度にアンジェリンの事を思い出す。

「あの子はこれが好きだからなあ……都には加工品しかないだろうが」

　岩コケモモは生食すると甘酸っぱくて美味しいが、あまり日持ちしない。オルフェンの都周辺では岩コケモモは採れないので、ジャムにしたものや砂糖漬け、乾燥させたものが売られている。この村でも冬の為にそういうものは作るが、アンジェリンは採りたての岩コケモモが好きだった。それを食べるアンジェリンの幸せそうな表情は、ベルグリフまで幸せな気分にしたものだ。

「いつ帰って来るんだろう……」

　彼女が旅立ってから五年、そんな事を思う日は殆どなかった。いや、思ってはいても押し込めていたのである。しかしここ最近になってアンジェリンが帰省の意思を表し始めると、ベルグリフもどうしたって意識せざるを得ない。要するに寂しいのだ。

「親馬鹿だな……我ながら……」

　顎鬚を捻りながら苦笑していると、表の方で突然「たのもう！」と威勢のいい声がした。ベルグリフは驚いて思わず立ち上がった。

　聞いた事のない声だ。声からして女らしい。

　誰だろうと首を傾げながら表に出てみると、橙色を基調にした質の良い布を使った服を着た少女が一人、仁王立ちしていた。

　年の頃は十七、八といった所だろうか。プラチナブロンドの髪の毛を頭の後ろでシニヨンにまとめている。顔立ちは美しく、目つきはきりりとして高貴さを感じさせた。それでいて、腰には剣を携えている。背はベルグリフよりも頭一つほど小さいようだ。長身のベルグリフと比べてそうだから、女性としては長身であるといえる。

　まったく見知らぬ人物の来訪にベルグリフはうろたえたが、努めて冷静な態度で会釈した。

「こんにちは、どちらさまでしょうか」

　少女はピッと伸ばした背筋を慇いん懃ぎんに曲げた。その物腰には品が感ぜられた。

「一報もない突然の訪問の不ぶ躾しつけ、どうかお許し願いたい。こちらは〝赤鬼〟ベルグリフ殿のご自宅で相違ないでしょうか？」

「あ、赤鬼……？　や、ベルグリフは私ですが……」

　異名だか何だか、よく分からない事を言われて困惑するベルグリフだが、どうやら自分に用があるらしい事は分かった。少女は「おお」と感嘆したような声を上げた。

「なるほど、確かに〝赤鬼〟の異名にふさわしい見事な赤毛……」

「……いや、何か勘違いされてはいませんか？」

「え？　ベルグリフという名の方はこの村に何名かいらっしゃるのですか？」

「いや、私の知る限りこの村のベルグリフは私だけですが…………赤鬼？」

　まったく身に覚えがない。いったい誰がそんな異名で自分を呼んでいるのだ？　ベルグリフは首を傾げた。少女の方も不思議そうな顔をしている。

「あのう……ベルグリフ殿はＳランク冒険者の〝黒髪の戦乙女〟アンジェリン殿の御尊父であると聞き及んでいるのですが……」

　ベルグリフはぽかんと口を開けた。

「は……まあ、確かにアンジェリンは私の娘、です、が……」

　言いながら何だか自信がなくなって来たベルグリフである。

　自分の娘がＳランク冒険者。確かに誇らしい話ではあるが、同時に陳腐な作り話のようでもあり、現実感がない。言っていて恥ずかしくなるような気がした。

　だが、その返答に少女は満足したようで、「やはり！」と一人で納得して頷いている。イマイチ嚙み合っていない感じがするけれど、そういえば目の前の少女が誰なのか分からない。ベルグリフは口を開いた。

「あの……それで、あなたはどちら様ですか？」

　少女はハッとしたように口元に手をやった。

「わ、わたしとした事が自己紹介をしない失礼を!?　も、申し遅れました。わたしはボルドー伯が次女、サーシャ・ボルドーと申します」

　それを聞いてベルグリフは仰天した。慌てて頭を下げる。

「領主殿の御息女でしたか……これは知らぬ事とはいえとんだ無礼をしまして……」

「い、いやいやいや！　頭を上げてください！　アンジェリン殿はボルドー家の大恩人！　その父親である貴殿も同様です！」

「は、はあ……その、取りあえず立ったままも何ですから……」

　ベルグリフは困惑したままサーシャを家の中に通した。香草茶ハーブテイーを淹れ、岩コケモモや葡萄、アケビなどを皿に盛って出す。

「こんなものしかなくて恐縮ですが」

「やや、どうぞお構いなく！」

　サーシャは慇懃に頭を下げる。爵位も持っている領主の娘でありながら、この腰の低さは何だろう、とベルグリフは逆に訝いぶかしんだ。アンジェリンがボルドー家の大恩人というのも分からない。あの子は何をやったんだろう？

　うまそうに岩コケモモをつまむサーシャを見ながら、ベルグリフは口を開いた。

「それで、サーシャ殿はどういったご用件で……？」

　岩コケモモに夢中になっていたらしいサーシャはハッと顔を上げた。そうして頰を赤らめながら取り繕うように咳を一つ。それから再び頭を下げる。

「ベルグリフ殿、貴殿の娘、アンジェリン殿には我が妹、セレン・ボルドーを盗賊より助け出していただいただけではなく、病床に就いていた父ボルドー伯の元まで送り届けていただき、感謝の念に堪えません」

「病床に……ボルドー伯はご無事なのですか？」

　サーシャは少し寂し気に微笑んだ。

「セレンに会えた事で心残りなく主神ヴィエナの元に旅立ちました」

「そうですか……ヴィエナの加護があらん事を……」

「恐れ入ります」

　二人は小さく十字を切った。サーシャは会釈して続ける。

「私は折り悪く魔獣の討伐に赴いており、アンジェリン殿と邂かい逅こうする事はかないませんでしたが、あの方はこちらからの謝礼をすべて固辞され、どうしてもというならば父であるベルグリフ殿に渡して欲しい、と言われたのです」

「なんとまあ……」

　手紙に書いてあった盗賊から少女を助けて父親の元に連れて行ってやったというのは、この事だったのだ。そういう大事な事はきちんと書いておいて欲しい、とベルグリフは思ったが、娘のこの功績が嫌な筈はない。ついつい口端が緩んだ。あの子も立派になったものだ。

　サーシャは懐から小さな袋を取り出し、テーブルの上に置いた。じゃらじゃらと硬貨の入っている音がした。

「金貨で百枚あります」

「ひゃく……ッ？」

「この程度の礼しかできないのが心苦しくはあるのですが、当家も今はごたごたしておりまして……」

　サーシャは恥ずかし気に目を伏せる。金貨一枚あれば、トルネラの村人ならば一年近くは暮らせる。ベルグリフは慌てて袋を押し返した。

「と、とんでもない。こんなものをいただいては罰が当たります！」

「な、何をおっしゃる！　セレンの命は金貨千枚でも安いくらいです！　受け取っていただかなくてはボルドー家の名誉にかかわります！」

　しばらく押し問答を繰り返したが、とうとうサーシャの勢いに押し負けてベルグリフは受け取った。しかし金貨百枚など何に使っていいものか想像もつかない。都ならばまだしも、ここは行商人とのやり取り以外は基本的に自給自足と物々交換でほぼ全てをまかなっているド田舎、トルネラなのである。金貨を見た事のない村人だって多い。

　押し負けて受け取ったベルグリフだが、これはアンジェリンに対する謝礼なのだから、きちんと取っておいて、彼女が帰って来た時に渡してやろう、と決めた。それまでこれには手を付けるつもりはない。その必要もないだろう。

　謝礼を手渡したサーシャはそれで帰るかと思われたが、逆に、ここからが本題とばかりに身を乗り出した。

「ベルグリフ殿は、アンジェリン殿に剣技や冒険者の基礎を御教授されたとか！」

「ええ、まあ……あの子が小さな時ですが」

「恥ずかしながら、わたしも冒険者の端くれです。まだＡＡランクで、お恥ずかしい限りなのですが……」

　凡百の冒険者は精々ＣランクやＢランクで一生を終えるのに、どこが恥ずかしいというのだろう、と思ったが、ベルグリフは笑ってごまかした。きっと向上心の強い娘なのだ。

　サーシャはもじもじしていたが、やがて意を決したようにベルグリフを見据えた。鋭い視線に、思わずベルグリフの背筋も伸びる。

「ベルグリフ殿！」

「はい」

「厚かましいお願いだとは重々承知していますが……どうか、このサーシャ・ボルドーにも〝赤鬼〟ベルグリフ殿の剣技を一手御教授願いたい！」

　サーシャは深々と頭を下げた。

　ベルグリフはちょっと逡巡したが、要するに模擬戦をやってくれという事だ。それくらいならば構わない。良い運動になる。

　赤鬼というのがよく分からないが、まあいいだろう。ベルグリフは苦笑した。

「教授できるほどの腕とは思いませんが……そんな事でよければ」

　サーシャはパッと顔を上げた。表情が喜びで輝いている。

「ありがたい……ッ！」

「表に出ましょうか」

　ベルグリフはサーシャを促して表に出た。良い天気である。陽は西に傾き、影が長くなっている。

　サーシャは腰の剣を鞘ごと構える。その佇まいに、ベルグリフは思わずほうと嘆声を漏らした。無駄のない、美しい型だ。かなりの実力と見ていいだろう。

　面白い。

　ベルグリフも剣を鞘ごと構えた。仁王立ちのような構えだが、軽く義足側に体重をかけ、手に持った剣はぴんと張りつめた緊張感を湛たたえつつも、サーシャの動きをうかがうように小刻みに揺れた。

　二人は向き合い、しばらく間合いを測るように睨み合った。サーシャは少しずつにじり寄るが、ベルグリフは動かない。微かに左右に揺れるだけだ。夏の陽射しのせいか、はたまた緊張感からか、額にはじりじりと汗がにじむ。

　やがて額の汗が玉になり、頰を伝って顎から垂れた時、サーシャが動いた。
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「ふッ────！」

　素晴らしい足さばきで瞬く間にベルグリフに肉薄する。

　だが、彼女の一挙手一投足を注視していたベルグリフもそれに反応し、即座に剣を振るう。二つの剣が打ち合わされた。鞘を付けたままだから金属音がするわけではない。しかし苛烈で鋭い音だ。

　初撃がいなされたと分かるや、サーシャは即座に第二撃に転ずる。だがそれもベルグリフは必要最小限の動きで軽く受け止めてしまう。そして第三撃、第四撃。

　何合打ち合っただろう。

　実力のある剣士の剣撃はさながら舞踏だ。互いが互いの動きに呼応するかのように二人は駆け、飛び、跳ね、縦横無尽に動き回りながら剣を振るった。

　サーシャの剣は速かったが、ベルグリフの剣は速く、重い。彼からの一撃を受け止める度に、サーシャはその重さに顔をゆがめた。さらにベルグリフの足さばきは、義足である故か時折定石を外しており、それが余計にサーシャを戸惑わせた。

　やがて疲労から膝を突いたサーシャの首元に、ベルグリフは剣を突きつけた。サーシャは苦し気に呼吸しながら、片手を上げて降参の意を示した。

「ま、負けました……」

「……ふう……粗末な剣技で失礼しました」

　ベルグリフは微笑んで剣を引いた。彼も息は上がっているが、サーシャと違って満身創痍といった風ではない。だが、サーシャの実力は、油断すれば負けていた、というほどのものである。年かさの意地のようなもので余裕のある佇まいを崩さずにいるが、内心は良く勝てたものだ、と結構ドキドキしていた。

　家の中に入って、水を一杯汲んで戻って来る。まだ膝を突いて呼吸を整えているサーシャに、ベルグリフはコップを手渡した。

　サーシャは水を一息で飲んでしまうと、大きく深呼吸してベルグリフを見上げた。

「ありがとうございます……いやあ、お見事です……流石はアンジェリン殿の父親にして師匠……」

「いや、サーシャ殿も見事な腕です。こちらも感服しました。油断していたら危なかった」

「ふふ、ご謙遜を。あわよくば一撃、などと思っていましたが、自分の浅はかさが恥ずかしくなります……わたしは不勉強にて聞き及んでいないのですが、ベルグリフ殿は、現役時代はさぞ名の通った冒険者だったのでしょうね」

　サーシャは期待に満ちた目でベルグリフを見る。Ｓランクだったのだろう、と目が語っている。ベルグリフは困ったように苦笑し、頭を搔いた。

「いや……私はＥランクでしたよ。この通り、駆け出しの頃に片足をやられましてね。それで冒険者稼業は引退したんです。以来、ずっとトルネラに籠っています」

　そう言って右の義足を見せる。サーシャは目を剝き、息を吞んだ。

　失望しただろう、とベルグリフは思った。しかし、変に過大評価されるよりもそちらの方がいい。元Ｅランク如きに負けたというのは彼女には気に食わないかも知れないが、もう一年もすれば彼女の方が強くなるだろう。むしろこれを機に発奮してもらえれば、それでいい。彼女はまだまだ伸びるだろう。

　だが、そんなベルグリフの想像とは裏腹に、サーシャはキラキラと目を輝かせてベルグリフの手を取った。頰が上気している。

「感動しました！」

「……はっ？」

「義足であるにもかかわらずそれだけの実力……どれほどの鍛錬をなされたのですか!?　しかもその実力を持ちながら、あえて世に出る事もせず、ただひたすらにこのトルネラ村を守り続けていらっしゃったのですね……！」

「サ、サーシャ殿……？」

「そしてついには自らＳランク冒険者を育て上げられた……！　自らの名声などを求めず、ただひたすらに後進の育成と小さな村の発展に邁まい進しんなさるとは……このサーシャ・ボルドー、目から鱗が落ちた思いです！」

「……いや、あの」

「良い土産話ができました……わたしももっと視野を広く持ち、自らの名声ばかり追っていてはいけませんね。ベルグリフ殿、僭せん越えつながら、わたしも貴殿を師と崇あがめさせていただきたく思います！」

「ちょ、ちょっと……サーシャ殿？　話を……」

「このような未熟者がお時間を取らせて、申し訳ございませんでした師匠！　いずれまた、剣技に磨きをかけて再会に参ります！」

　サーシャはベルグリフの手を握ったままぶんぶんと振り回すと、「では、これにて！」と足早に去って行った。嵐のようだった。

　しばらくの間ベルグリフはぽかんとしたまま、何が起きたのか分からずに突っ立っていた。

　夕日が空を染め、影がさらに長くなる。

　バーンズがやって来て声をかけた。

「ベルさん、親父が一緒に晩飯を……どうしたの？」

「……俺は白昼夢でも見ていたのかなあ？」

　呆けているベルグリフを見て、バーンズは首を傾げて頭を搔いた。











六　ひび割れがそのまま残った









　ひび割れがそのまま残った大理石のカウンターの前で、アンジェリンは眉をひそめて立っていた。

「……依頼がない？」

　受付嬢は困ったように曖昧な顔で微笑んだ。

「はい。今のところＳランクのアンジェリンさんたちにお願いできる仕事がなくて……ひとまずＡＡランク程度の冒険者でもなんとかなる依頼ばかりでして」

　もちろん、そういう依頼をＳランクが受けてはいけないという決まりはないが、なるべく多くの冒険者に均等に仕事が行き渡るようにするのも冒険者ギルドの仕事である。それに、アンジェリンたちの今までの仕事量から考えても、今更わざわざランクの低い仕事を斡旋する必要性は薄い。アンジェリンだってわざわざそんな仕事を受けるほど金に困っているわけではない。むしろ有り余っていて使い道に困っているくらいだ。

「トルネラ方面に行く隊商の護衛とかもないの？」

「そういうのはＳランクの方に出す依頼ではないので……」

「……じゃあひと月休暇取っていい？」

「い、いや、それは流石に……今は何が起こるか分かりませんし……」

「チッ……」

　何が何でも帰ろうとしているアンジェリンに、受付嬢は苦笑した。

　ともかく、今日は時間が空いてしまったらしい。しかし長期で休みを取れるほどではない。それならそれでアネッサとミリアムと遊びに行ってもいい。

　踵を返しかけたアンジェリンは、カウンターのひび割れを見て、目を細めた。

「……これ、いい加減に直したら？　弁償するけど……」

　受付嬢は「ふふ」と少しいたずら気に笑った。

「これはですねえ、〝黒髪の戦乙女〟アンジェリンさんの伝説のひとつとして残しておこうとギルドマスターが決めまして。一種の記念だそうですよ」

「……そう」

　ささやかな嫌がらせかコノヤロウ、と思ったが、別にこの程度の事は何でもない。アンジェリンはロビーで待っているアネッサとミリアムの所に戻った。

「お、どうだった？」

「いい依頼あったー？」

「ううん……Ｓランクに任せる仕事はないって。だから今日はお休み」

　二人はおやという顔をした。

「突然空いちゃったね……」

「そうだなあ……どうする？」

「わたしは取りあえず一度帰って着替える……」

　すぐに依頼で出かけると思っていたので、冒険者装束である。軽鎧を着込んだまま町を歩くのは好かない。アネッサも頷いた。

「そうだな。じゃあ、いつもの酒場で待ち合わそうか」

「うん……後でね」

　アンジェリンは二人と別れて部屋に戻る。

　彼女は下町の一角にある小さな下宿の一部屋を借りていた。彼女の収入から鑑みればもっと立派な家に住む事もできるのだが、アンジェリンにそういう欲はないらしく、自分の手が行き届くくらいの部屋の方が落ち着くようだ。

　服を着替え、ベッドに腰かける。窓の外はすっかり秋だ。街路樹は赤く色づき、射し込んで来る陽光も柔らかい。

　ごろんと寝床に転がり、この前ベルグリフから届いた長い手紙を読み返す。読む度に嬉しくて、顔がにやけて仕方がない。

　読み返した手紙を丁寧に畳んで抽斗ひきだしにしまい、ごろんと仰向けに天井を眺めて、岩コケモモが食べたいな、とアンジェリンは思った。トルネラ村にいた時は、秋が来る度にこれを心待ちにしたものだ。ベルグリフが山に連れて行ってくれるようになってからは、真っ先に岩コケモモを探した。今でも山にある群生地の場所は思い出せる。

　都に来てから、砂糖漬けや乾燥の岩コケモモは食べたけれど、やはりあの採れたての岩コケモモの鮮烈な甘酸っぱさはない。食べると頰がすぼまるようで、一つ食べると後を引いて次々に手が出たものだ。

　甘えてねだると、お父さんは苦笑しながら岩コケモモをあーんって食べさせてくれたっけ……などと思い出に浸る。

「……帰りたいなあ」

　何もする事がないと、郷愁の念ばかりが強くなる。目を閉じると、トルネラの初秋の風景が思い浮かんだ。色づき始めた春まき小麦の畑。少し毛の伸びた羊の群れ。それを追う若い牧童と犬たち。千切れた雲が浮かぶ高い青空の下で、次第に赤や黄色に染まって行く森。夜に青白く浮かび上がる灯ともし火び草そう。山葡萄やアケビを採るために登った木から見えた大小の丘陵……。

　アンジェリンはしばらくベッドの上で仰向けになっていたが、アネッサたちを待たせている事を思い出して起き上った。

「一体わたしはいつになったらお父さんに会えるんだ……」

　アンジェリンは嘆息しながら部屋を出た。

　往来は人でいっぱいだった。

　オルフェンの都は人口が多い。交易の要所という事もあるし、広い町のあちこちにギルドの支部がある事もあって、冒険者の数もひとしおだ。行き交う人の量はこの周辺の町とは比べ物にならない。初めて都に出て来たアンジェリンはこの人の多さに圧倒されたものだ。

　人ごみを歩くのは骨だが、酒場までは遠くはない。小一時間で辿り着いた。

　まだ昼間だというのに酒場も人がいっぱいいて、がやがやと騒がしい。だがアネッサとミリアムが席を取っていたから、難なく座る事ができた。

「アンジェ、めっちゃ不満そうな顔してるー」

　ミリアムがけらけら笑った。アンジェリンはムスッとしたまま水を飲んだ。

「こんな細々した休みは要らない……」

「いやいや……せっかくの休日なんだから」

　アネッサが困ったように頰を搔いた。アンジェリンはやれやれといった面持ちで首を振った。

「休日とは、わたしがトルネラに帰ってお父さんに甘やかされている状態の事を言う……」

「なんだそりゃ……」

「甘やかして欲しいのー？　じゃあわたしが甘やかしてあげようか。抱っこしてあげよう。ほらほら、おいでー」

　ミリアムはにやにやしながらアンジェリンに両手を差し出す。アンジェリンは口を尖らした。

「ミリィ如きがお父さんの代わりになるもんか……巨乳だからって母性があるとか思ったら大間違い」

「あーん、アンジェが辛辣だよぅ」

　ミリアムはぶうぶうと文句を言いながら椅子の背にもたれかかった。いつもゆったりとしたローブを着ているから目立たないけれど、その内側には中々立派なお胸様が隠されているらしい。

　三人はそれぞれに好きなメニューを頼み、取り留めのない話に興じながら時間を潰した。しかしそこは冒険者である。話題は自然魔獣の事になった。

「最近は魔獣の動きが活発になってる気がするな」

「そうだねー。昔は魔獣ってそんなにどんどん町を襲撃したりってなかった気がするー」

　ここの所アンジェリンたちのパーティに持ち込まれる依頼は、殆どが町の近くに現れた魔獣の討伐だ。中には既に襲撃が始まり、救援に駆け付けるパターンもある。

　ひと昔前は、そういう事は今ほど多くはなかったようだ。高位ランクの魔獣は大概が人里離れた場所に生息しており、その魔獣の持つ素材を欲したり、その土地を開拓したりするために高位ランクの冒険者に討伐依頼が来る、という具合だった。魔獣そのものに懸賞金がかけられているケースもあり、過去の高位ランク冒険者はそういった魔獣を狩る事を生業としていた節もあったようである。災害級の魔獣ともなれば一回の討伐で半年は暮らせるほどの依頼料が出た。

　それが今では高位ランクの魔獣も人里近くに出没する。だからアンジェリンたちも仕事の量が増えるのだ。高位ランクの魔獣が辺境やダンジョンの奥地に潜んでいるだけであれば、Ｓランク冒険者もわざわざずっとギルドに留まっていなくても、自分のペースで魔獣の討伐に行ける筈なのだが。

　アンジェリンは相変わらず不機嫌そうに、好物の鴨肉のソテーを口いっぱいに頰張った。

「ほいひゅもこいちゅもひょほくでおとにゃしきゅ、もぐもぐ」

「食ってから喋れよ……」

「もぐもぐ……ごくん。どいつもこいつも遠くで大人しくしてればいいものを……わざわざ人の住んでる所に出て来るなんて、鬱うつ陶とうしい……！」

「……まあ、だから仕事があるとも言えるけどな」

「だからって度が過ぎるだろ……！」

「魔王の復活って本当なのかなあ？」

　ミリアムは唇に付いたヨーグルトソースを舐め取りながら言った。

「魔王ねえ……」アネッサは頰杖を突いた。「眉唾な話だけど、魔獣が活性化してるのは確かだからなあ……」

「魔王……って、確かいっぱいいた……？」

「ああ、ソロモンの七十二の魔王な。伝承が本当なら、だけど」

　伝承によれば、昔、ソロモンという大魔導がいた。彼はありとあらゆる魔法や錬金術に精通しており、様々な術式や、便利な魔道具を作り出した。

　しかし、その強大な力ゆえに次第に権力欲にとらわれたソロモンは、ホムンクルスと呼ばれる不死の人工生命体を産み出した。そして、それらを使役して大陸の頂点に立ったが、晩年は狂気にとらわれ時空の彼方に消え去った。そして、残されたホムンクルスたちは主を失って暴走した。これが魔王であると伝えられている。

　魔王たちはあちこちで破壊の限りを尽くした。人や家畜を殺し、村を焼き、町を潰した。滅びた国さえあったくらいだという。

　結果、ソロモンが残した貴重な術式の資料や、実際に造られた建造物等は殆どが失われた。結局ソロモンは、自ら作り出したものを自ら破壊してしまったとも言える。

　魔王たちは、女神ヴィエナの加護を得た勇者によって封印され、現在も大陸各地に眠っているという。その魔王の発する魔力によって、魔獣が発生するようになった、というのが魔王に関する伝承である。

「まあ、あくまで伝承だから本当だかどうだか……」

「でも、魔力の強い場所があるのは事実……」

「だねー。魔王の魂を鎮める祠ほこらとかもあちこちにあるもんね」

　魔王は全部で七十二いたと言われている。大陸の各地に、魔王を祀まつる祠などが点在しているが、あくまで鎮魂の為で信仰の対象にはなっていない。

　そんな話題から、その魔王や、魔王を生み出したソロモンを崇める邪教が、この所活発に活動しているらしい、という事に話が転がった。

「悪い事は一気に起こるものだな……」

「あの人たちって魔王の復活を目指してるんだっけえ？」

「らしいな。まったく、迷惑極まりない」

　うんざりしたように言うアネッサに、アンジェリンもふんふんと頷いた。

「魔王なんて復活したら仕事が増えてしまう……休暇が取れない……」

「……いや、そういう問題じゃないと思うんだが」

「ふふっ、アンジェなら魔王もやっつけちゃいそうだよねー」

「勝てない道理がない……わたしは〝赤鬼〟ベルグリフの娘、〝黒髪の戦乙女〟アンジェリンだぞ」

　アンジェリンとミリアムはきゃいきゃいとはしゃいでいる。仮に魔王が復活したとすれば本当にそうなりそうで、何となく背筋が冷えるアネッサであった。

　その時、酒場にギルドの職員が息を切らして駆け込んで来た。

「あっ、やっぱりここにいた！」

　アンジェリンは眉をひそめて職員を見た。

「なに？」

「それが、オルクス近郊の平原で地竜が出まして……お休みの所申し訳ないのですが、出ていただけないでしょうか？」

　三人は顔を見合わせて苦笑した。魔王だなんだと軽口を叩いている暇もない。











七　トルネラ村は冬に向けて大忙し









　トルネラ村は冬に向けて大忙しだ。

　村のあちこちに植えられた栗や胡桃くるみ、柿、林檎、梨などは収穫の時期を迎え、採れたてをかじるのはほどほどに、殆どが干したり煮たりして保存食にされ、林檎酒も造られる。春まき小麦も刈り入れの時期だ。ベルグリフの先導のもと、山から採って来た岩コケモモや山葡萄も干して貯蔵される。

　老いた山羊や羊を何頭か潰し、干し肉や塩漬け肉を作る。川で魚を釣って、干し魚や燻製を作る。芋を掘り上げ貯蔵する。豆を収穫して干す。秋まき小麦の種まきに向けて畑を耕す。燃料の薪を用意して各戸に分配する。冬の間に羊たちに食わせる牧草を干して蓄える。

　そんな仕事が一段落する頃、村の教会前の広場では秋祭りが行われる。収穫の喜びと感謝、寒い冬をつつがなく暮らせるようにという願いを主神ヴィエナに届けるのだ。それと同時に、冬の間は祖先の霊たちが家に帰って来ると信じられている。その霊たちを迎える意味合いもある。

　モーリス神父が大きな声で叫んでいる。

「あっ！　もう少し下げてください、入り口に当たる！　駄目です駄目です、そんな傾けちゃ今度は横に当たりますって！　あーっ！　気を付けてください！」

　教会の礼拝堂から、ヴィエナの神像を広場に運び出すのである。石造りの像は大きく重く、男たちが数人がかりでなければ動かせないが、教会の入り口は狭いので、当たらないようにするので毎年大わらわだ。像が傷つく事はそうそうないが、入り口は木組みがへこんだり折れたりする時がある。

　今年は改修を終えたばかりだから、モーリス神父は例年に増して神経質に指示を出した。

　像が傾いたり、上がったり下がったりする度に、モーリス神父がヒステリックに叫び、見物している村人たちから笑いが起こる。ベルグリフも、その光景を笑いながら見ていた。数年前、まだ三十代だった頃は彼も像を運ぶ役目を担っていたが、この所はさらに若い世代がその役目を負っている。

　ベルグリフももう村では重役組だ。彼自身が進んで行う事はともかく、こういった力仕事はもう回してもらえない。血気盛んな若者たちが力を発揮する場が必要であるし、あまり上の世代が前に出過ぎると若者たちが村の仕事を受け継ぐ事ができず、結果、村のシステムが上手く回らなくなる、というのが理屈らしい。

　それでもベルグリフなどはこういう場はともかく、それ以外では若者に交じって仕事をしている事も多いのだが。

　何度か入り口に像をぶつけながらも、何とか神像は外に出た。乳白色の像が深秋の陽を照り返して光る。モーリス神父が毎日丹精込めて磨いているからだろう。

「今年もこの時期が来たなあ、ケリー」

「おう、早いもんだ！　今年も貯蔵品はたっぷりできたからな。冬を恐れる心配もなくて楽しむだけってのは気が楽でいいや、ははは！」

　ケリーはでっぷりと出た腹を揺らしながら笑った。

　北部に暮らす者にとって冬は厳しい季節だ。日の半分以上は分厚い雲が空を覆い、風は冷たく、雪が降れば外に出るのも大変だ。

　だが、十分に支度さえ整っていれば、冬は楽しい季節でもある。

　普段は労働に追われてあまり話のできない家族とゆっくり過ごす事ができるし、晴れた日の夜空は夏よりも星が美しく輝く。雪が降れば子供たちは寒さにもかかわらず薄着で大はしゃぎだ。だから、秋のこの時期は皆冬に向けて一生懸命働く。いや、この時期だけでなく、一年をかけて冬越えの支度をしているといってもいいかも知れない。

　そこに熊のような大男がやって来た。顔の彫りは深く、髪にはかなり白いものが交じっている。大男は広場の様子を見て豪快に笑った。

「今年も準備は順調だな！」

「よう村長、何か手伝いはあるかい？」

　ベルグリフの言葉に、村長のホフマンはさらに笑った。

「がははは、おいおいベル！　お前らの歳になりゃ若いモンを見守ってやってりゃいいんだよ！　下手に手ェ出したら奴らが育たんだろうが！」

「そりゃそうだが……暇なんだよ」

「いい歳こいて忙せわしなくていかんなあ！　暇なら暇を楽しんどけ！」

　ホフマンは笑いながらベルグリフの背中を叩いた。ベルグリフは顎鬚を捻って苦笑する。確かに、何かしていなくては落ち着かないというのは子供っぽいかもな、と思った。

　ホフマンは二年前に亡くなった前村長の息子で、ベルグリフよりも八つ歳上だ。

　もう五十になるというのに衰えを見せず、恵まれた体格と裏表のない磊らい落らくな性格で、村人たちにも慕われている。村に戻って来たばかりのベルグリフを嘲笑せずに、ちゃんと接してくれたのはケリーとホフマンくらいだ。だからベルグリフもホフマンには感謝している。

「おいケリー。隊商が来たんだが、何処に通す？」

「なんだ、いつも日が傾いてからなのに今年は早いな。まだ広場はごたごたしてるからなあ。ちょいと場所を空けさせるから待っててもらってくれや」

　トルネラの秋祭りの日は、あちこちから隊商や行商人、旅芸人のジプシーたちが集まって来る。お祭り騒ぎが好きというのもあるし、トルネラの貯蔵品は質が高いと評判だから、彼らは様々な商品を持ち寄り、貯蔵品と物々交換をしてもらいに来るのである。村人たちは行商人の旅の話や、ジプシーの物語や歌、踊りを楽しみにしている。

　ホフマンは村の入り口に行き、ケリーは広場で若者たちに指示を出して場所を空けさせている。行商人たちの露店のスペースを作るのだ。

　何とか無事に運び出された主神ヴィエナの像は頑丈な台の上に置かれ、その周囲には子供たちが花を飾り、収穫した木の実や羊の肉などを供える。次第に祭りの支度は整って行くように思われた。

　やる事がないベルグリフは散歩がてら村を見回る事にした。村が祭りだろうと、魔獣や野獣の類が来ないとは限らない。

　だが、アイスハウンドを退治してからというもの、この辺りは平和そのものだ。だから見回るといってもそれほど神経質にはならないし、ベルグリフも中々そんな張りつめた気分になれない。

　それでもきちんと注意して村を回り、広場に戻って来ると、隊商が既に来ていて、荷降ろしをし、露店のテントを組み立て、気の早いものは商品を手に持って村人に宣伝している。ジプシーや吟遊詩人たちが手慰みに音楽を奏でており、物珍しい異国の品々を子供たちがキラキラした目で眺めていた。

　まだ準備も終わっていないのに、既に村は祭りの雰囲気に満ちている。いくつになってもこういうのはいいものだ、とベルグリフは微笑んだ。

　手近な行商人たちに声をかけて、岩コケモモや山葡萄を差し出しながら雑談する。方々を巡っている行商人たちは、冒険者の活躍や世情に敏感だ。アンジェリンの事も何か知っているかも知れない。

　年かさの行商人が、水パイプの煙を吐き出しながら言った。

「ああ、〝黒髪の戦乙女〟ね！　オルフェン周辺の守り神みたいな存在だよ。おかげであそこらを行く時は安心感があるね、ありがたいこった」

「けど娘っ子三人のパーティってのも珍しい。それでいてオルフェン周辺だけじゃなくて、公国の冒険者じゃ一、二を争う腕だってんだから大したもんだ」

「公国だけじゃなくて、帝都でも知ってる奴がいるって話だぜ」

　トルネラやオルフェン、ボルドーなどは、エストガル大公国の一部だ。領地が広大なため、領地は幾つかに分けられ、ボルドー伯のような地方領主がそれぞれ封ぜられて治めている。直轄地であるエストガルはオルフェンよりも南に位置していた。そのエストガル公国も、大陸の北西部を版図におさめるローデシア帝国の一部である。

　娘の評判が良好なのにベルグリフは満足した。

　冒険者なんてものは根無し草や気性の荒い者も多い。また、命のやり取りを日常としている為、自分の利益を常に優先する傾向がある。そんな事を積み重ねて、それこそならず者に近い評判を受けてしまう冒険者も少なくないのだ。Ｓランクともなればそんな心配はないだろうが、やはり娘の評判というのは気になるものだ。

　自分の娘だ、などという事は一々言わなかった。サーシャの騒動がまだどこか引っかかっていた。変に騒がれても困ってしまう。

　広場を眺めながらワインを舐めていると、青髪の女行商人がそそくさと近づいて来た。

「あのう、こんにちは」

「ん？　ああ、こんにちは。何ですか？」

「立ち聞きさせてもらってたんですけど、もしかして〝赤鬼〟のベルグリフさんっていうのは、あなたですか？」

　ベルグリフは口をぽかんと開けた。また赤鬼だ。

「は、まあ、ベルグリフは私ですが……」

　女商人はパッと顔をほころばせた。

「やっぱり！　アンジェリンさんの話をしてるし、立派な赤髪だからそう思ったんですよ！　あたし、実は娘さんには盗賊に襲われかけた所を撃退してもらいまして！」

　ベルグリフはおやおやと思った。意外な所からアンジェリンの名前が出たものだ。

　詳しく話を聞こうとしたその時、村の入り口の方が騒がしくなった。がしゃがしゃと鎧の触れ合うような音が聞こえる。その音は真っ直ぐに広場に向かって来るようだ。

　見ていると、揃いの軽鎧に身を包んだ男たちが、二頭立ての馬車を守るようにして近づいて来る最中だった。広場に集まっている人々も、困惑したように顔を見合わせている。

「おい、ありゃボルドー伯の家紋じゃねえか」

「領主さまが何の用だろう」

　ベルグリフは何だか嫌な予感をひしひしと覚えながら、止まる馬車を見ていた。

　中からは二十を過ぎたばかりらしい女性が降りて来た。旅の為だろう、薄緑色を基調にした装飾の少ない軽いドレスに身を包んでいる。プラチナブロンドの髪を後ろで編み込みにまとめており、顔立ちは整っていて美しい。どこか勝気な印象もあるが、目つきは親し気で穏やかだ。何だかどこかで見た事のある気もする。

「ボルドー家の人だとすると……」

　ベルグリフの嫌な予感がむくむくと大きくなっている中、女性はきょろきょろと辺りを見回し、少しバツが悪そうにはにかんだ。そして凜と通る声で言った。

「すみません、驚かせてしまって。人を探しているのです」

　人々は顔を見合わせた。いったい誰を？

　村長のホフマンが慌てたように前に歩み出て頭を下げた。

「村長のホフマンでごぜえます……その、ボルドー家のお方とお見受けしますが……」

「ああ、申し遅れました。わたしはヘルベチカ・ボルドーと申します。先日父が亡くなったので、現在はボルドー伯を拝命しております」

　ホフマンは慌てて跪ひざまずいた。

「新領主様とは知らず……」

　ヘルベチカは慌てて駆け寄りホフマンを立たせる。

「いえいえ、そんな改まらないでください。権威をまき散らすのは苦手なのです」

　ヘルベチカはあくまでやんわりと、親しみやすい笑みを浮かべながら言った。しかしその立ち振る舞いには気品があり、親しみやすいからといって気安く接する事を許さぬ雰囲気があった。なるほど、確かにこういうのは領主の器というのだろう、とベルグリフは思った。

　ホフマンは神妙な顔をしてヘルベチカを見、そして緊張したように口を開いた。

「御領主様自らがいらっしゃって恐縮ですが……この村には罪人を匿かくまう者はおりませんぞ」

　女性はぽかんと口を開けていたが、やにわにくすくすと笑った。

「ああ、大丈夫です。犯罪者を追って来たのではありません。〝赤鬼〟ベルグリフ様に一目お会いいたしたく参上しました」

「はっ？　ベルに？」

　村人たちの視線がベルグリフに集中する。また赤鬼。ベルグリフは居心地悪そうに身を縮込ませた。青髪の女商人は「ほえー」と感心したような顔をしている。

　その視線の集まりで察したのか、ヘルベチカは颯爽とした足取りでベルグリフの元までやって来て、キラキラした表情で彼の手を取った。

「ベルグリフ様ですね？」

「……は、はい」

「御息女に末妹を助けていただき、感謝しております」

「はあ、それは、どうも……」

　ベルグリフは観念して、困ったように笑った。緊張感のせいか知らないが、何だか幻肢痛がうずく気がする。ヘルベチカはにこにこしている。

　ボルドー家の三姉妹の話は、この辺りでは有名である。

　三女のセレンはまだ十五歳ながらも既に内政の才を見せ始め、次女のサーシャは武勇に優れ、将来はＳランクの冒険者も確実と目されている。

　そして長女のヘルベチカ。

　文武両道にしてカリスマ性もあり、婿養子を取らずとも女伯として将来領地を任されるであろう事確実と言われていた傑物である。そして実際女伯として今は領地を治める身分にあるらしい。

　そのヘルベチカ本人が今、目の前で自分の手を取ってにこにこと笑っているのである。苦笑いする他どうしろというのか。

　だが、ベルグリフは、ヘルベチカの親し気な笑みの向こうに、何か獲物を狙うような鋭い目つきを感じていた。彼女はただ礼を言う為にここに来たのではあるまい。

　彼女はベルグリフを上から下までじっくりと眺め、そしてにっこり笑った。

「とてもよく鍛えていらっしゃるのですね。なんでも実に見事な剣技を操られるとか」

「いや、まあ……その……恐れ入ります……」

　自分よりも背の小さな女性に、何だか圧倒される気分だった。器の大きな人物というのは、相対するだけで相手を吞み込めるものなのか、とベルグリフは妙に感心してしまった。

　ヘルベチカはスッと目を細める。

「今日はお願いがあって参りました」

「は」

「単刀直入に申し上げます。ベルグリフ様、是非ボルドー家に仕官してくださいませ」

　そう来たか。

　ベルグリフは脱力した。おそらくサーシャが自分を破ったベルグリフの事を誇張交じりで姉に喧けん伝でんしたのであろう。それだとしても当主自ら来るとは思わなかったが。

　ともあれ、そんなつもりはない。自分には重すぎる荷だ。ベルグリフは苦笑したまま静かに首を振った。

「申し訳ありませんが、私はトルネラを離れるつもりはないのです。もう四十二になりますし、体も衰える一方。今更お役に立つ事もないかと」

「何をおっしゃるのです。サーシャはあれでもボルドー近郊では比類なき剣の使い手です。そのサーシャを難なく打ち破ったベルグリフ様の力、是非とも我が手中に収めたいのです」

　難なく、ではないが、問題はそこではない。

「いえ、冒険者上がり故か、宮仕えは苦手な性分でして。ご足労いただき誠に恐縮ですが、お断りさせていただきたい」

「そこを曲げて」

「いえ……」

「待遇は応相談ですから」

「そう言われましても……」

「お願いします、わたしのものになってください」

「申し訳ないですが……」

　押し問答を繰り広げた挙句、ヘルベチカは「むむう」と可愛らしく口をへの字に曲げた。

「なるほど、実力相応の頑固さをお持ちのようですね」

「これも生まれつきなもので。申し訳ございません」

　ヘルベチカはにっこりと笑った。

　どうやら諦めてくれたようだ、とベルグリフがホッと息をつきかけると、

「では、ひとまず力ずくで連れ帰らせていただきます」

「……はっ？」

「皆さん！　お願いします！」

　ヘルベチカが号令をかけると、今まで彼女の後ろに控えていた軽鎧の集団がベルグリフを取り囲んだ。ヘルベチカの親衛隊らしい。捕まえるだけのつもりらしいから、武器を抜くそぶりはない。見物していた人々が驚いて距離を取る。

　ベルグリフはぽかんと呆けたが、親衛隊がじりじりと近づくほどに、妙な可笑しさを感じて、とうとう声高々に笑い出した。取り囲む親衛隊はもちろん、周囲で見守る人々もヘルベチカも呆気に取られた様子で、笑うベルグリフを見ている。

　子供なんだ。

　新領主だ、傑物だなどと持て囃はやされても、中身は二十歳そこそこの小娘なんだ、とベルグリフは笑った。それならそれで、こちらは大人でいればいい。子供の遊びに付き合ってやるだけの事だ。

　わっと飛びかかって来た親衛隊を、ベルグリフはさっとかわした。親衛隊は仲間同士でぶつかってわあわあと声を上げる。ベルグリフはつと体勢を整え、構えた。

「この歳で鬼ごっことは」

　ベルグリフは次々とかかって来る親衛隊をかわし、いなし、投げ飛ばし、義足とは思えぬ滑らかな動きであしらい続けた。殺すつもりで来ない相手ならば、あしらうのも容易たやすい。

　そうして小一時間経つ頃には親衛隊の面々は疲労困憊し、動けなくなっていた。ヘルベチカはぽかんと口を半分開けたまま突っ立っている。目の前で起こった事が信じられないといった表情だ。ベルグリフも少し荒くなった息を整え、ヘルベチカの方を見た。

「ともかく、仕官の件はお断りさせていただきますので」

　ヘルベチカはがっくりと俯いた。

「完全にわたしの負けですね……」

　どうやら今度こそ諦めてくれたらしい。ベルグリフはホッと脱力した。だが、次の瞬間、腕に何か柔らかいものを感じた。驚いて見ると、ヘルベチカが腕に抱き付いていた。

「こうなっては……わたしがベルグリフ様のものになる他ありませんね！」

「……はっ？」

「不ふ束つつか者ものですが、どうぞよろしくお願いいたします……」

　ヘルベチカは恥ずかしそうに頰を赤らめる。腕を抱く手にぎゅうと力がこもった。ボリュームのある胸がドレス越しに腕に押し当てられてたいへん柔らかい。想像の斜め上を行く展開にベルグリフは思考停止し、目を白黒させた。

　観衆は大騒ぎしている。

「え？　え？　ベルさん、ボルドー家に婿入りするの？」

「すげえ！　逆玉だ！」

「ちげえよ、ご当主様がベルに嫁入りすんだ！」

「おい、秋祭りが婚礼の祭りになるぞ！」

「こいつは驚いた！」

「おい、酒持って来い！」

「モーリス神父は何処だ！」

　その時、蹄の音がして騎馬が何組か乱入して来た。観衆が驚いて逃げ惑う。

　ベルグリフの前に止まった馬の上から眼鏡をかけた少女が一人、颯爽と飛び降りた。ボルドー家の三女、セレン・ボルドーその人である。

「お姉さま！　いったい何をやらかしにここまで来たんですか！」
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　セレンは怒りの形相でヘルベチカに詰め寄った。ヘルベチカは目をぱちくりさせながら、ちょっと困ったように笑った。

「あのねセレン、ベルグリフ様を勧誘に」

「どうせ無理矢理に連れて来ようとしたのでしょう!?」

　図星である。ヘルベチカはバツが悪そうに笑い、誤魔化すようにベルグリフにぎゅうと抱き付いた。その様子を見たセレンは唇を尖らせ、ヘルベチカの首根っこを摑んでベルグリフから引き離した。

「馬車に閉じ込めておきなさい！」

「はっ！」

　セレンの護衛らしい男たちがヘルベチカを馬車に押し込んだ。どちらが姉だか分かったものではない。セレンはベルグリフに向き直り、ぺこりと頭を下げた。

「ご迷惑をおかけしました……ベルグリフ様ですね？」

「は」

　我に返ったベルグリフは、目の前でセレンが頭を下げているのを見て、慌てて会釈し返した。セレンは申し訳なさそうに眉をひそめた。

「セレン・ボルドーと申します。御息女のアンジェリン様には命を救っていただいて、その上父の死に目にも会わせていただき、感謝の念に堪えません。それなのに……ベルグリフ様、姉の無礼をどうかお許しください」

「いやいや、私は何も気にしておりませんから……」

「恐れ入ります……普段は尊敬できる姉なのですが、人材マニアな所がありまして……優れた在野の人材の噂を聞くと真っ先に飛び出して行くものですから……」

　おもちゃを欲しがる子供みたいなものだなあ、とベルグリフは苦笑した。

　セレンは続ける。

「それが結果的に領地を発展させてもいるのですが、嫌がる方を無理矢理連れて来た事も二度三度あったもので……お姉さま！　反省しているのですか!?」

「反省してますよう！　セレン、出してください、もうしませんから！」

「駄目です！　今度ばかりはこのまま家に帰るまでは許しませんからね！　恩人のお父上に対して……まったくもう！」

　ぷんすか怒るセレンに、ベルグリフは「まあまあ」と声をかけた。

「本当に私は気にしていませんので……いや、もうしないでいただけると有難いのは確かですが」

「申し訳ありません、気を遣わせてしまって……さあ、皆さん！　ご迷惑だから帰りますよ！」

　セレンははきはきと指示を出して帰ろうとする。ベルグリフはちょっと逡巡して、ホフマンと何事か相談した。それから馬に乗ったセレンに声をかけた。

「今から帰っては中途で野宿になってしまうでしょう」

　セレンは振り向いた。

「ええ、でも仕方ありません。押しかけたのはこちらですから」

「今夜は村の秋祭りなんです。よければ参加して行かれませんか？」

　セレンは驚いたように眼鏡に手をやった。

「え……でも……」

「領主様に参加していただければ、箔が付くというものです。なあ、村長」

　話を振られたホフマンが上ずった声で答える。

「そうですそうです！　むさ苦しい所ですが、是非！」

　外野から、一番むさ苦しいのは村長だろうと野次が飛ぶ。人々がどっと笑った。ホフマンは眉を吊り上げて怒鳴った。

「やかましいわい！　……ハッ！　失礼しました……」

　ホフマンは小さくなってベルグリフの後ろに隠れる。セレンはくすくすと笑い、馬からひらりと降りた。

「では、お言葉に甘えてよろしいでしょうか？」

「条件が一つ。ヘルベチカ殿も馬車から出してあげてください」

　セレンは目を丸くしたが、すぐにやれやれと首を振り、馬車の方に向かって手振りで何か示した。扉が開き、ヘルベチカが出て来て嬉しそうに足早に駆け寄って来る。

「ベルグリフ様！　助かりました、感謝いたします！」

「はは、そんな大げさな……」

「なんと慈悲深い……やはりボルドー家に……」

「お姉さま!!」

「じょ、冗談ですよ、セレン……」

「まったく……次やったらまた馬車に閉じ込めますからね！」

　セレンは頰を膨らましながら馬を引いて行く。ヘルベチカはこっそりとベルグリフに耳打ちした。

「普段はとても優しい子なんですけれど」

　ベルグリフは笑った。

　満天の星の下、可憐なるボルドー家の息女たちが交じり、秋祭りが盛り上がらなかった筈はない。

　冬はもうすぐそこに近づいている。











八　オルフェンの都の西、大小の









　オルフェンの都の西、大小の岩が転がる荒れ地で、幾つもの複雑な幾何学模様が空中に漂ったと思ったら、そこから強烈な雷撃が迸ほとばしり、辺りを駆け回っていた蜘蛛の魔獣を黒焦げにした。

「まだまだ行くよぉー」

　ミリアムが軽い口調と共に杖を振る度に、空中には幾何学模様が現れ、次から次へと雷撃が走る。

　その少し後ろで、アンジェリンとアネッサはその様子を眺めていた。

「……こういう殲滅戦は魔法が便利」

「ホントだな……けどミリィの奴、ストレスでも溜まってるのか？」

　ミリアムの魔法の勢いは尋常ではない。怒っているかのようだ。アンジェリンはにやりと笑う。

「多分……お気に入りのお菓子が売り切れだった」

「……あり得ないと言い切れないのが悲しい、っと」

　アネッサは機敏な動作で三本まとめて矢をつがえ、放つ。

　矢は雷撃が仕留め損ねた蜘蛛の魔獣の眉間を正確に撃ち抜き、炸裂した。矢に爆発の術式が刻んであるらしい。

　爆風に煽られて、ミリアムの大きな三角帽が飛んで来た。

「おっと」

　アンジェリンは駆けて行って帽子を捕まえる。

　ほどなくして、荒野を所狭しとうごめいていた蜘蛛の魔獣は全滅した。少女たちは涼しい顔をしている。一応ＡＡランクの災害級魔獣なのだが。

　アンジェリンは伸びをした。

「アーネ、この調子で早くＳランクになってわたしに楽させて……」

「なんだそりゃ……」

　ミリアムが焦った様子で足早に駆けて来た。

「あーん、帽子が飛んだぁ」

　帽子を被っていない頭の上には、猫の耳がぴんぴんと揺れている。いつもは帽子で隠しているから分からないが、ミリアムは獣人である。ゆったりしたローブの中には尻尾も隠れている。

　とてとてと駆け寄って来たミリアムに、アンジェリンは帽子を手渡した。

「ほい」

「ありがとー、アンジェ」

　ミリアムはアンジェリンから帽子を受け取り、目深にかぶった。そうしてぶるるっと体を震わせる。

「うー、さむーい。もうすっかり冬だねえ」

「そうだな。早く戻ってホットワインでも飲もう」

　三人は連れ立ってオルフェンに戻る。帰路の途中、朝から分厚く垂れ込めていた雲が一層暗さを増し、とうとう雪を降らせ始めた。風はすっかり冷たくなり、まるで刺すようだ。むき出しの耳や鼻は冷風に晒されて赤くなる。吐く息は白く漂い、冬の真珠色の空に溶けて行く。

　大陸でも北部に位置するオルフェンの冬は寒い。しかし、さらに北部のトルネラ育ちのアンジェリンは、この程度の寒さは何という事もなかった。幼い頃は雪の中を薄着で駆け回ってベルグリフを困らせたものだ。

　手にはーっと息を吹きかけながら、アネッサが呟いた。

「冬か……手がかじかむのは困るなあ」

「弓使いは指先大事だもんねえ。手袋でも買うー？」

「んー、素手で慣れちゃってるからな。指出し手袋ならいいかもな」

「いや……むしろアーネが活動できない事を理由に冬の間は仕事を休むべき。そしてわたしはトルネラに帰る。完璧」

「またそんな事言って……大体、この時期は雪がひどくて北部には行けないだろう」

「ぐむう……」

「でもわたしも休みたーい。温泉とか行きたいなあ」

　秋に入ってからというもの、細々とした休みこそあったけれど、三日以上も続けて休んだ記憶は確かにない。どれだけ討伐しても、魔獣たちの動きは落ち着きを見せるどころか活発化しているように思われた。最近はＡランク程度の魔獣でもアンジェリンたちに声がかかる。あまりの魔獣の多さに辟易した冒険者たちが少しずつオルフェンの町から出て行っており、冒険者の数が足りていないのだ。

「……ギルドの冒険者不足が深刻」

　アンジェリンは呟いた。アネッサが同意して頷く。

「うん、それはわたしもそう思う。せめてＢランクでいいからもう少し増えてくれるといいんだけど」

「オルフェンから離れる冒険者も多いらしい……高位ランクの連中も離れ始めてる。まずい」

「そりゃ、これだけ魔獣ばっかり発生してちゃ休む暇もないからな。その噂が近隣でも広がってるらしいぞ」

「ねー。災害級は依頼料も多いから普段なら皆喜ぶけど、これだけ続いちゃ疲れちゃうよねえ」

「だな。それに冒険者って元々束縛されるのが嫌いな連中ばっかりだから」

「……何か考えねば」

　ともかく三人はギルドに戻って、討伐依頼の完了を報告する。受付嬢はにこにこしながら、しかしどこかくたびれた様子で完了印を押す。アンジェリンは眉をひそめた。

「疲れてるね……」

「え？　いや、ははは……冒険者の皆さんほどじゃありませんよ」

「ふぅん……」

　ミリアムはうーんと伸びをした。

「よーし、酒場行こー。甘いホットワイン飲みたーい」

「……先に行ってて」

「どうした？　何かあったか？」

「野暮用……後で合流するから」

「……？　まあいいか」

　アネッサとミリアムは首を傾げながらも、じゃあ先に行ってるね、と出て行った。アンジェリンは受付に向き直る。

「ねえ、ギルドマスターいる……？」

　ムスッとしたアンジェリンの言葉に、受付嬢はギョッとしてしどろもどろになった。

「え、え、あの、なんでですか？　何か不都合でも？」

「不都合がないと思っているのか……ッ！　でも今回はいつにも増して真面目な話だから居留守はなし。呼んで」

　受付嬢は迷っていたが、やがて観念したように後ろの扉に入って行った。しばらくしてから、白いものが交じったぼさぼさの茶髪をだらしなく伸ばした中年男が現れた。オルフェンの都のギルドマスター、ライオネルだ。

　ライオネルはくたびれた様子で欠伸あくびしながら、面倒くさそうにぼりぼりと頭を搔いた。髪の毛は寝癖だか何だか、あちこちにはね散らかっており、目はしょぼしょぼと細められている。さっきまで寝ていたような雰囲気だ。アンジェリンは不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「今日は逃げずに出て来たな、ギルドマスター……」

「なんか用？　長期休暇はもうちょい待ってよ、アンジェさん」

「今日はその事じゃない……冒険者が不足し過ぎ。大体、高位ランクの冒険者がギルド勤務みたいになってるのがおかしい。冒険者は、本当は束縛される存在じゃない。依頼を受けるかどうかは自由意思の筈だろ……だから冒険者もオルフェンから逃げるんだ」

　ライオネルは困ったように頰を搔いた。

「いや、だって今は災害級の魔獣が異常発生してるんだからさ、自由意思に任せっぱなしじゃ一般人の死人が増えるし、潰れる村とか町だって増えちゃうから……」

「だったら早く魔獣の大量発生の原因を調べて……いつまでもわたしたちばっかり拘束されるのは不公平……」

「いや、それに関しては申し訳ないと思ってるし、めっちゃ感謝してるよ。けどＡランク昇格の時に、高位ランクの冒険者は災害級魔獣対策に、ある程度の拘束があり得るって、説明したじゃない」

「殆ど形骸化してるって笑ってたのは誰だ……！」

「いや、そりゃ、ちょっと前はここまで災害級ばっかり出る事はなかったからその辺は緩かったけど、この現状じゃ仕方がないじゃん……どっちにしても約束は守ってよ。力がある人にはある程度の義務があるもんだって」

「現状を打破しようとしないなら、文句くらい言う権利はわたしにだってある……！」

　アンジェリンは指先でカウンターをこつこつ叩いた。ライオネルも少し苛立ったように言う。

「だから、その分依頼料も増額してるし、固定給も出してるじゃないのさ。今までこんな事なかったんだよ？　俺が現役の頃なんかさあ──」

　ライオネルの言葉を遮って、アンジェリンはイライラした様子で言った。

「お金の問題じゃない……！　わたしは魔獣を殺し続けるために冒険者になったわけじゃないんだぞ！　いつまでもわたしたちに甘えてられると思うなよ……！　冒険者もどんどんオルフェンから離れてるじゃないか！　早く原因を解明しないとジリ貧だぞ、分かってるのか！」

「んー……そりゃ俺も思ってるんだけど、そういう調査だって冒険者の仕事になるじゃない？　だけど魔獣の発生の方が早くて中々暇がないんだよね。人命無視して調査に人割くわけにいかないし、近隣の町のギルドも同じだから、冒険者の数が多いウチに次々仕事が回って来るし、困ったもんだよ。おかげでおじさんもくたくた」

　アンジェリンは眉を吊り上げた。

「しらばっくれるなよギルドマスター……！　自分が面倒臭いから怠慢してるだけだろ……！　人が足りないなら傭兵とか仕事にあぶれた腕自慢をスカウトできるし、その気になれば引退した冒険者を引っ張って来て臨時の冒険者にでもできるし、オルフェン周辺じゃ冒険者がいないならエストガルの冒険者に応援を頼めよ！　それに領主に軍隊を動かしてもらえばいいだろ！　これはもう冒険者だけの問題じゃないんだぞ！」

　ライオネルはバツが悪そうに口を曲げた。

「だってなあ……これ以上仕事が増えるとおじさん過労死しちゃうよ、もう三十九だし」

「わたしたちに散々働かせておいて何を言うか……ッ！　前線で命をかけないんだから、もう少し骨折りしろ！　だから冒険者も逃げて行くんだよ！」

　アンジェリンは拳骨でカウンターをぶっ叩いた。受付嬢が「ひええ」と一歩引く。ひび割れがさらに深くなった。

　ライオネルは諦めたように言う。

「分かった分かった。色々手続きやらあるからすぐには無理だけど、何とかするよ」

「約束だぞギルドマスター……早くしないといずれ本当に死人の方が増えるぞ……」

「まあまあ、いざとなったら俺も本気出すから。ほら、おじさんこう見えて元Ｓランクだし」

　なだめるように言うライオネルを見て、アンジェリンはふっと嘲笑を浮かべた。

「……わたしに一撃で負けた癖に偉そうな事を」

「ちょっ！　それは言わない約束でしょアンジェさん！　噓！　今の噓だから！　ギルドマスターはギルドで最強です！」

　ライオネルは無暗に狼狽した様子で、誰に言い訳するのやら大声で喚いた。受付嬢がジトッとした目でライオネルを見ている。

　ひと昔前、凄い勢いでランクを上げて行くアンジェリンを面白く思ったライオネルは、こっそりと模擬戦を申し込んだ。調子に乗った小娘に少しお灸を据えてやろうという思いもあったのだが、結果は脳天への一撃で昏倒したライオネルの完敗であった。

　ギルドマスターとしての威厳がなくなる、とライオネルはこの事を秘密にしておいて欲しいとアンジェリンに頼んだ。しかし元々ライオネルにそういった威厳はない。誰も口に出しては言わないが、ギルドの職員から冒険者まで皆そう思っている。その親しみやすさが彼の長所であり、短所でもあった。今のような状況では、彼の軽さは苛立ちにしかならないようだ。

　ともかく言げん質ちを取ったアンジェリンは肩を怒らせながらギルドを出て、いつもの酒場に向かった。

　雪は次第に強くなり、雲が分厚いのもあってとても暗い。まだ日暮れ前だというのに、街灯に火が灯され始めていた。

　暖房魔法ヒーターなどない筈なのに、酒場の中は狭いのに人が多く、熱気でむせ返るようだった。暖炉で赤々と火が燃えているし、酔っ払いが熱っぽく大騒ぎしているせいだろう。隙間から吹き込む風も涼しいと感じるようだ。

　きょろきょろとアネッサとミリアムの姿を探し、カウンター席に腰かけていた二人を見つけて隣に座る。くたびれた様子で頰杖を突き、硬貨をカウンターに置きながらマスターに声をかけた。

「……ホットワイン。スパイスたっぷり入れて。あと鴨肉のソテー」

　酒場のマスターは他の客に対応しながらも、ちらとアンジェリンに目をやって頷く。もうこのマスターとも顔馴染みだ。恐ろしいほど寡黙で愛想もないからあまり話した事はないし、未だに名前すら知らないのだが。

　もう頰が染まっているミリアムがうまそうにワインを舐めながら言う。

「野暮用って何だったのー？」

「……魔獣の大量発生の原因解明に力を入れろと釘を刺したの」

　アネッサがチーズを勧めながら言った。

「そう上手く行くかな？　高位ランク冒険者は皆依頼で引っ張り出されてるか、現状に不満を持って他のギルドに逃げてるのに、誰が調べるのさ」

「引退した人たちを引っ張って来ればいい……しろがねのおっちゃんとか、マッスル将軍とか」

「チェボルグさんをマッスル将軍て呼ぶのやめろよ……でもあの人たちもう結構な歳だからなあ……大丈夫かな？」

「……ホントにそう思うの？　アーネ」

「……いや、正直あの人たちが老衰でどうこうなっているのは想像できない」

「でしょ？　何で引退したのか、謎……」

　アンジェリンは前に置かれたホットワインをちびちびと舐めた。蜂蜜とスパイスがたっぷり入っていて、甘くて熱くて香ばしくて、体の底に火が灯るような心持だ。酒が飲めるようになってからは、冬の間はこればかり飲んでいる。鴨肉のソテーもいつも通り脂が乗っていてうまい。

　次第に外は風も強くなっているらしい、びょうびょうと鞭を鳴らすような音がして、閉め切られた窓ががたがたいう。人が出入りするたびに開く入り口から風と一緒に雪が吹き込んで来る。今夜は特に冷えそうだ。

　トルネラに暮らしていた頃は、こういう寒い冬の晩はいつも以上にベルグリフにくっ付いて眠った事を思い出す。ベルグリフの腕の中は大きくて温かくて、それだけで安心して眠れた。

　冒険者になるためにオルフェンの都まで出ると決めてからは極力一人で眠るようにしていたが、あんまり寒かったり心細かったりするとベルグリフの寝床にもそもそと潜り込んだものだ。

　アンジェリンの手足が冷たいからベルグリフはびっくりしたが、結局苦笑しながら一緒に寝てやっていた。

　アンジェリンは、ほうと嘆声を漏らす。

「お父さんは温かかった……」

「なんだって？」

「お父さんは抱き付くととっても温かかった。こんな寒い日は特に」

「アンジェはホントに甘えん坊だねー。あははー」

　けらけら笑うミリアムに、アンジェリンは口を尖らした。

「娘がお父さんに甘える事は何も恥ずかしい事ではない……そういう二人はどうだったの」

「んー、わたしらは孤児院だろ？　冬も一応寝床は別々だったけど、布団の数が増えるわけじゃないからさ、何人かで同じ寝床に詰まって、それで布団を重ね掛けして寝たな」

「そうそう。アーネはねー、寒がりだからよくわたしに抱き付いてたんだよぉー」

「なっ、馬鹿言うな！　抱き付いて来たのはお前だろ！　冷たい手足を押し付けてさ！」

「にゅふふー、そりゃお互いさまだー」

　気付くとミリアムは既にホットワインを何杯も干して良い具合に回っている。既に桃色に染まっていた頰はさらに赤くなり、目はとろんとして、やたらとアンジェリンやアネッサに甘えた。

「ふにゃーん、いいきぶんー」

「ああもう、飲み過ぎだ馬鹿。大して強くもない癖に」

「寒いからうまい……仕方がない」

「手遅れになる前に連れて帰ろう……アンジェ、お前はどうする？」

「わたしはもっと飲む。鬱憤を晴らすのだ……」

「あーん、わらひももっとのむぅー」

「お前は駄目！　じゃあ、また明日な。飲み過ぎに気を付けろよ」

　ふにゃふにゃと暴れるミリアムを引っ張ってアネッサは店を出て行った。二人は小さな家を共同で借りているらしかった。こんな寒い晩は二人して同じ寝床で寝るのかしらん？　とアンジェリンはその光景を想像しながら、鴨肉の最後の一切れを頰張った。

　一人になったアンジェリンはホットワインをもう一杯と焼いた腸詰、酢漬けの蕪を頼む。

　酒場の中を見回す。冒険者らしいのも幾人かいる。しかし皆くたびれているのか、馬鹿騒ぎも少し寂し気な感じがした。

　もしも傭兵や仕事にあぶれた腕自慢をスカウトし、かつての高位ランク冒険者たちが復帰して来れば、冒険者の数はまかなえる。領主が軍を動かしてくれれば、その分冒険者たちが原因の解明に当たれる。その分原因の解明は早まるし、いざ解明した後の対策も取りやすいだろう。アンジェリンたちの負担も大分減る筈だ。高齢や負傷などで依頼を受ける事ができない元冒険者でも、下位ランクの冒険者たちの指導くらいはできるだろう。冒険者の質を底上げすれば、結果的にアンジェリンは休暇を取りやすくなる。

「けどな……そううまくいくかな……」

　思い出せば、お父さんは教えるのがとっても上手だった。あまり喋り過ぎず、けどずっとわたしの事を見ていて、必要な時にきちんとアドバイスしてくれたっけ。お父さんがギルドの教官だったらなあ……。

　と、そこまで考えて、アンジェリンの脳裏に稲妻が走った。

「なんで…………思いつかなかったんだろう……」

　自分が帰るのではなく、ベルグリフを都に呼べばいいではないか。今の自分の収入ならば十分に可能である。

　考えてみよう。

　大きな家を借りて二人で住む。そうすれば依頼を受けて帰って来る度にお父さんに撫でてもらえる。お父さんの作ってくれたご飯が食べられる。自分の見知った人たちに紹介するのだって容易い。ましてお父さんは凄く強いのだ。もし冒険者として復帰すればランクだってすぐに上がる。そうすれば同じパーティで肩を並べて戦うのだって夢ではない。本当に〝赤鬼〟として皆から尊敬されるだろう。

　だが悲しいかな今は冬。トルネラは雪に閉ざされ、都まで出るのも一苦労だ。手紙も容易に届かない。

「くそう、わたしのお馬鹿さん……」

　アンジェリンはホットワインを一口で半分飲み、ふうと息をついた。

「…………けどなあ……」

　何となく、ベルグリフとトルネラはセットのような気もするアンジェリンである。

　確かに都にベルグリフを呼んで、この酒場や美味しいお菓子屋に連れて行ってあげたい。アネッサやミリアムを始め、仲の良い冒険者たちを紹介したい。

　けれど、それ以上に自分はトルネラの山で岩コケモモを採りに行きたいし、あの小さな家で皿を洗ったり、畑を耕したり、そういう事がしたいのだ。そこにベルグリフがいて見守ってくれていれば言う事はないのだ。

　父親がもっと評価されて欲しいという気持ちと、自分一人のものでいて欲しいという気持ちとがせめぎ合った。どちらも同じくらいあったのだが、トルネラの家の暖炉を思い出すと、気持ちはそちらの方に揺れた。あの暖炉の前でベルグリフの膝の上に座りたいと思った。

「……やっぱり帰りたい」

　アンジェリンはべたーっとカウンターに顎を付けた。ひんやりしていて、ワインで火照った顔に心地よい。やっぱりお父さんはわたしのお父さんでいて欲しいな、とアンジェリンは嘆息した。

　空いた隣の席に別の客が座った。こんなに寒くて雪も降っているのに、お客は次々に出入りしている。きっと皆ぬくもりを求めているに違いない、とアンジェリンは思った。

「……ん」

　マスターが腸詰と酢漬けの蕪、ホットワインの追加を前に置いた。相変わらず愛想も何もない。アンジェリンは会釈して硬貨を何枚かカウンターに置く。

　肉汁のたっぷり詰まった腸詰をかじっていると、隣から「あら」と声がした。見ると、青髪の女行商人が座っていた。意外な人に会った、とアンジェリンも目を丸くする。

「おや……いつかの」

「どうもどうも、アンジェリンさん。その節はお世話になりまして」

　女商人はにこにこ笑った。

　彼女とはセレンを盗賊から助けた時以来である。半年近く顔を合わせていないが、二人きりの道中が何日も続いた事や、セレンと盗賊の騒動、さらにボルドーまで引き返すという印象的な出来事で、アンジェリンも彼女の事を覚えていた。女商人の方も〝黒髪の戦乙女〟の事を忘れる筈がない。

「元気そうでなにより……」

「ええ、おかげさまで」

「……オルフェンに来てたんだ」

「あはは、今さっき着いたんですよ。エルブレンの魚をボルドーに運んで来まして。この時期は冷蔵魔法クーラー要らずで経費が安いですからねえ」

「ボルドーか……ここより寒かったんじゃない……？」

「ですねえ、すっかり冬ですし。あたしはエストガル出身だから、寒いのはちょいと苦手なんですよね」

「なのに北部に来ちゃったの……」

「たはは、そこが行商人の因果な所です。あれ以来ボルドー家の方からの覚えも良くてですね、すっかり北部での商売がやりやすくなっちゃったんです。あたし、橇そりまで買っちゃいまして」

　女商人はえへへと笑いながら、湯気の立つホットワインを一口すすった。彼女もセレンの恩人の一人としてボルドー家から色々便宜を図ってもらっているらしい。

「はふー、おいしー」

　ふと、女商人は思い出したように言った。

「そういえば、秋祭りの時にトルネラに行ったんですが、お父さんにお会いしましたよ」

　途端、アンジェリンはずいと女商人に詰め寄った。女商人は「ひえ」と小さく悲鳴を上げた。

「どうだった？　お父さん、元気だった？」

「え、ええ。具合が悪い感じじゃなかったですよ、ボルドー家の親衛隊を難なくあしらってましたし……」

「え……なにそれ。どういう事……？」

　女商人は秋祭りでのヘルベチカとベルグリフの悶着を説明した。話が進むほどにアンジェリンは不機嫌そうに眉をひそめ、口をへの字に曲げ、指先でカウンターをしきりに叩いた。

「おのれ……お父さんを横取りしようとしやがって、セレンのお姉さんだからって許さんぞ……！」

「ま、まあまあ、結局その話はなくなったんですから」

「うむ……流石はお父さんだ……クール。カッコ良かったでしょ？」

「ええ、正直驚きました。動きに無駄がなくて、明らかに棒なのに、右足が義足だってしばらく気付きませんでしたもん」

「そう……きっと両足があればもっと凄い」

「〝赤鬼〟って感じの見事な赤毛でしたねえ。落ち着きがあって、大人の男性って感じで、アンジェリンさんが会いたがるのも分かりましたよ、ふふ」

　リップサービスのつもりだろう、女商人は軽い調子で言う。だがアンジェリンは目を輝かせて女商人の肩を摑んだ。

「あなたは話が分かる……」

「え、あ、はい…………はい？」

「こうなったら今夜はとことんお父さんの魅力を語り合う他ない……！」

「ちょ、ちょっとアンジェリンさん？」

「大丈夫、ここの支払いはわたしが持つ」

「そ、それはありがたいですけど、わたし明日は商談が」

「気にしない。損が出ればわたしが出す」

「いや、商人って信用も大事なんですけど……」

「マスター、ホットワイン二つ追加。あとチーズ。大至急」

　アンジェリンは財布から硬貨を無造作に摑み出してカウンターに置く。目が据わっている。ホットワインが良い具合に回っているのだろうか。

　駄目だ、これは逃げられない、と青髪の女商人はため息交じりに笑い、覚悟を決めた。Ｓランク冒険者に捕まっていた、と説明すれば明日の商談相手も納得してくれるだろうか、などと淡い期待を抱きながら。











九　これは夢だろう、と









　これは夢だろう、とベルグリフは思った。

　彼は薄暗い天井から下の方を見ていた。ダンジョンの中らしかった。石畳の床が、でこぼこした石造りの壁に挟まれて、奥の闇に向かって延びている。体を動かす事はできない。ただ、薄暗いのに視界だけがやけにはっきりしている。

　やがて、数人連れが歩いて来た。

　若者たちだ。まだ十八にも達していないだろう。

　比較的新しい装備を身に着け、それぞれに武器を持ち、自信と希望に満ちた足取りで進んで行く。若さに溢れた、迷いのない足取りだ。

　先頭を行くのは枯草色の髪の毛の少年だ。利発そうな顔立ちをしていて、しきりに後ろのメンバーに何か話しかけている。声が低くなったばかり、といったような少し喋り辛そうな声だ。

　そのひとつ後ろで赤髪の少年が苦笑しながら相槌を打っている。その後ろには銀色の髪の少女と茶髪の少年がにこにこしながら付いて来る。

　駄目だ。

　とベルグリフは言った。しかし言葉は口から出て来ない。ただ無意味にばくばくと動くばかりだ。その先に行っちゃいけない、と彼は必死になって叫んだ。しかし少年たちには届かない。彼らにはベルグリフの事が分からないのだ。

　やがて、暗がりの中から何かが飛び出して来た。〝それ〟は先頭の少年に襲い掛かる。驚いた少年は剣を抜こうとするが、初動が遅れて間に合いそうにない。

　その時、赤髪の少年が先頭の少年を突き飛ばすようにして押しのけた。

　ある筈のない右足が、焼けるように痛み出した。




　　　　　　　　　　○




　しんしんと雪が降っている。まるで音をすべて吸い込んでしまうような光景だ。

　実際ひどく静かである。暖炉で薪のはぜる音、そこにかけられた薬や缶かんがちりちりいう音の他は殆ど音らしい音もない。

　雪が降っているのに空は乳白色で嫌に明るい。そのせいで積もった雪が目に痛いくらいに白かった。

　ベルグリフは暖炉脇の椅子に腰かけて、羊の毛を紡いでいた。この時期は外でできる仕事は殆どない。一番大事なのは屋根の雪下ろしと道の雪かきで、他には時折木こりの手伝いで森に出掛けるくらいのものだ。その仕事も雪が深くなれば中々行われない。

　代わりに冬は家仕事の時期だ。豆の選別をしたり、羊毛を紡いだり、紡いだ糸で織物をしたりする。この時期に外を歩けば、あちこちの家から機織り機の音が聞こえて来る。

　トルネラでは多くの家で羊を飼っている。ケリーの家は特別多く飼っていて、糸紡ぎの工房もある。だが多くの家では自分の所の羊の毛を自分の所で紡ぎ、布を織ったり編んだりして服をこしらえる。

　ベルグリフは羊を飼っているわけではないが、それを知っているケリー始め村人たちはいつも羊毛を分けてくれる。カーダーで梳すいて篠しのにした羊毛だ。だからあとはスピンドルで紡げば糸になる。

　そんな仕事を続けてもう四ヶ月になる。そろそろ春の気配が見え始めても良い頃なのだが、ここの所は雪ばかり降ってその気配もない。

「……ふう」

　糸紡ぎを一段落させたベルグリフは立ち上がり、思わず身震いした。暖炉が赤々と燃えていても、雪が分厚く積もっているせいか底冷えがするようだ。

　ベルグリフは薪をひとつ取って暖炉にくべる。ぱちん、と火花が一つ飛んだ。

　正午が近い。

　暖炉のそばに置いておいた木の器を手に取る。かけてある布をどけると、やや膨らんだパン生地が現れた。こう寒いと酵母も思うように働いてくれない。ここまで膨らむのに時間がかかった。

　ベルグリフは生地を軽くこね、幾つかに千切って分け、丸く形を整える。それからスキレットパンを出して油を引き、形を整えた生地を並べて木の蓋をのせる。そして暖炉の端に集めた熾おき火びの上にそれを置いた。

　その横にかけられた鍋では豆と干し肉のスープがくつくつと煮えている。

「静かだな……」

　ベルグリフは呟き、顎鬚を撫でた。

　アンジェリンが出て行ってから五度目の冬である。

　彼女がまだ家にいた頃、こうやって寒い時はいつもぴったりくっついていた。彼女は手足が冷えやすく、一人で眠る練習とやらを始めてからも、夜に寒くなるとベルグリフの寝床に潜り込んで来て、その手足の冷たさにいつも驚いて起こされた。

　あんまり寒くて眠れない夜は、赤々と燃える暖炉の前に座り、膝の上にアンジェリンを乗せて、同じ絵本を繰り返し読んでやったものだ。

　ベルグリフは焼き上がったパンとスープで軽い食事を取った。

　食器を片づけてしまうと、彼は注意深く義足の先端にかんじきを着け、手袋をはめ、外がい套とうを着てマフラーを巻き、帽子を耳までかぶって、外に出る。朝雪かきしたばかりなのに、庭はもう真っ白だ。軒下には大小のつららが下がっている。

　ベルグリフはさくさくと雪を踏んで庭先の薪置場から薪を運ぶ。それから雪の下にうずもれていた戸板を上げる。その下は土が掘ってあって、芋や大根が麦むぎ藁わらにうずめられて保管してある。

「む……少し凍しみてるな……」

　上の方に置いたものは冷気に当てられて傷んでいた。そういうものを取り除き、無事なものをいくらか出して、納屋からもう少し麦藁を運んで来て上にかぶせ、元通り戸板を上に伏せた。貯蔵した食物も随分少なくなった。

「これっぽっちの仕事でも時間がかかる……」

　家に戻ったベルグリフは薬缶から白さ湯ゆを一杯コップに入れ、そこに蒸留酒を少し注いだ。アルコールが立ち上り、鼻の奥をツンと刺す。それをゆっくりと飲むと、体中が温まってくるようだ。

「さて……行くか」

　ベルグリフは剣を腰に差し、長い杖を持って外に出た。

　これだけ寒い日が続いていても、ベルグリフは毎日散歩がてら村を見回っている。

　野獣の多くは冬眠しているが、寒さに乗じて妙な魔獣が近づいて来ないとも限らない。今のところまだ遭遇してはいないが、夏にアイスハウンドが下って来るくらいだし、魔獣の数は前よりも確実に増えている。冬ともなれば邪悪な氷精の類も来ないとは限らない。警戒するに越した事はない。

　マフラー越しに吐く息は白く、すぐ消えずにしばらく空中に漂う。かんじきを履かなければ固い義足は雪にめり込むだろう。

「……今日は一段と寒いなあ。ぼちぼち雪かきせにゃ」

　いつもは我慢できずに外に飛び出して遊んでいる子供たちの姿もない。

　かろうじて見えている柵を目印に、畑の場所を踏まないように注意しながら、ベルグリフは村の周りを歩いた。

　遠い山や森は雪でけぶっている。白一色の中に、かろうじて陰影が見て取れる程度だ。

　昔は幼いアンジェリンを連れて歩き回った事を思い出す。頰を真っ赤にして、すんすんと鼻をすすって、それでも泣き言ひとつ言わずに付いて来た。しかし子供同士で遊んでいる時はどんどん服を脱ぎ捨てて薄着になり、ベルグリフを慌てさせたものだったが。

　村の外の麦畑はすっかり雪に覆われ、それが夜ごとに凍って厚さを増し、ひどくのっぺりと平らに見える。その下では芽を出したばかりの麦が静かに寒さに耐えているのだろう。狐だろうか、小さな足跡が森の方に向かって延びていた。

　肩を震わせて、いつの間にか積もっていた柔らかな雪を振るい落とした。ほう、と息を吐き、それが空中に漂って消えて行くのを眺める。

　ふと、その向こうに人影が見えた。おやと思って目を細める。

　子供のようだ。それも一人二人ではない。五、六人が手をつないで輪になり、くるくると踊るように回っている。透き通るような、まるでこの世のものではないような歌が聞こえる。

　ベルグリフは剣の柄に手をやりながら、静かに近づいた。

　踊っていたのは確かに子供である。年の頃は七、八歳程度。揃いのふかふかした白い服を着て、頭にはこれまた揃いの白いファー帽子をかぶっている。実に軽やかに踊っているのだが、良く見れば足が地面に着いておらず、踊った後には足跡も残っていない。

「……雪ん子か」

　ベルグリフは剣の柄から手を離した。

　氷精の類も色々いる。人間に対して悪意を持っている者もあれば、特に害もない、自然現象のような者もある。目の前で踊っている雪ん子たちは後者だ。彼ら、あるいは彼女らは冬が実体を持ったようなものだ。人間に好意を持っているわけではないが、敵意を持っているわけでもない。手を出さないのが利口だ。

　ベルグリフはしばらく雪ん子が踊るのを眺めていた。実に楽し気だが、その歌声は雪の静寂の中にあって、より静寂を助長するような響きを持っていた。害がないと分かっていれば、これほど幻想的な風景もない。

　その時、不意にどうと強い風が吹いて、雪が激しく巻き上げられる。ベルグリフは思わず目を閉じて腕で顔を覆った。

「ぐ……」

　短い時間風は荒れ狂い、そして収まった。収まってしまうと、まったく風がない。雪が一直線に落ちて来る。まるで音までがなくなってしまったようだ。

　ベルグリフは、踊る雪ん子たちの向こうに一際背の高い人影を見た。

　それは女性の姿をしていた。

　すらりと背は高く、純白のコートを着て、頭にはファー帽子をかぶっている。美しい顔立ちをしているが、その表情は彫像のようで、どこか無機質にも見えた。その周囲には踊っている雪ん子たちとは別の雪ん子が、十も二十もまとわりついてはしゃいでいる。

「冬の貴婦人……」

　ベルグリフは呟いた。

　雪ん子たちの母であり、冬という現象そのものに人格の宿った存在である。彼女に出会う事は稀で、彼女を殺す事は何人にもできない。それはこの世界から冬を一掃する事と同義だからだ。

　しかしベルグリフは恐れない。冬の貴婦人は自然そのものだ。雪ん子と同じく、人間に対して好意こそ持っていないが、敵意も持っていない。

　それに、ベルグリフは過去に一度、この冬の大精霊と邂逅した事があった。




　　　　　　　　　　○




　空は真珠色に染まり、そこから雪が落ちて来る。

　積もった雪の中、あちこちに突き出した煙突から細い煙が上がっていた。冬の朝は遅い。今から朝あさ餉げにする家も多い。

　少し前を七歳のアンジェリンが歩いて行く。降ったばかりの柔らかな雪に小さな足跡が点々と連なって、足を取られるのか、時折危なっかし気に体が傾いた。それでも両手を横に伸ばし、バランスをとるようにして進んで行く。

「アンジェ、そんなに急がなくていいよ」

　ベルグリフが呼ぶと、アンジェリンは振り向いた。白い息を吐きながらにへにへと笑う。寒さのせいだろう、ほっぺたや鼻先が赤くなっている。

「きょうそうだよ、お父さん！」

　そう言って逃げるようにぽてぽてと駆け出した。しかし雪に足を取られるから速くはない。ベルグリフは苦笑しながら早足で進み、アンジェリンを抱き上げた。

「ほら、捕まえた」

「やーん」

　頰ずりすると、伸び始めている髭がくすぐったいらしい、アンジェリンはきゃあきゃあと嬉しそうに悲鳴を上げた。

　昨晩から寒波が来ていた。夜の間ずっと雪は降り続け、それが凍って足の下で固くなっている。その上に粉砂糖のような雪がさらにかぶさった。朝になっても、目に見えない氷に閉じ込められたかのように、村の中はしんとして静かだった。ぎゅっ、ぎゅっ、と足の下で雪を踏む音さえも嫌に大きく聞こえるようだった。

　二人はゆっくりと村を回り、それから外の平原へと向かった。白く平らな地面がどこまでも続いているように思われた。時折、アンジェリンは思い出したように逃げ出して、その度にベルグリフに捕まって嬉しそうに悲鳴を上げた。

　細かかった雪が次第に大きく柔らかいものに変わっているらしかった。

　アンジェリンは頭を振って帽子に付いた雪を払うと、ほうと息を吐いて、その白い塊が少しずつ形を変えて行くのを面白そうに見た。

「ほら、これ犬……あ、形かわっちゃった……」

「見損ねちゃったな。次はなんだい？」

「あ、いまお父さんがはき出したの、ケリーさんの顔だった」

「んー、本当かい？」

「ほんとだよう」

　と言いかけて、アンジェリンはふと目を細めた。

「どうした？」

「なにかきこえる……」

　ベルグリフも耳を澄ます。歌だ。静かで、しんしんと透き通るような歌声が聞こえる。ベルグリフはアンジェリンを下ろすと、剣の柄に手をやって歌声の方にゆっくりと近づいた。

　雪の向こうに人影があった。目を凝らす。女性のようだ。周囲に子供がまとわりついている。ベルグリフは背筋に冷たいものを感じた。あれは人間ではない。

「……ッ！」

　剣を抜いた。女性がこちらを見た。ベルグリフは息を吞んだ。見ているだけで体がすくんでしまうような、そんな美しさがあった。視線は氷のようだった。しかしその視線は自分に興味を持っているようには思わなかった。まるで足元の虫けらでも見るかのような、強大な者が小さな者に向ける視線だ。

　アンジェリンがおびえたように背後に隠れる。ベルグリフは恐怖した。それは強大な自然そのものに対する畏怖に他ならなかったのだが、彼はこれを魔獣による威圧感だと思った。凍るように寒いのに、汗をかくような心持だ。
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　ベルグリフは、後ろに隠れたアンジェリンの頭を優しく撫でた。

「アンジェ……一人で帰れるね？」

「え……お父さん？」

　ベルグリフは全身に力を込めた。心臓が大きく打ち鳴らされ、全身の血が勢いよく体中を巡るのを感じる。

「この子だけは……！」

　剣を振り上げ、ベルグリフは女性にかかって行った。




　　　　　　　　　　○




　貴婦人はおやという顔でベルグリフを見た。

『瞬きの者よ、少しの間に随分と老いましたね』

　凜、と氷がきらめくような声だ。口から発されているのか、大気そのものが静かに震えているのかも分からない。

　悠久の時に存在する彼女にとって、人間はほんの瞬きの存在でしかないのだ。

　ベルグリフは苦笑しながら顎鬚を捻った。

「あんたの時間で計ってもらっちゃ困るな、悠久の貴婦人さん。もう十年経つよ」

　貴婦人はきょとんとした。

『十年、とは？』

「季節が十回巡ったって事さ。冬しか知らんあんたには分からんだろうが」

『そうですね、瞬きの者よ。けれどこの寒い中何故また出て来たのですか』

「見回りだよ。人間は魔獣が怖いのさ。まあ、あんたがここにいるなら心配は要らなそうだがね……」

　冬の貴婦人は魔獣に対しても、好意も敵意も持っていない。そもそも興味がないといった風だ。

　しかし魔獣の方は彼女を恐れる。彼女の力はＳランクの魔獣に比肩しうるからだ。

　だから冬の貴婦人がいる場所には魔獣の危険はないと言っていい。しかし彼女は大概大雪や寒波と共にやって来るので、そちらの危険はあるのだが。

　ベルグリフは杖にもたれて力を抜く。見回り損だったか、と思う。しかし彼女と再会した事で、十年前を思い出す気もした。苦い思い出だが、今となっては笑い話だ。

　雪ん子たちはさらに大きな輪になって踊っている。冬の貴婦人は踊る雪ん子たちを眺めながら言った。

『小さな瞬きの者はどうしたのです』

「十年経ったって言っただろう？　都に出て独り立ちしたよ。冒険者として立派にやってる」

『瞬きの者たちは忙しないですね』

「さあね。あんたの気が長すぎるのかも知れないよ？」

『あなたと会ったのはついさっきのような気がするのですよ……あなたはどうしてわたしに刃を向けたのですか？』

　十年前、冬の貴婦人に出くわした時は、アンジェリンを守ろうと剣を抜いて彼女の前に立ったことを思い出した。興味のなさそうな顔の貴婦人に指先でかるく弾き飛ばされ、まったく歯が立たなかった。

　若かった、と渋い笑みが浮かぶ。

「あの子を守ろうとしたんだ。あんたが魔獣じゃないって知らなかったから」

『ああ、そうでしたか……』

　氷の女王、というＳランクの魔獣がいる。美しい女性の姿だが、人間に対して敵意を持っている危険な魔獣だ。出合う事が稀なのは冬の貴婦人と変わらない上、貴婦人もこちらから手を出せば容赦なく苛烈に反撃して来るので、大半の冒険者たちは両者の区別が付かない。当時のベルグリフも知らなかった。

　その後、当時はまだ生きていた八十を超す村の古老に冬の貴婦人の事を教えてもらった。その時は自分の短慮と浅学につくづく恥じ入ったものだ。

　ベルグリフは手袋を外して、はーっと手に息をかけて温めた。

「……あの時、あんたが俺を殺さないでいてくれて良かった。ただの気まぐれだったのかも知れんが」

　自嘲気味に言うベルグリフを見て、貴婦人はわずかに笑ったように見えた。

『子を思う親を殺す道理はないでしょう？』

「……そうか。あんたも母親だからな、貴婦人さん」

　きゃあきゃあとはしゃぎながら踊り回る雪ん子たちを見て、ベルグリフは笑った。俺はアンジェに助けられたようなものだったんだ、と。

　雪は弱まる事なく降り続けている。

　ぶるり、と身震いした。寒い。

　雪ん子たちがこれだけはしゃいで遊んでいるならば、貴婦人もすぐにここを離れる事もないだろう。ベルグリフは肩を回し、杖を握り直した。

「あんたがここにいてくれるなら、俺が見回る必要もないな。帰るとするよ」

『わたしはこの村の守り神ではありませんよ、瞬きの者』

「なに、こっちが勝手に利用させてもらうだけさ。気にしないでくれ」

『……ひとつ忠告しておきましょう』

　ふと、声が鋭くなった気がした。踵を返しかけたベルグリフは目を細め、油断のない動作で振り返って冬の貴婦人を見た。貴婦人は真っ直ぐにベルグリフを見ている。

『かつて冬さえ支配しようとした者たちが目を覚まそうとしています』

「……魔獣が増えている事と関係が？」

『さて、それはわたしたちには興味のない事』

　ベルグリフは貴婦人の氷のような瞳をジッと見た。

「貴婦人さん……あんたはどうするんだい？　俺たちに何かを求めているのか？」

　冬の貴婦人は静かに首を振った。

『わたしたちはただ委ねるだけです』

「……忠告ありがとう。肝に銘じておくよ」

　この大精霊が意味もなくそんな事を言う筈がない。しかし、寒さのせいだろうか、上手く頭が回ってくれない。ひとまず家に帰って、体を温めてからだ。

　ベルグリフは踵を返し、考え事をするようにゆっくりとした足取りで引き返した。

　雪ん子たちの歌う声が雪の中に響いている。











十　ギルドは石畳だ。壁は白亜で









　ギルドは石畳だ。壁は白亜で元は白かったのだろうが、今ではすっかり汚れてくすんだ灰色に近い。

　朝早くアンジェリンがあくびを嚙み殺しながら中に入ると、ロビーはざわざわと騒がしく、何だかいつもよりも人が多いような気がした。

　ぐるりと見てみる。一度も見た事のない顔も多いようだ。そんな連中はアンジェリンの事を不躾にじろじろと見た。アンジェリンが睨み返すと、何人かは青筋を立てて立ち上がったが、近くの仲間らしき連中に何事か囁かれて、青くなって元通り腰を下ろす。

「なんだこいつら……」

　アンジェリンは眉をひそめながらカウンターの方に向かう。カウンター前の人ごみにアネッサとミリアムの姿が見えたので、声をかけようとすると、何だかカウンターの所が騒がしい。

　はてと思ってよく見てみると、人ごみの向こうで、年季の入った軍帽を被り、インバネスを羽織った筋骨隆々の老人が、ギルドマスターのライオネルの首根っこを摑んで持ち上げていた。ライオネルはいつも以上にくたびれてやつれた様子である。無精ひげが濃くなり、寝不足なのか目の下には濃いクマもあった。

　老人がバカでかい声で言う。

「随分だらしねえ有様じゃねえの!!　ライオネル！　やる気あんのかお前はよ!!」

「いや、チェボルグさん、俺これでも結構頑張ってるんですよ……魔獣が異常発生してるのが原因てなもんで。あと声めっちゃでかい」

　ライオネルの情けない様子を見て、ひょろりとした長身をゆったりとしたローブに包み、長く白い口ひげを蓄えた老人が嘆息した。

「吾輩たちを呼び出すほどに状況が悪化しておるとは情けない……いや、これは吾輩たちにも責任の一端はありそうではあるが……」

　アンジェリンは思わず嬉しくなって駆け出し、ひらりとひとっ跳びで人ごみを飛び越えて老人たち二人の元に着地する。

「マッスル将軍……！　しろがねのおっちゃん……！」

　老人二人は現れたアンジェリンを見て、顔をほころばせる。

「おお、アンジェ！　元気にしてたかよ!!」

「もちろん……わたしを誰だと思ってる」

「がっはははは！　相変わらずだなお前はよ!!」

　マッスル将軍ことチェボルグ老はライオネルを放り投げ、げらげらと磊落に笑いながらアンジェリンをばしばし叩く。その勢いにアンジェリンは少しよろめいた。長身の老人がチェボルグの肩を摑んだ。

「おいチェボルグ、お主の馬鹿力でアンジェを叩くでない。可哀想ではないか」

「えっ!?　何!?　ドルトス、何か言ったかよ!?」

「耳元で叫ぶな馬鹿者！」

「いやあ、最近歳でよ!!　耳がすっかり遠くなっちまったんだよな!!」

「それでお主が喚く道理が何処にある！　やれやれ……アンジェ、元気そうで何よりである」

　何も変わっていない二人にアンジェリンは笑った。

　この二人の老人は引退した元Ｓランク冒険者である。歳の頃は既に六十の半ばを超え、七十に差し掛かろうとしているにもかかわらず体軀は立派であり、背筋もしゃんと伸びて矍かく鑠しやくとしている。

　この道五十年近い彼らは、おおよそ二年前に冒険者を引退した。その頃、既に冒険者として頭角を現していたアンジェリンとはいつの間にか知己になっていた。

　戦いの場では恐るべき実力を誇るこの老人たちも、アンジェリンの前では好こう々こう爺や然として優しく、まるで孫にするように接して来るので、アンジェリンも彼らの事は好きだった。

　チェボルグは〝撃滅〟の二つ名を持ち、アンジェリンがマッスル将軍とあだ名するように、見事に鍛えられた筋肉をしている。かつてはエストガル公国の軍人だったらしく、その名残が年季の入った軍帽にうかがえる。破けて短くなった袖口から見える両腕には魔術式の刺青いれずみがびっしりと刻まれており、強靱な肉体と、魔法の力を込めた拳とで数多くの魔獣を粉砕して来た実力者だ。

　ドルトスは〝しろがね〟の異名の通り、白金でできた槍を操る。細身でしなやかながら、その体軀には常人の三倍以上の力が備わっていて、大の男二人がかりで持ち上げる槍を片手で軽々と振り回す。その鎗そう術じゆつはエストガル公国でも随一であり、倒した魔獣の数はもはや数える事ができない。

　アンジェリンはチェボルグの腕にぶら下がる。

「二人とも……復帰してくれるの？」

「おうともさ！　若え連中は随分だらしないじゃねえの!!」

「止むなしであるな。これだけ魔獣が出ているとなれば黙って見ているわけにもいくまい」

　ドルトス老が言うと、チェボルグ老が豪快に笑った。

「がっはっはっは!!　何取り繕ってんだよドルトス!!　暴れたくて仕様がなかったって知ってんだぞ俺はよ!!」

「やかましいぞチェボルグ。お主に言われたくはないわ」

「むふふ……嬉しい……けど二人ともなんで引退したの？　元気そうなのに」

「そりゃお前ひ孫を愛でる為じゃないの!!　けど最近はじぃじうるさいって言われちまってよ!!　あんまし構ってもらえないんだよな!!　だから暇でよ!!」

「お主はもう少し声を小さくせんか……吾輩は単にくたびれただけである。冒険者なんてものは一生の仕事ではないと思っていたが……最早逃れられぬようであるな」

　アンジェリンは満足げに笑った。

　もしかすると、ロビーにいた見知らぬ連中も、新しくスカウトされてギルドにやって来た連中なのかも知れない。先週せっついたばかりなのに、中々仕事が早いものだ、とアンジェリンはライオネルを見直した。

「ギルドマスター、今回は仕事が早い……ありがとう！」

　チェボルグに投げ飛ばされてひっくり返っているライオネルは、仰向けのまま「はは……」と力なく笑った。

「うん……半分はアンジェさんがせっついてくれたおかげだけど、おじさんも結構頑張ったから……めっちゃ高い水晶通信使ったし、領主さんに交渉してようやく今回はオルフェンの町からの依頼って事にしてもらったし、やっと申請が通ってちょっとだけど軍隊も動かしてもらう事になったし……まあ、おかげで職員もここんとこは家に帰れてないからグロッキーだし、ギルドの予算はスッカラカン。おじさんの財布もスッカラカンだよ……明日からどうしよう」

「……もっと早くやっておけと言いたいけど、過ぎた事は止むなし。許す」

　ライオネルはむくりと起き上り、仏頂面で頭をぼりぼり搔いた。

「だってさあ、ここ百年魔獣の大量発生とかなかったんだよ？　ギルドの仕事斡旋なんか殆ど形骸化してたし、緊急時のマニュアルなんか中央ギルドにも存在しないもん。どうしていいか分かんないって……それにまさかここまでの事態になるなんて、誰も想像してないでしょ？　中央の連中は頭固いから、やらなきゃやらないで怒られるし、やったらやったで怒られるし、おじさんどうしたらいいのよ」

　ドルトスが呆れたように目を細め、髭を撫でる。

「それはお主の仕事の遅さの理由にはならないであるな、ライオネル」

　ライオネルは嘆息した。

「自分が無能だって事ぐらい分かってますよ……無能は無能なりに頑張ったつもりなんです」

「そこで他人を頼れぬのがお主の駄目な所である。アンジェに言われてから吾輩たちに声をかけるとは情けない……」

「いや、一応帝都の古い仲間に連絡したんですよ。けど、帝都からじゃこっちまで来るのに最低ひと月……いや、この時期じゃ、ふた月近くはかかるから実際まだ着かないし……」

「だから早くやっておけというのだ。地位を得て保身でも覚えたか？」

「きついよー、ドルトスさん……俺もうボロボロなんだから、もうちょっと手加減して……」

　ライオネルはかくんと頭を垂れた。

　ロビーの方で職員たちが大声で何か言っている。新しい連中に色々と指示を出しているのだろう。彼らはそれぞれ頷いたり指を鳴らしたりしながら出て行く。

　カウンターの周囲に集まっているのは総勢で大体三十人ばかり。どれもＡＡランク以上の冒険者のようだ。最近は顔を見なかった他のＳランク冒険者とそのパーティがいる。彼らもアンジェリンたちのように東奔西走していたから顔を合わせる機会がなかったようだ。他に二人ほどいた筈のＳランク冒険者の姿はない。オルフェンに愛想を尽かして出て行ってしまったのだろう。

　高位ランク同士ともなれば見知った顔も多く、アンジェリンは幾人もと会釈した。

　十人ばかりは老人の姿も見える。チェボルグやドルトスのパーティメンバーだった者たちだ。皆既に引退して五十、六十を過ぎているのに壮健としており、立ち姿だけで活力がみなぎっている事がうかがえた。かつての高位ランク冒険者は伊達ではないようである。

　アンジェリンの隣にミリアムとアネッサが来た。復帰組の冒険者たちを見て目を丸くする。

「おはようアンジェ……凄いメンツだ……」

「おはよー。なんか凄いねー」

「おはよう二人とも……これは頼もしい事になった」

　アンジェリンはワクワクした様子で二人の肩を叩く。

　ドルトスが髭を撫でながら言った。

「それで、吾輩たちはどういう仕事をすればいいのであるか？　災害級の魔獣出現対策にここで待機していろというならば御免であるぞ」

　ライオネルはぼりぼりと頭を搔きながら、口をへの字に曲げた。

「そんな贅沢な事しませんよ。頭数揃ったんで原因叩きます」

「原因……？　分かったの？」

「まだ昨日分かったばっかで確定じゃないけどね」とライオネルは肩をすくめた。「俺だって信じたくないよ、魔王なんてさ」

　ざわ、と冒険者たちがざわめいた。魔王の復活に関しては、ここのところ巷で噂にはなっていたが、誰もが眉唾だと思っていた。何せ伝承の中の存在なのである。

　アンジェリンは身を乗り出した。

「それ本当……？」

「だから確定じゃないんだって、俺の調査だけじゃ限界あったから、今別の人に確認してもらってる」

「……？　ギルドマスター、自分で調査してたの？　文献とかじゃなくて現地で？」

「まあねー……だってそりゃ、職員は皆一般人だから文献漁りくらいしか任せらんないでしょ。それで現役冒険者が手一杯ならおじさんが動く他ないじゃない。けど合間合間に中央ギルドのお偉いさんとか領主さんとかと交渉しなきゃいけなかったし、色んな申請の手続きはしなきゃダメだったし、中々進まなかったよ……」

「でも、下位ランクの冒険者とか……」

「いやいや、災害級が出るかも知れない現場に下位ランクの冒険者を出すわけにはいかんでしょ……安全な場所だけは頼んだけど、この状況じゃそんな所多くなかったから」

「でも……上位ランクに手の空いた時に頼めば……」

　ライオネルは苦笑して頭を搔いた。

「あのね、調査って一日二日じゃ終わらないからね、アンジェさん……ただでさえあちこち行かせてくたびれてイライラしてるところに、調査依頼なんか出したらおじさん殺されちゃうよ。それで実際怒って出て行っちゃった冒険者も何人かいるんだよ……」

「……じゃあ、ギルドの教官とか……」

「教官なんてＦかＥ、行ってもＤランクくらいしか相手にしないんだから、最高でもＡランクしかいないよ。ＡＡ以上が出る可能性があるんだから、無理させらんないって……それに実際は高位ランクの人たちって天才肌ばっかりだから教えるの下手だし」

「あ、じゃあエストガルとかから冒険者の応援を……」

「アンジェさん……依頼ってのはね、頼んだ人がお金を払うわけ。個人なら個人。町なら町ってね。ギルドから依頼を出せばギルドの予算を使わなきゃダメでしょ？　でも今は拘束費として高位ランクの人たちに固定給を出さなきゃいけないし、依頼料も予算削って水増ししてたし、要するに他のギルドの高位ランク冒険者を呼べるほど余裕がなかったの。最初はしばらくお願いしたけど、予算が切れたらさようならだよ。冒険者ってそんなものだから」

「で、でも、ギルド同士でしょ……？　お願いして支払いは待ってもらえば……」

　オルフェンのギルドは他の町のギルドの仕事まで肩代わりしてやっていた筈だ。アンジェリンもそういう仕事は何度もした。ライオネルはバツが悪そうに頰を搔く。

「一応そう頼んではみたんだよ……けど冒険者って高位になるほど基本はシビアな考え方するじゃない。命かけてタダ働きなんて誰もしたくないでしょ？　うちは俺が断り切れなかったからアンジェさんたちには無茶させちゃったよ、本当にごめん」

「それはちゃんとお金払ってもらってたし……けど、冒険者はそうでも、ギルド同士のつながりはあるでしょ……？　義理とか人情とか……」

「中央ギルドの方針のせいもあるけど、ギルド同士の横のつながりって案外弱くてね、守られるか分からない約束よりも金銭が物を言うんだ。何せ既得権益とお偉いさんの保身が凄いからね。冒険者が一番求めているのは結局お金だし、地方ギルドも予算削られてるから成果の確約のないタダ働きは渋るし……けどそれで高給を払っても皆出て行っちゃうんだもん、おじさん心が折れそうだったよ……」

「じゃあ……ずっと一人で？」

「……まあ、ね。おかげで災害級と何度も一人で戦わなきゃいけなかったし、ここ半年近くまともに寝れてないし、すっごい疲れた……現役時代もこんな無茶してないよ、俺……」

　ライオネルは大きくため息をつき、力なく笑った。

「でもまさか、アンジェさんに負けてからこっそり再開した鍛錬が役に立つ時が来るとは思わなかったけどね……」

　アンジェリンはたまに文句を言おうとライオネルを呼び出す時があった。しかしそういう時、大抵ライオネルは留守で、アンジェリンは居留守を決め込んでいると憤慨していたが、実は一人で魔獣発生の原因を調べ続けていたらしい。それと並行して、冒険者や中央ギルド、領主などからのクレームや小言も一身に受けて対応していたようだ。この前呼び出した時、やたらくたびれた様子だったのはそれが原因だったのである。

　平時ならば何となく機能していたギルドのやり方が、この異常事態になってまったく機能せず、かといって長い平和な時に、既得権益と保身でがちがちに固められた制度がそうそう覆る筈もなく、魔獣はひたすらに発生し続け、その間に挟まれて方々から責め立てられていたのがライオネルだったのだ。それでも本当に殆ど一人で原因に辿り着いたというのは、流石元Ｓランク冒険者の面目躍如といったところだろうか。

　あくまで力のない人間を最優先で考えている辺り、この人、怠け者だし仕事は遅いけど、凄く不器用で優しいんだな、とアンジェリンは思った。そうしてちょっと赤くなってムスッとした。

「……言ってくれればよかったのに」

「いやあ……だってなんか言い訳っぽくなっちゃって嫌なんだよね、そういうの。今言っちゃったけどさ……」

「でも、何もしてなかったわけじゃなかったんでしょ……？　この前偉そうにギルドマスターに説教したわたしが馬鹿みたいに見えて恥ずかしい……ギルドマスター、ごめんなさい……」

　しょんぼりと頭を下げるアンジェリンを見て、ライオネルはバツが悪そうに頰を搔いた。

「はは、いいのいいの、アンジェさんは何も間違ってないし、俺が無能なのは事実だし……それに、ああやって怒ってくれたのってアンジェさんだけだったんだよね。普通はギルドが気に食わなくなると皆何も言わずに出て行っちゃうから。けど、アンジェさんは本気で怒ってくれたでしょ？　あれで相当踏ん切りついたし、随分背中を押してもらったよ。ありがとう」

「むう……」

　俯くアンジェリンの頭を、チェボルグが大笑いしながらわしわしと撫でた。

「がっはっはっは!!　いいんだよアンジェ!!　つまんねえ大人よりも突っ走る子供の方が世界を動かす!!　お前がせっつかなけりゃ俺たちだってここにいないんだからよ!!　ライオネル!!　お前一人で無茶する前になんで早く俺たちを呼ばねえんだよ!!　ギルドマスター向いてないんじゃねえの!?」

　ドルトスが同調して頷き、アンジェリンの肩をぽんぽんと優しく叩く。

「そうであるぞアンジェ。それに対策を後手後手に回し、ギルドマスター自らが動かねばならぬ事態を招いたのはこやつ自身の失態である。冒険者がギルドを見限って逃げて行くなぞ、普通はあり得ぬ。普段怠けているしわ寄せが来たのだ」

　古参の老兵二人に突っつかれて、ライオネルはかくんと頭を垂れた。

「厳し過ぎですよ、二人とも……大体、国とか中央ギルドのシステム自体が形骸化した欠陥品なんだよ……何度言っても中央ギルドのお偉いさんとか領主さんは責任回避と地方の予算削減しか考えてないし……高々元Ｓランクってだけのおじさんにどうしろっていうの……腹ん中まっ黒の古狸どもとやり合うなんて、荷が勝ちすぎるっての……」

「えっ!?　何!?　ライオネル、何か言ったかよ!?」

「いいですよもう！　ほら！　歩きながら説明するから行きますよ！」

　ライオネルはヤケクソ気味に肩を怒らせて建物の外に出て行く。

　集まった老兵たちは豪快に笑い声を上げ、その後に続く。アンジェリンたちも一緒になって外に出た。




　　　　　　　　　　○




　外に出ると陽光が彼らを照らした。ここのところは分厚い雲がかかっておらず、風はひんやりしているけれども陽光は暖かい。往来には溶けかけた雪が薄く残っている。

　ライオネルに先導された一行は都を出、それぞれ馬車に分乗して東に向かった。都の城壁を守る兵隊の数は普段より多く、領主が軍を動かしているらしい事が分かった。アンジェリンはそれを見てムスッと口を曲げた。

「……領主も軍を動かすのが遅い」

「軍隊って動かすとお金がかかるらしいからな。それが結果的にギルドに依頼が来る要因になっているんだろう。魔獣からの防衛はギルドの仕事、みたいな」

　とアネッサが言った。ミリアムが頷く。

「今まではそれでも何とかなっちゃってたからねー。なまじずっと上手く行ってるとこういう時に動きが遅いのは困っちゃうね」

「うん、それにここのところ東の国境がキナ臭いらしいから、そっちに力を割いてるらしいぞ。それで魔獣に国を潰されちゃ元も子もないけど」

「まったくだ……けど、それも今日で終わり。魔王だかなんだか知らないけれど、叩き潰してやる……！」

「ふふ、腕が鳴るねえ……でもおじいちゃんたちいるから、先越されちゃうかもー」

「負けてられない……現役の意地を見せるのだ」

　ライオネルによると、オルフェン近郊の廃ダンジョンの奥に大きな魔力溜りがあるらしい。余程高位のダンジョンかと思いきや、Ｅランクのダンジョンであったそうだ。その為下位ランクのパーティに一度周辺を調査させたがそれと見抜けず、逆に調査が遅れたという事である。

　その魔力溜りから地脈を通って各地のホットスポットに溢れた魔力が、魔獣に影響を及ぼして災害級魔獣を始めとした魔獣の大量発生につながったのであろう、という事らしい。

　アンジェリンは膝に頰杖を突いて口を尖らした。

「魔力って地脈を伝うのかよ……知らなかった……」

　ミリアムがむつかしそうな顔をする。

「普通はそんな事ないんだけどねー、余程魔王って魔力が凄いんだね」

「強敵だな……どんな相手なんだろう」

「どんな相手でも関係ない……叩き潰すのみ」

　あくまで淡々としているアンジェリンを見て、アネッサは嘆息した。

「本当になんとかなりそうだから困るな……」

　馬車は小一時間走り、小さな林を抜け、丘陵の連なる所に来た。その中で一際大きな丘陵に横穴があって、そこから地下ダンジョンへとつながっているようだ。しかしそのダンジョンは随分前に核がなくなって廃止されていた。その為この辺りに冒険者が近づく事はなかったようだ。

　今回はこのダンジョンに入り、恐らく魔力溜りの原因になっているであろう存在を討伐する。それが魔王だろうという事だ。

　馬車が止まり、冒険者たちが降りる。

　アンジェリンは長く揺られて痺れた尻をさすり、顔をしかめてダンジョンの入り口を見た。別段異常が感じられる風ではない。本当にこの中に魔力溜りがあるのだろうか？

　そこでふと、入り口に向かって誰かが立っているのを見つけた。艶のない灰色の長髪で、分厚い外套とマフラーで、体の線が見えないくらいもこもこと着ぶくれている。

　ライオネルが足早にその人物に近づいた。

「どうですか、マリアさん。何か異常ありました？」

「ねえよ。けど中に異様に歪んだ魔力の塊があるのは確かだ。しかもそれが外にばれないように誰かが結界を張ってやがる。相当の腕だぜ、これは。だから魔力も魔獣も外に出て来ねえんだ」

「やっぱり……で、地脈は？」

「結界のせいで余計に地脈の方に魔力が漏れてやがる。これじゃ魔獣も元気になるに決まってる。ったく、こんな危ない所に可憐な乙女一人置き去りにしやがって、げほっ、げほっ」

　咳をしながら不機嫌そうに振り向いたその顔は妙齢の女性のものである。端整な顔立ちであるが、どこか気だるげな雰囲気を纏っている。また女性でありながら、ライオネルと並ぶとかなり長身である事が分かった。

　アンジェリンはまたも嬉しくなってその女性に駆け寄った。

「マリアばあちゃん……！」

「げっほげほ……っ、ああん？　アンジェか？　相変わらずだな、このガキは」

「ばあちゃん、元気だった？　病気大丈夫……？」

「大丈夫じゃねえよ。げほっ。それなのに引っ張り出しやがって、乙女をいたわれってんだ」

　口では悪態をつきながら、まんざらでもなさそうにマリアはアンジェリンを撫でた。そして後ろにいるアネッサとミリアムにも目をやる。

「おい小娘ども、ちゃんとやれてんのか？　あたしを呼び出すなんざ気合が足りてねえぞ。がはっ、げっほげっほ！」

　言いながら喉に何かからんだらしい、マリアは盛大に咳き込んだ。アネッサが呆れたように駆け寄って背中をさすってやる。

「マリアさん、あんまり無茶しないで……もう歳なんだから」

「げほ……うるせえよ、まだピチピチの六十八だっつーの」

「六十八はピチピチじゃなくてババア！」

　指を差してけらけら笑うミリアムをマリアは睨み付けた。

「うるせえぞ馬鹿弟子が！　師匠になんて口利きやがる！　げーっほげっほ！」

「あははー、散々弟子をいじめた報いだよ、ザマ見ろー」

「こんのガキ……げほっ！　ごほっごほっ！　がはっ！」

　マリアは怒りながらも盛大に咳き込んだ。アネッサが慌ててまた背中をさすってやった。ミリアムは愉快そうに笑っている。

　彼女は三年前に引退した元Ｓランク冒険者である。ミリアムの師匠であり、〝龍殺し〟や〝灰色〟などの異名を持つ大魔導だ。凶悪な魔獣の退治や有用な魔法の術式の開発などの数々の偉業から、公国だけでなくローデシア帝国全土にその名は知られている。

　その強大な魔力によって肉体の老化を止めている為、六十八歳だが若い容貌をしている。しかし、かつてＳランクの魔獣である呪龍を退治した時に返り血を浴びて呪いを受けてしまった。以来その体は病に蝕むしばまれ、恒久的な悪寒、発作的な痛みと咳が一向に止まらないらしい。それでも帝国随一の大魔導である事に変わりはないのだが。

　そこにドルトスとチェボルグがやって来た。ドルトスは髭を撫でながら、おやという顔をする。

「なんだマリア、お主も呼ばれたのであるか」

　マリアは小さく舌打ちして目を細めた。

「ドルトスか……まあな。ったく、老いぼれのくたばり損ないばっかり集めてどうすんだよ、げーっほげほ！」

　相変わらずむせ込むマリアを見て、チェボルグが大声を出す。

「マリアーッ!!　仮病はまだ治らねえのかよ!!　だらしねえな!!」

「仮病じゃねえっつってんだろ!!　死ね筋肉ダルマ！　ごほっ！　げほげほっ！」

「えっ!?　何!?　マリア、何か言ったかよ!?」

「死ねっつったんだよ!!　それともあたしが殺してやろうか!!」

「あのー……話を進めていいですかね？」

　久きゆう闊かつを叙じよす老人たちに隅の方に追いやられていたライオネルが、うんざりした表情で言った。老人たちは笑いながら、身振りで続けろと示す。ライオネルは嘆息した。

「えーと、マリアさんにも確かめてもらったんで、この中に魔力の塊があって、それが地脈を辿って広がってるのは確実みたいです。そいつを叩けば今回の魔獣の大量発生も落ち着くのではないかと」

「どうすればいいの……？　作戦は？　ギルドマスター」

「うん、まあ普通にダンジョンに乗り込んで最深部目指す感じよね。元々Ｅランクダンジョンだから深くはないだろうけど、魔力の影響で魔獣のランクが上がってる可能性はあるわけで……でもまあ、これだけの実力者揃いなら……」

「ごちゃごちゃうるせえな!!　つまりまとめてブッ飛ばせばいいわけだろうがよ!!」

「えっ、ちょ」

　ライオネルが制止する間もなく、チェボルグは拳を振り上げた。着ているインバネスがはためき、腕に彫り込んだ魔術式の刺青が光り出し、そのままダンジョンのある丘陵をぶん殴る。

　同時にすさまじい衝撃波が巻き起こり、丘陵が半分ばかり消し飛んでしまった。宙に舞い上がった土の破片がばらばらと降って来る。

「あ、結界消えた……げほっ」

　マリアが呟いた。

　と同時に、ダンジョンへと下る穴から禍まが々まがしい瘴しよう気きが舞い上がり、魔獣が次々と溢れ出て来た。元Ｅランクダンジョンの筈なのに、ＢランクやＡランク以上の魔獣の姿も散見された。

　ライオネルが頭を抱える。

「なにやってんすかチェボルグさん……」

「がっはっはっは!!　面倒がなくていいじゃねえかよ!!　オラァ魔王出て来いよ!!」

「待てチェボルグ、抜け駆けは許さんであるぞ」

　チェボルグは笑いながら拳を振るい、目の前の魔獣を消し飛ばした。そのままダンジョンの穴に向かって駆け出す。後を追うドルトスは槍の穂先の布を外し、瞬く間に手近な魔獣を数匹串刺しにした。さっきまでの好々爺然とした顔つきではなく、完全に戦人もののふの顔になっている。実に楽しそうだ。

　老人二人は意気揚々と魔獣の群れに飛び込み、難なく粉砕した。後には二人のパーティメンバーだった老人たちも続き、恐るべき手並みで次々と魔獣を屠って行く。誰も彼も年寄りなのに元気だ。やたらに張り切っているのは、誰も彼も魔獣と戦うのを実は楽しみにしていたからだろうか。

　啞然としている現役の冒険者たちを見て、ライオネルはやれやれと首を振り、ぱんと手を叩いて、叫んだ。

「よーし、敬老会の始まりだ！　じいさまたちが活躍しやすいようにお膳立てしてやろうかね！」

　その声で我に返った冒険者たちは、苦笑しながら武器を構えた。











十一　魔獣は次々と









　魔獣は次々と穴から這い出して来る。しかしそこは流石に高位ランクの冒険者の集団だ、危なげなく魔獣を片づけて行く。

　その時ひときわ大きな魔獣が穴から這い出て来た。かろうじて人型だが、幾つもの魔獣が不自然に混ざり合ったような異形の容姿をしている。口に当たる部分から瘴気が漏れ出し、それがまるで呼吸するかのごとく噴き出した。冒険者たちがざわめく。

「げっ、何だありゃ……」

「うわ、気持ち悪ッ！」

「……歪んだ魔力の影響で魔獣同士が混ざり合っちまったんだな。げほっ……まあいい、魔力も低いただの木で偶くだ」

　マリアは面倒臭そうに異形の魔獣に向かってほっそりした指を向ける。

「馬鹿弟子、合わせろ。『雷帝』だ」

「ふん、偉そうにしちゃってさー」

　ミリアムはムスッとしながら杖を掲げた。そして二人同時に詠唱する。

『天に黄道　光の粒つらなり　ひとつの粒は波を起こし　地に揺らめく陽炎に落つ』

　二人の周囲に半透明の幾何学模様が浮かび、マリアの指先とミリアムの杖の先が光る。魔獣の頭上に黒雲が渦巻いた。

　今にも雷鳴がとどろきそうになった時、アネッサが咄嗟に鉄の矢をつがえて放った。矢は異形の魔獣の額部分に突き刺さる。同時に、黒雲から激烈な電光が迸り、突き刺さった矢に集約されるように落ちた。異形の魔獣は細かく震えたと思うや、粉々に砕け散ってしまった。

　マリアが感心したようにアネッサを見た。

「げほっ……やるじゃねーかアネッサ。いいアシストだ」

「はは、ミリィとも長いですからね」

　はにかみながらも、アネッサは次々と矢を射うって、前衛の冒険者たちを死角から狙う魔獣を仕留めて行く。マリアとミリアムも続けて魔法を放ち、次々と魔獣を黒焦げにした。

　アンジェリンは腕組みをしてこの光景を見ていた。

「さて、どうするかな……」

　魔獣はとめどなく湧いて来る。今のところは冒険者側が圧倒しているが、これでは埒が明かない。結界が解けた事で、ダンジョンの魔力は放出されている。これに惹き寄せられて他の魔獣も寄って来るかも知れない。疲労が重なれば動きは鈍るし、そんな状態で魔王とかち合えば勝率は下がるだろう。

「長引くとこっちが不利……かな」

　アンジェリンは剣を抜いた。ミリアムとアネッサに声をかける。

「二人とも、援護して」

　返事を聞く前にアンジェリンは地面を蹴る。魔獣を相手にせず、滑るような勢いで瞬く間にダンジョンの入り口まで到達する。途中で襲って来ようとした魔獣は、矢と魔法で排除された。

　入り口付近ではチェボルグとドルトスが暴れていた。Ａランク以上の魔獣の屍がそこいらに累々と転がっていた。戦闘というよりは蹂躙の様相を呈している。アンジェリンはドルトスに声をかけた。

「しろがねのおっちゃん、このままじゃ埒が明かない……雑魚は皆に任せて突入しよう」

「道理であるな。お主ら！　援護せい！」

　ドルトスは背後を固めていたパーティメンバーに怒鳴る。一声で彼らは素早く陣形を組み直し、入り口に群がっていた魔獣を排除しにかかる。流石の腕前だ。魔獣の数はまだまだ多いが、中に飛び込めるだけの道は確保できそうだ。

「魔獣どもはだらしないじゃねえの!!　行くぞオラァ!!」

　そこにダメ押しとばかりにチェボルグが拳を撃ち出す。腕の魔術式が光り、凄まじい衝撃波が魔獣たちを吹き飛ばした。

　アンジェリンは一気に加速しダンジョンの穴に飛び込む。少し遅れてドルトスとチェボルグも続いて来た。

「……なんだ、こりゃ」

　飛び込んだアンジェリンは呟いた。

　このダンジョンは元々Ｅランクで、内部は土を穿うがった洞窟のようになっていたのが、今は壁面が黒い奇妙な物質で覆われ、それらは所々で青白い光を明滅させながら、生き物のように脈動していた。まるで得体の知れない生き物の体内に飛び込んだようだ。

　前を走るアンジェリンにチェボルグが怒鳴る。

「アンジェーッ！　一番槍は俺に譲れーッ!!」

「早い者勝ち……マッスル将軍、なまった？」

「がっはっはっは!!　こいつはだらしねえのは俺じゃないの!!　面白れえ!!」

「二人とも油断するでない、来るぞ」

　頭上や横に開いた穴から、魔獣が這い出して来る。ドルトスは瞬く間に三匹を串刺しにし、それから横に薙いで二匹を真二つにした。チェボルグも拳を振るって魔獣を粉砕する。

「……本丸は何処」

　アンジェリンはあまり魔獣を相手にせずに、目を細めながら魔力の気配を辿り、先を急ぐ。老兵二人が周囲を固めてくれているので、彼女が先導しているような形になった。

　だが分かれ道に突き当たり、思わず足を止める。ドルトスとチェボルグはアンジェリンを守るようにして魔獣を薙ぎ払う。アンジェリンは周囲を警戒しながら、しかし集中する。

　思い出せ。お父さんは何て言ってた？　ダンジョンのボスモンスターの気配は、肌にぴりぴりと刺さるようだと。

　そう、確かにそうだった。何度もダンジョンには潜っているから分かる。

　しかしこれだけ強力な魔獣ばかりが溢れていると、その気配も微弱だ。しかも戦いの最中。集中しきれない。

「こんなんじゃ駄目だ……お父さんに笑われる」

　大きく深呼吸して、アンジェリンは目を閉じた。頭で考えるのを止める。不思議と周囲の喧騒が遠くなるように感じる。その分感覚が鋭くなり、押し寄せる魔力の気配から、ぴりぴりと肌に刺さるものは……。

「……こっち！」

　アンジェリンはカッと目を開いて走り出す。

　確かに道は合っているようだ。奥に進むほどに気配が濃厚になって行く。小さな横穴は幾つもあるが、分かれ道はない。元がＥランクダンジョンだけに、複雑な形をしていない事が幸いした。

「もう少し……？」

　アンジェリンは呟いた。

　その時、横の壁から強烈な魔力の気配を感じた。咄嗟に剣を構えて防御の姿勢を取る。

　その瞬間、壁をぶち破って大きな魔獣が飛び出して来た。蜥蜴のような容姿だが後こう肢しが大きく発達し、牙も爪も鋭い。鱗は黒光りして丈夫そうだ。しかし飛ぶための翼は持っていない。大きさはアンジェリンの背丈を優に超える。亜竜の一種だろう。

　アンジェリンは魔獣の突進を受け止めたが、勢いに負けて弾き飛ばされた。しかしくるりと一回転して難なく着地する。

「むう……邪魔……」

「がはははは!!　不意打ちとは面白れえじゃないの、蜥蜴野郎が!!」

　チェボルグが笑いながら亜竜を殴り飛ばした。しかし亜竜は少し後ろに飛ばされただけで、ぎゃあぎゃあと喚いてチェボルグを睨み付ける。ぎょろりとした大きな目は焦点が合っておらず、狂気をうかがわせた。口からはうっすらと瘴気が漏れ出している。

　チェボルグは愉快そうに笑い、軍帽を被り直した。

「おお!!　コイツはちょっと骨がありそうじゃねえの!!　オォイ！　コイツは俺によこせ!!　な!?　いいだろうよ!!」

「勝手にせい！　アンジェ、行くぞ」

「マッスル将軍、気を付けてね……」

　自分よりも大きな亜竜と殴り合うチェボルグを残し、アンジェリンはドルトスと共に奥へと向かう。はあはあと大きな呼吸の音がするから、アンジェリンは横を見た。ドルトスは少し息が上がっているらしかった。胸に手を当て、労わるようにさする。

「チッ……歳は取りたくないものであるな……」

「しろがねのおっちゃん、大丈夫……？」

「なに、この程度。心配は無用であるぞ、アンジェ」

　ドルトスはニッと笑った。アンジェリンは眉をひそめた。

「おっちゃん……そういうのって死亡フラグっていうらしいよ？」

「……なんであるか、それは」

「最近読んだ本に書いてあった……」

「……若者の言う事は分からん」

　ドルトスは嘆息した。

　二人は魔獣を薙ぎ払いながら奥へと進んだ。段々と気配は濃くなり、魔力がぴりぴりと肌を刺す感覚が強くなる。Ｓランク魔獣とは何度も戦った事がある。しかし、そのどれとも違う気配だ。

　こんな相手は初めてだ、とアンジェリンは武者震いした。恐怖感はなく、むしろ強敵にまみえる事を期待している自分がいる事に気付いた。

「……ふふ」

　剣を握り直し、迫って来た魔獣を斬り倒す。血が滾る。

　不意に、広い空間に出た。アンジェリンは思わず足を止める。

　まるでドームのように丸い天井が広がっていた。しかし壁面は相変わらず奇妙な物質が覆い、青白く明滅しながら脈動している。

　この空間に入ると途端に魔獣がいなくなった。異様な雰囲気が満ち、肌には魔力がびりびりと突き刺さった。

　中央に、何かがいた。

　〝それ〟は黒い影法師のようだった。しかし人の形はしている。小さく、幼子のようにぺたんと地面に座り込んで、ゆらゆらと左右に揺れていた。

「あれが……魔王？」

「アンジェ、油断するでない。妙な気配である」

　ドルトスは油断なく槍を構えている。

　影法師は揺れながらぶつぶつと何か呟いていた。アンジェリンは目を細めて耳を澄ます。

『あるじー……あるじ、どこいっちゃったのー……さびしい……さみしい……』

　〝それ〟はずっとそう呟いている。

　アンジェリンは首を傾げた。確かにこの歪んだ魔力の中心は〝あれ〟だ。しかし見る限りはまるで害がないように見える。恐ろしいほどに無垢な印象を与えるのだ。それが却って異常に感じるほどに。

　アンジェリンは思わず一歩踏み出し、〝それ〟に話しかけた。

「ねえ……何をそんなに悲しんでるの……？　あるじって誰……？」

「アンジェ!!」

　ドルトスの怒号が響いた。

　背筋に冷たいものが走った。咄嗟に横に飛んだ。さっきまで自分が立って居た所に〝それ〟が飛びかかって来ていた。

『さびしい……さみしい……もっところせば、あえる……？』

　ぎょろり、と影法師の顔らしい所に目が現れ、アンジェリンを見た。その瞳は黒く、狂気に満ちており、見ていると吸い込まれるようだ。

　その時ドルトスが、剛！　とすさまじい勢いで槍を繰り出した。〝それ〟は槍をまともに受けて後方へ突き飛ばされる。ドルトスは舌打ちした。

「貫けぬか……魔王というのは伊達ではないようであるな」

　吹き飛ばされた〝それ〟は受け身も取らずに地面にべちゃっと落ちると、ゆっくりと起き上って左右に揺れた。そして無垢な子供が母親にするように両腕を前に突き出し、まるで抱き上げて欲しいとねだるような格好をする。

　アンジェリンはふうと息を吐いて剣を構えた。

「ごめん、おっちゃん……気が抜けてた」

「うむ……来るぞ」

　二人は同時に左右に分かれて飛んだ。

　影法師はアンジェリンに向かって飛びかかって来た。狼の魔獣などよりも遥かに速い。顔と思おぼしき場所には目ではなく赤く大きく裂けた口が見えた。鋭い牙が幾つも並んでいる。

　しかし油断さえしていなければ、Ｓランク冒険者である彼女にとっては左さ程ほど驚異的な速度ではない。まとわりつく歪んだ魔力が鬱陶しいが、動きが鈍るほどではない。

　アンジェリンは体勢低く剣を構えて、向かって来る〝それ〟に斬りかかった。

　驚くほどあっさりと、〝それ〟は避けるそぶりもなく剣を受ける。だが、斬り裂かれる事なく弾き飛ばされるだけだ。

「ぬん────ッ!!」

　飛ばされて宙を舞う影法師に、ドルトスが物凄い勢いで槍撃を加える。まるで流星群が降り注ぐかの如き手数と勢いだ。

　流石の〝それ〟も堪らずに吹き飛び、壁面に激突した。みしみしと音がする。

　影法師は地面にずり落ち、それでもよろよろと立ち上がった。

『ある、じ……さみ、しい……』

「砕け散れいッ!!」

　ドルトスは大きく体を捻り込み、全身のバネを勢いよくしならせて槍を突き込んだ。まさしく必殺と言っていい一撃である。

　〝それ〟はまともに槍を受けた──かに思えた。

「むっ！」

　ドルトスは驚き、目を見開く。〝それ〟は槍を牙で受け止めていた。穂先にかじり付き、そのまま力を込める。白金の槍がみしみしと悲鳴を上げた。

　その時アンジェリンが横から〝それ〟の側頭部を蹴り飛ばした。〝それ〟は槍から離れ、もんどりうって転がり、向こうの壁に激突した。

「しろがねのおっちゃん、平気……？」

「すまぬな、アンジェ。しかし魔力コーティングされた槍にヒビを入れるとは……」

　穂先の刃にはひびが入っていた。長らく苦楽を共にした得え物ものの予想外の傷に、ドルトスも流石に顔をしかめる。

　アンジェリンはずいと前に出た。

「わたしがやる……おっちゃんは下がってて」

「うむ……不甲斐ない」

　ドルトスは荒くなった息を整えながら後ろに下がった。

　〝それ〟が飛びかかって来た。大きく開けた口で、アンジェリンの剣にかじり付く。アンジェリンは〝それ〟の腹を上に向かって蹴り飛ばした。

　たまらず吹き飛ぶ影法師に向かって、アンジェリンは体を捻じって刺し突とつを繰り出した。ドルトスが目を剝く。それはまるで彼がするように、全身のバネと勢いを見事に利用した一撃だったからだ。

　だが、それでも〝それ〟を貫く事はできなかった。

　アンジェリンは舌打ちした。〝それ〟は刺突の威力そのままに壁に激突し、よろよろとおぼつかない足取りで立ち上がる。しかし、かなりのダメージのように見えるのに、次の瞬間には同じ速度でアンジェリンに飛びかかって来る。

　次第に〝それ〟の動きは鋭くなるように思われた。まるでアンジェリンと戦う事で動きを思い出しているような、そんな具合だった。

　それに呼応するかのようにアンジェリンの動きも加速していく。槍が使えないとはいえ、ドルトスですら手を出す事を躊躇するほどの激戦であった。

　近づき、離れ、また近づく。

　鋭い牙が体を掠かすめる度に、アンジェリンはひやりとした。

　手の一撃も怖い。爪も何もないのっぺりとした手なのに、それをかわす度に肌が粟立つ。高密度の魔力の塊のようだ。おそらくまともに受けると腕が消し飛ぶだろう。

　命の危険なんてものを感じたのはどれくらいぶりだろう？

　それが逆に彼女の闘志に火を点ける。

　剣を振る腕、地を蹴る足が自分の意思より先に動く。加速するほどに、周囲の動きがゆっくりするように思われた。同じように動くのは、目の前の〝それ〟くらいだ。

　何十合ものやり取りの後、アンジェリンは〝それ〟を剣で弾き飛ばした。どれだけ剣が当たっても斬れない。不毛なようにも思える。

　向こうは疲労しているのだろうか？　分からない。

　しかし剣を受けた後は足取りがおぼつかないようだ。効いていないわけではないらしい。

　アンジェリンも少し息が上がった。

　細かな傷から血が流れている。

　しかし、諦めるわけにはいかない。それに、自分が帰れないのはこいつがそもそもの元凶だ。

　わたしとお父さんの間に、こいつが立ちふさがって邪魔をしている。

　そんな風に考えると、怒りがふつふつと湧いて来た。

　〝それ〟は相変わらず呟いている。戦っているにもかかわらず、アンジェリンの事など見えていないといった風だ。

『あいた、い……あるじ……どこいっちゃったの……ばある、いいこにしてた、よ……？』

「……誰に会いたいのか知らないけど、わたしだって会いたい人がいるんだ」

　アンジェリンは静かに剣を構え、集中する。

　体内の魔力が渦を巻き、一呼吸ごとに心臓から血が巡る如く体中を巡って行くのを感じた。指先、そこから剣先まで。魔力が手と剣を一体に繫いだ。凄まじい感応に剣が光り輝く。

「そんなに会いたいなら……もたもたしてないでさっさと会いに行けよ……ッ！」

　アンジェリンは地面を蹴った。〝それ〟は牙をむき出しにしてアンジェリンに向かって来る。

　交差。そして剣を振り抜く。

『ある……じ……』

　肩が熱い。血が噴き出すのを感じる。しかし腕は落ちてはいないようだ。だが力が入らない。一撃に力を込め過ぎたか。

　がくん、とアンジェリンは膝を突いた。倒れそうになる所をドルトスに支えられる。集中し、全霊を込めた分だけ息が上がっている。それでも何とか顔を上げた。

「しろがねのおっちゃん……あいつは……？」

　ドルトスは優しく微笑み、顎で示した。

　アンジェリンは肩越しに後ろを振り向いた。

　〝それ〟は真二つに斬り裂かれ、地面に横たわっていた。その肉体がぼこり、と沸き立つように動いたと思ったら、溶け始めた。同時に周囲に満ちていた歪んだ魔力が霧散していくのを感じた。壁面を覆っていた奇妙な物質も、色あせて光を失い、崩れて行く。

　アンジェリンはドルトスの方を見た。

「……勝った？」

「ああ、我らの勝利である。よくやった、アンジェ」

　アンジェリンはホッとして力を抜いた。倒れ込みそうになる。ドルトスが慌ててアンジェリンを抱き留めた。〝黒髪の戦乙女〟は静かに寝息を立てていた。




　　　　　　　　　　○




　冒険者たちが立ち去り、廃ダンジョンは静けさを保っている。

　〝それ〟の残骸の横に、何者かが立っていた。暗闇に浮かび上がるような真っ白なフード付きのローブを着ている。背は高い。

　とうに溶けて黒い水たまりになってしまった〝それ〟を見て、そのローブの何者かは舌を打った。

「情けない奴だ……」

　声は低い。男のようだ。ローブの男は水たまりの上に手をかざし、何か詠唱を始める。手の先に光が灯り、水たまりに反射してキラキラ光った。

　ずるり、と水たまりの中から影法師が立ち上がった。その立ち上がった影に吸い込まれるように水たまりが消える。〝それ〟はゆらゆらと左右に揺れ、ローブの男に気付いた。

『あるじ……？　あるじー』

　とてとて、と両腕を前に出して〝それ〟はローブの男に近づく。だが、男はイライラした様子で〝それ〟を乱暴に蹴り飛ばした。

「たわけが！　俺がソロモンに見えるのか！」

　影法師は地面を転がってよろよろと起き上った。

『ある、じ……？　どこ……？　ばある……は、ここに、いる、よ……？』

　ローブの男は舌打ちした。

「もういい。力が戻るまで静かにしていろ」

　そうして手をかざす。すると〝それ〟は宙に浮き上がり、小さな黒い宝石になって男の手の平に収まった。男はそれを懐にしまいながら呟く。

「少し焦り過ぎたか……？　いや、オルフェンのギルドを見誤っていたな。無能だとばかり思っていたが、ここを嗅ぎつけるとは……だが一番は〝黒髪の戦乙女〟とやらか……まあいい。まだ何も始まってはいない」

　ローブの人物は踵を返して歩き去った。




　　　　　　　　　　○




　アンジェリンが目を覚ましたのはギルドの病室だった。脇にはアネッサとミリアムが心配そうな顔をして座っていた。アンジェリンが目を開けるとミリアムはたちまち目に涙を溢れさせ、泣きながら彼女に抱き付いた。

「アンジェー！　よがっだぁー！　死んじゃっだがど思っだよぉおおー！」

「ミリィ、大げさ……というか肩が痛い……痛いってば！」

「ほらミリィ、痛いってさ」

　アネッサに言われて、ミリアムはべすべすと泣きながら離れた。

「けど、よかった無事で……ホントに魔王を倒すなんてな」

　アネッサは苦笑しながらも、やはり目元には涙が浮かんでいる。

　どれくらい寝ていたのだろう、とアンジェリンは首を傾げた。しかし、肩の怪我に包帯を巻かれている他は服もそのままだ。肩の傷はまだずきずきと痛むし、疲労も抜けきっていないようである。

　聞くと、どうやらダンジョンからの帰りの間じゅう、ずっと馬車で寝ていただけらしい。暗くはなっているが、まだ日も替わっていないし、病室の隣のロビーはがやがやと騒がしい。他の冒険者たちが残って何か話し合っているようだ。

「皆いるの……？」

「うん。マリアさんは喉が痛いって帰っちゃったけど」

「薄情だよね、あの若作り！」

　ミリアムはぷんすか怒った。アンジェリンは笑った。悪態をつきながらも、アンジェリンは大丈夫だろうと、内心は信頼してくれているマリアの姿が容易に想像できた。

　肩は痛むけれど、立てないわけではない。ふらつきながらも立ち上がり、アネッサとミリアムに付き添ってもらって病室を出る。

　ロビーでは魔王討伐に参加した冒険者たちがテーブルを囲んだり壁にもたれたりして、あれこれ話をしていた。どうやらギルドの今後の展開をざっくばらんに意見交換し合っているらしい。

　アンジェリンの姿を見ると、冒険者たちが色めき立った。立ち上がり、それぞれに武器を掲げて称賛の声を上げる。

「アンジェリン！　黒髪の戦乙女！」

「魔王殺しの勇者！」

「オルフェンの守り神！」

「……やめてよ、むず痒い……」

　アンジェリンは恥ずかしそうに頰を染めてもじもじと身を震わせた。

　チェボルグが笑いながらアンジェリンの頭をわしわしと撫でる。

「がっはっはっは!!　魔王を倒すとは流石じゃねえかよアンジェ!!　間に合わず先越されちまうとは、俺もだらしないじゃねえの!!」

「マッスル将軍……肩が痛いから勘弁して……」

「えっ!?　何!?　アンジェ、何か言ったかよ!?」

「チェボルグさん、アンジェさんは肩を怪我してるんですよ、乱暴にしないでください」

　ライオネルがチェボルグの腕をひっこめさせた。それからアンジェリンに深々と頭を下げる。

「アンジェさん、この度は本当にありがとうございます。オルフェンのギルドマスターとしてお礼を申し上げます。数々の不手際も本当に申し訳ない。貴女がいてくれたからオルフェンの都、ひいては冒険者ギルドも無事だったようなものだ。どれだけ礼をしても、し尽せません。落ち着いた時にちゃんとした謝礼を──」

　アンジェリンは不機嫌そうな顔でライオネルの言葉を遮った。

「ギルドマスターがそんなに殊勝だと不気味……やめて」

「え、ええー……」

　冒険者たちが笑い声を上げ、からかうようにライオネルをつつく。ライオネルは苦笑しながら頭を搔いた。

「ならまあ、いつも通りで……ともかくね、これで後は残った災害級を片づければ大体終わりなんだ。アンジェさんが魔王を片づけてくれたおかげだよ、本当にありがとう」

「そう……なら、もうちょっと仕事が残ってる？」

「いや、そこは、ねえ？」

　ライオネルは冒険者たちの方を見る。腕組みをしたドルトスが頷いて言った。

「それは吾輩たちが引き受ける。だからアンジェよ、長らく欲しがっていた休暇を好きなだけ取るがよい。もう誰もお主を引き止めはせんよ。そもそも、わざわざ休暇を取る必要もなくなるであろう」

「でも……」

「がっはっはっは!!　気にするんじゃねえよアンジェ!!　俺たちもまだまだ暴れ足りねえって事だよ!!　言わせんな恥ずかしい!!」

　チェボルグの言葉に、引退組の老冒険者たちも笑って頷く。

「じゃあ、皆しばらく復帰してくれるんだ」

　アンジェリンが言うと、ライオネルは頷いて肩をすくめた。

「そうなるね。ついでに皆に協力してもらって、ギルドの抜本的改革もしようかと思って……中央ギルドみたいな形骸化したお役所仕事じゃ駄目だって今回でほとほと身に沁みたよ……もうオルフェンは独立した地方ギルドとして新しくシステムを構築しなきゃ不味いよね……怠けてる場合じゃないみたいだよ」

「当たり前である。またいつ何時同じ事が起きるとも分からんのだからな。ライオネル、一度ここまでガタガタにしたのだから、逃げずにお主がきちんと立て直すのが筋であるぞ。それまで吾輩たちがきちんと監視しておいてやる」

「ならいっそ代わってくださいよドルトスさん……俺みたいな無能じゃ働いても意味ないですって」

「乗り掛かった船であろうが、責任持って最後までせんか。それに一人で抱え込んで暴走しなければお主とてそう手ひどい失敗もするまいよ」

　それを聞いてチェボルグが豪快に笑う。

「何カッコつけてんだよドルトス!!　魔王に槍を傷つけられた鬱憤晴らしに暴れたいだけだろうが!!　知ってんだぞ俺はよ!!」

「あー、うるさいわ、この筋肉ダルマが……」

「あはは、はあ……けど、忙しくなるなあ。町の防衛なんかも領主さんとちゃんと話をしないと駄目だし……というか今回で予算がスッカラカンだから、まず金策しないと……あーあ、ギルドマスターって無能向きのお飾りの閑職の筈だったんだけどなあ……皆さん、ホントに助けてくださいよ？」

　ライオネルは嘆息した。アンジェリンは満足そうに笑う。

　気が抜けたら腹が減った。何か食べたいなと思う。

　いつもの酒場にでも行こうか、と歩きかけたアンジェリンに、チェボルグが声をかけた。

「そういえばよ、アンジェ!!」

「なに？　マッスル将軍」

「ライオネルに聞いたけどよ！　お前、こんな状況でよく逃げなかったな!!　負担とかやばかっただろ!?　普通の冒険者なら嫌になってとっくに別のギルドに行ってるぞ!!　俺でもそうすらあ!!」

　ドルトスも頷いた。

「うむ、連日の討伐に次ぐ討伐、自由人たる冒険者には到底耐えられぬ。ましてお主は父親に会いたかったのであろう？　別に依頼なぞ無視して行っても良かったのだぞ？　今回のギルドのやり方は前例のない事態に直面していたとはいえ、いささか強引に過ぎる。無視しても冒険者としての評判は落ちまい」

　二人の言葉に、ライオネルはバツが悪そうに頭を搔いた。

「ですよね……俺自身手一杯だったとはいえ、完全にこっちが悪いわけで」

　アンジェリンはきょとんとして首を傾げた。

「だって……それで困るのはギルドじゃなくて一般の人でしょ？　酒場のマスターとか、アーネとミリィの住んでた孤児院とか、お菓子屋の店員さんとか……強い冒険者なら弱い者を助けるのは当たり前、ってお父さんが言ってた……オルフェンを見捨てて帰っても、お父さんはきっと褒めてくれないから……」

　ドルトス、チェボルグを始めとした冒険者たちはぽかんとしてしばらく呆けていたが、やにわに笑い出した。誰も彼も心底愉快そうで、建物が揺れんばかりの爆笑であった。

「こいつはいいじゃないの!!　アンジェ！　お前良い親父を持ったなあ!!」

「まったくである……やれやれ、自分の器の小ささを思い知らされたわい……」

「……アンジェさんがギルドに残ってくれたのはアンジェさんのお父さんのおかげだったわけかー……おじさん、もうアンジェさんとお父さんには頭が上がらないなあ……」

　古参の老兵たちやギルドマスターは笑う。

　アネッサは感動したような面持ちでアンジェリンの頭を抱えて撫で回し、ミリアムはまた泣きながら抱き付く。

　沸き立つ冒険者たちを見て、アンジェリンは得意気に胸を張り、高々と声を上げた。

「そう！　わたしのお父さんは凄いんだぞ！　人呼んで〝赤鬼〟のベルグリフ！　〝赤鬼〟のベルグリフだ！　覚えておいて！」











十二　雪が溶けてまだらに









　雪が溶けてまだらになった地面の上で、二つの影が相対して剣を振るっている。一方は赤髪、一方はプラチナブロンドだ。ベルグリフとサーシャである。

　トルネラ村には春が訪れ、一斉に野山に花が咲き出すと同時に、積もった雪が解けて地面をまだらにした。

　雪の下からは麦の芽が顔を出し、太陽の光をいっぱいに受けてぐんぐんと伸びようとしている。

　春先、雪がすっかり溶けるとトルネラでは一斉に畑が始まる。麦を踏み、畑を起こし、芋を植える。それが一段落すると春はる告つげ祭さいだ。誰も彼も冬の間満足に動かせなかった体を思う存分に伸ばして働く。

　ベルグリフも春の仕事でばたばたしている所に、雪が溶けて道が通れるようになったからだろう、サーシャが訪ねて来た。何か用事があって来たらしいが、来てすぐに、まずは剣を合わせて欲しいと頭を下げられ、ベルグリフは苦笑交じりに了承した。冬の間、大なり小なり鍛錬をしなかった日はないが、満足いくほどに体を動かせたとは言えない。久しぶりに思う存分体を動かしたい、とも確かに思ったからだ。農作業と剣術では体使いが違う。

　二人は鞘を付けたままの剣を振るった。

　前回戦った時よりもサーシャの動きは遥かに洗練され、一撃一撃も重くなった。重心の移動がよりスムーズになり、剣を腕だけで振るう事が少なくなったようだ。

　そのせいで当初はある程度拮きつ抗こうしていたものの、次第にベルグリフは劣勢に立たされ、柄にもなく熱くなった。

「──！　やあッ！」

「むっ」

　サーシャの一撃がベルグリフの剣を弾き飛ばす。サーシャはパッと顔を輝かせた。

　だが、ベルグリフは咄嗟に手を伸ばしてサーシャの手首を摑み、捻じり上げた。サーシャは悲鳴を上げて剣を取り落す。その声を聞いて、ベルグリフはハッとして手を離した。

「す、すみませんサーシャ殿！　つい癖で……お怪我はありませんか？」

　サーシャは涙目になりつつも、ぶんぶんと首を振る。

「いえ、これはわたしが悪いのです……流石は師匠！　戦いは、勝ったと思って油断した瞬間こそ一番危ないという事ですね！　それを知らせる為に敢えて手を抜いてくださるとは……このサー

シャ・ボルドー、まだまだ未熟なようです……」

「い、いや……いやいやいや、私はあくまで本気で……」

「次こそは油断せずにきっと一本取って見せます！　どうか失望しないでください、師匠……！」

　サーシャは懇願するように涙目のままベルグリフの手を握る。どうしてこう思い込みが激しいのだろう、とベルグリフは苦笑した。まあ、どうせ次にやった時は完膚なきまでに負けるだろう。そうすれば誤解も解けるに違いない。

　ベルグリフはサーシャを促して家に入り、お茶を淹れた。サーシャは香りの良いお茶を飲んでふうと息をつく。ベルグリフは干し葡萄を出して勧めながら言った。

「ボルドーはこちらよりも春仕事が早いでしょう」

「ええ、もう雪解けも進み、あちこちで畑を起こして麦を踏んでいます。魔獣の数はかなり減って来たので、わたしも最近は冒険者稼業よりも内務を手伝う事が増えまして」

「平和なのは良い事です。しかし、何故魔獣が少なくなったのでしょうね」

　ベルグリフが言うと、サーシャはきょとんとした顔でベルグリフを見た。

「えっ……まだ、お聞き及びではないのですか？　オルフェン近郊に潜んでいた魔王が討伐されたのですよ。魔獣はその影響で増えていたらしいのです」

　なるほど、そういう事だったのか、とベルグリフは納得した。

　魔王というのが本当にいたというのは驚きだったが、冬の貴婦人に言われた事を思い出す。『冬さえ支配しようとした者たち』というのは魔王の事なのだろうか？　伝承によれば魔王は一体だけではない筈だ。すると、魔王というものが次々に復活するという事だろうか。そうすると、今回はその最初の一度に過ぎないのではなかろうか。

　考え込むベルグリフの前で、サーシャはちょっと興奮した様子で続ける。

「しかもその討伐のメンバーが凄い！　〝龍殺し〟のマリアを筆頭に、〝しろがね〟のドルトス、〝撃滅〟のチェボルグ、そして、魔王と相対してこれを下したのは他でもない〝黒髪の戦乙女〟アンジェリン殿ですよ！　てっきりわたしはもうご存じなのかと……」

　ベルグリフは驚いた。まさか娘のやった事だったとは。

　自分も名前を知っている大物冒険者たちとアンジェリンの名前が並ぶのは、何だか自分の事のように嬉しく誇らしい反面、あまり危ない所に行って欲しくはない、とも思う。

　親心とは複雑だ、とベルグリフは顎鬚を撫でた。

「トルネラは冬の間は物資も手紙も殆ど入って来ませんからね……恥ずかしながら今知りました。サーシャ殿、ありがとうございます」

「い、いえいえ……それならば新聞も持って来るべきでした……」

「なに、気にしないでください。魔獣の数が減ったなら、あの子もぼつぼつ帰って来るでしょうから……それで、用事というのは何ですか？」

「ああ、そうです。今回は姉の使いで来たのです。これを渡して来るようにと」

　サーシャが差し出したのは手紙である。宛先は村長のホフマンになっている。ベルグリフは首を傾げた。

「私ではなく村長宛てのようですが……」

「ええ、実はボルドーからトルネラへの道を整備しようという計画が持ち上がっていまして」

　サーシャによると、秋祭りの時にヘルベチカは初めてトルネラに来たのだが、その時は整備されていない悪路に驚いたらしく、ボルドー伯の治める地でありながらも、これでは行き来が難しいと感じた。何かあった時に孤立してしまう可能性もある。

　それに、秋祭りの時に味わったトルネラのチーズや果物の加工品は質が高い。街道を整備すれば、それらをより効率よく外へ売る事ができるし、トルネラにもより多くの品物を運ぶ事ができるだろう、という事であった。

　確かに、それはそうだろう。もしちゃんとした街道になるならば、冬にだって手紙や物資を届ける事もできるようになるかも知れない。

　だが、これはベルグリフの一存では決められない。それにそもそも手紙はホフマン宛てだ。

　ベルグリフは手紙を持って立ち上がった。

「ともかく、村長の所に行ってみましょう」

　ホフマンは畑を起こしている最中だった。作業歌を歌いながらロバに鋤すきを引かせている。

「おーい村長」

　ベルグリフが呼びかけると、ホフマンは作業を止めてやって来た。

「おうベル！　どうした？」

「ちょっと話があってな。こちらはボルドー家のサーシャ殿」

　ベルグリフに紹介されて、サーシャはぺこりと頭を下げる。

「サーシャ・ボルドーと申します。トルネラの村長殿ですね？　今日は姉、ヘルベチカ・ボルドーの使いで参りました」

「りょ、領主様の妹君……？　こ、こいつは失礼をば……」

　跪こうとするホフマンを、サーシャは慌てて止める。

「そんな！　いいのです、いいのです！　別に偉ぶりに来たわけではありませんから！」

　その光景を見て、ベルグリフは笑った。

「村長よ、前から思っていたが、あんたの腰の低さは何だか変だぞ？」

「ぐむっ……い、田舎者なんだから仕方がなかろうが」

　ホフマンは大きな体を恥ずかしそうに縮込ませて言った。サーシャはくすくす笑う。

　サーシャを始め、ボルドーの三姉妹は貴族の割にあまり平民に対して偉ぶった態度を取らない。

　元々ボルドー家は地方豪族が祖であり、ボルドー周辺を農民と共に汗水垂らして開拓した者たちの子孫だ。公国の一部に組み込まれて爵位を与えられてからもその気質は変わっていないらしく、彼女たちは政務の合間合間によく領地を見回り、時には農民たちと作業を共にする事もあるらしい。とはいえ流石に遠いのか、トルネラに訪れた事はここ最近が初めてなのだが。

　しかし、そんな土臭い一面を持ちながらも、その立ち振る舞いは優雅そのものだ。その両面が彼女たちに親しみやすさと近づきがたさの相反する不思議な魅力を与えていた。

　領主の妹に立ち話をさせるわけにはいかない、とホフマンは家の庭のテーブルに二人を案内した。

　庭の隅には雪が寄せられて山になっている。小さな子供たちがその山を棒でつついたり上ったりして遊んでいた。ホフマンの孫たちのようだ。

「おーいカーチャン！　お客さんだぞ！　一番良い茶を淹れてくれ！」

　ホフマンは家の中に大声でそう言い、庭先のテーブルにサーシャを促した。千切れ雲が流れて、風はまだまだ肌に冷たいが、陽光は暖かい。

　ホフマンは手紙を読んでふむふむと頷く。

「なるほど、街道を……そいつは助かりますな」

「そう言っていただけるとありがたい。是非協力してもらいたいのです」

「ええ、喜んで！　ベル、いいよな？」

　ベルグリフは運ばれて来たお茶をすすって頷いた。

「悪い事はないだろう。しかし、決めてしまう前に一度村の皆に言った方がいいと思うな」

「おお、そうだな。後々揉め事になると面倒だからな！　サーシャ様、多分誰も反対しねえとは思いますが、そういう事でいいでしょうか？」

　サーシャは快活な笑みを浮かべた。

「もちろん！　ゆっくりじっくり話し合ってください！　……このお茶美味しいですねえ！」

「おっ、そうですかい!?　こいつは庭で採れたレントの葉のお茶でして！　ネリの花の干したのをちょっと入れるのが隠し味なんでさあ！」

　サーシャに褒められてホフマンは舞い上がる。ベルグリフは笑いながらお茶をすする。確かにうまい。レントの葉のお茶はベルグリフもいつも淹れるが、ネリの花を入れるだけでこれだけ違うのか、と少し驚いた。

　サーシャはしばらく歓談した後に帰って行った。春先でボルドーの本領が忙しいようだ。

　別れ際、サーシャはキラキラした表情でベルグリフの手を握り、ぶんぶんと振り回す。

「では師匠！　今回はこれにて失礼いたします！　次回こそは師匠に本気を出していただけるように頑張りますので！」

「あの、サーシャ殿……だから私は」

「それでは！　また今度参ります！」

　サーシャは颯爽と馬に乗って駆け去った。個人でＡＡランク冒険者の腕を持つ彼女は護衛の類を必要としていないらしい。ベルグリフは嘆息した。

「良い子なんだが……」

「おいベル、忙しくなるぞ！　早速今夜は村民会議だ！　がはははは！」

　ホフマンはトルネラ始まって以来の大事業に発奮している。ベルグリフは苦笑して顎鬚を捻った。

　まあ、それはホフマンやケリーに任せておこう。午後は子供たちに剣を教えてやらねばならない。




　　　　　　　　　　○




　がたがたと荷馬車が揺れる。所々に雪が残っているが、もうすっかり辺りは春の気配に満ちて、道の脇には新緑も見て取れた。

　馬車は一頭立てで、手綱を引いているのはアネッサだ。後ろに繫いだ荷車にはアンジェリンとミリアムが荷物の間に挟まるようにして乗っている。

　ミリアムは乾燥させた南部の果物を齧かじりながら、機嫌よさげに言った。

「空気がおいしー！　胸がすーっとするねー」

「ふふん、そうだろう……この辺は空気が綺麗なんだ」

「ねー。オルフェンってやっぱりちょっと汚かったんだねえ……若作りのおばばもこういう所なら肺にいいかもなー……」

　と無意識に呟いたミリアムは、ハッとして視線を移した。アンジェリンがにやにやして見ている。

「……ミリィはマリアばあちゃんが大好き」

「ちちちち、違うもん！　あんなババアの事なんか知らないもん！」

「ふふん、そういう事にしておいてやろう……ほい、アーネ」

　アンジェリンはにやにや笑いながら、手綱を握るアネッサに乾燥果物を渡す。

「ん、ありがとアンジェ。けど、やっぱり結構かかるな。道が悪いのもあってそんなに早く動けないし」

「ねー。でものんびりしてていいじゃない」

「だなあ。急ぐ旅でもないし……あ、アンジェは急ぎたいのか？」

　アネッサの言葉に、アンジェリンは首を振る。

「もう引き留められはすまい……休暇の期限があるわけでなし、とってものびのびした気分。ふふ、突然帰ったらお父さん驚くぞ……」

　魔王の討伐からひと月以上が経っていた。

　魔王が討伐された頃、オルフェンでは雪解けが始まっていたが、トルネラはまだ雪が深かった。すぐに帰ろうかと思ったアンジェリンだったが、肩を怪我していた事もあり、雪解けまでは肩を癒しつつ待つことにした。そうして雪が溶けた今になって、何とアンジェリンは荷馬車と馬を自前で購入した。そこに土産物を山と積んで、アネッサとミリアムも誘ってようやく里帰りの段になったのである。

　あれ以来災害級の魔獣は何回か出現したが、それは古参の老兵たちが難なく片付けてしまった。それが残党だったらしく、それからは一昔前のその日暮らしの依頼待ちの日々が始まっている。出て行った冒険者たちも少しずつ戻って来ているようだ。

　また、帝都からライオネルのかつての仲間たちも到着した。魔王討伐という大仕事にこそ間に合わなかったが、彼らはドルトスやチェボルグらと共にギルドの改革に携わり、大いにライオネルの助けになっていた。

　まだ試験段階ではあるが、オルフェンの冒険者ギルドは、ギルドマスター一人の采配ではなく、合議制によって方針や問題の対策を決めるように変わった。そうする事で、オルフェンのギルドは中央ギルドの既得権益重視の方針から少しずつ脱しつつあるようだった。だが中央からの圧力もかなりあるらしく、問題はまだまだ山積みのようである。

　しかし、最早アンジェリンはそんな事に興味はない。オルフェンやその周辺地域の脅威は去った。心置きなくベルグリフに会える、という事が彼女にとっての一大事であった。

　そういうわけで、おおよそ八日ほど前にオルフェンを出てからボルドーを経由して、今はトルネラに向かう最後の旅路だ。今のところトラブルはない。今日中には辿り着く予定である。

　アンジェリンは荷物に背を預けて頭の後ろで手を組んだ。空は青く、陽は暖かだ。うつらうつらとするが、時折馬車が石を踏んでがたんと揺れる度に起こされる。

　そやそやと吹く風は春の匂いだ。萌え出したばかりの新芽の爽やかな緑がそのまま香りになったようである。

「ねーアンジェ、薄はつ荷か水すいって何処にしまったー？」

「ん、こっち」

「ミリィ、わたしにもちょっとくれ」

「あいさー。アンジェはー？」

「……わたしはいいや」

　ミリアムが薄荷水の栓を抜くと、胸が透くような匂いが立ち込めた。ミリアムは一口飲み、瓶をアネッサに渡す。アネッサも一口飲んで、ふうと息をついた。

「とうとうアンジェのお父さんに会えるのか……楽しみだな」

「けど〝赤鬼〟って怖そー……優しいのはアンジェに対してだけだったりして？」

　ミリアムがからかうように言うと、アンジェリンは口を尖らせた。

「お父さんはそんな小さな人間ではない……誰にでも優しくてとっても強いんだ」

「はは、アンジェがそこまで言う人ってのは凄いよなあ……っと」

　向かいから馬に乗った少女がやって来たので、アネッサは馬車の速度を落とし、道の真ん中から少し脇に寄せる。

　馬に乗った少女はすれ違いざまに会釈して通り過ぎようとしたが、何やらハッとした顔になって荷車を見、馬を取って返して馬車の前に出て来た。そして朗々と通る声で言った。

「あいや待たれよ！　馬上から失礼いたします。荷車の方！　その見事な黒目黒髪……もしや〝黒髪の戦乙女〟アンジェリン殿ではございませんか？」

　アンジェリンは怪け訝げんな顔をして頷く。

「そうだけど……どちらさま？」

　少女は馬からひらりと降りて快活な笑みを浮かべて近づいて来た。

「おお、やはり！　わたしはサーシャ・ボルドーと申します！　妹のセレンを助けていただき、誠に感謝の念に堪えません！　よもやこんな所でお会いできるとは……」

　少女はサーシャであった。丁度トルネラから帰る所のようだ。憧れの人物に会えた感動でその目は輝いている。

　しかし、アンジェリンの顔からは表情が消えた。

「……セレンのお姉さん？」

「はい！　同じ冒険者としても、アンジェリン殿の事は尊敬して──」

「そうか……お前がそうか……」

「えっ」

　アンジェリンは荷車から飛び降りた。

　ゆらり、と幽鬼の如き足取りでサーシャにゆっくりと近づく。恐るべき闘気と威圧感である。殺気すらも出ているようだ。ＡＡランクの実力を持つ筈のサーシャが、本能的に怯えを感じて後ずさった。

「ア、アンジェリン殿……？　わ、わたしが何か……」

「わたしを差し置いてお父さんを取ろうとは良い度胸だ……しかし、易やす々やすとわたしのお母さんになれると思うなよ……」

「な、何をおっしゃっているのですか!?」

「しらばっくれるなよ……お父さんを無理矢理にボルドーに連れて行こうとした事は知ってるんだぞ……」

「い、いや、それは誤解です！　それはわたしではなくて姉──」

「ふ、ふふ……ふ……言い訳無用。お前がきちんとお父さんの素晴らしさを理解しているのか、わたしが徹底的に確かめてやる……！」

「な、なにをするのですか!?」

　アンジェリンはがっしりとサーシャの肩を摑んで、顔を覗き込んだ。修羅の如き形相である。サーシャは恐怖のあまり「ひい」と小さく悲鳴を上げた。Ｓランク冒険者とはここまで恐ろしいものなのか。

　アンジェリンはゆっくりと口を開いた。

「……第一問……お父さんの好きな食べ物は？」

「ひっ…………え？　た、食べ物ですか？　ベルグリフ殿の好物？」

「そう……早く答えろ」

「わ、分かりません！　一緒にお茶を飲んだ事しかなくて、食事を共にした事はないのです！」

　サーシャが叫ぶように答えると、途端にアンジェリンはフッと嘲笑するような表情になった。

「そんな事も知らないのか……いいか、お父さんは羊の肉とクリョウの実を一緒に煮込んだのが好きなんだ。塩は少し濃い目に利かして、干したオレガノで香りを付ける……それに薄パンを浸して食べるんだよ……わたしも大好きだ。それと」

「アンジェ、ちょっと落ち着け馬鹿」

　アネッサがこつんと頭を小突いた。アンジェリンは目を細めてアネッサの方を向く。

「なに？　今忙しい……」

「ちゃんと聞いてやれよ……話が嚙み合ってないぞ」

　アンジェリンは首を傾げる。ミリアムは荷車でくすくす笑っている。

　サーシャの必死の弁解で誤解は何とか解けた。早とちりしたアンジェリンは赤くなってむくれてしまい、サーシャは震えが止まらずしゃがみ込んだ。その背中をアネッサがさすってやった。

「大丈夫でしたか？　あいつ、父親の事になると人が変わるもので……」

「は、は、はい。何とか……」

　サーシャは何度も深呼吸をして、ようやく落ち着きを取り戻した。ミリアムが薄荷水を飲ませてやる。清涼感のある水で胸を透かしたサーシャはぺこりと頭を下げた。

「ありがとうございます、おかげで落ち着きました」

「いえいえ、こちらこそうちの馬鹿が失礼しました。ほら、アンジェ。いつまでもむくれてないでちゃんと謝れ」

　アンジェはムスッとしたままサーシャに頭を下げた。

「ごめんなさい……」

「い、いえいえ、誤解が解けて何よりです……」

「けど、サーシャさんも冒険者なんだねー。貴族からドロップアウトした冒険者は知ってるけど、貴族のまま冒険者やってる人って初めて会ったかもー」

　ミリアムの言葉に、サーシャは照れ臭そうに頰を搔いた。

「ええ、普通の貴族は、卑しい職業として冒険者を蔑さげすみますからね……わたしなどは珍しい存在でしょう」

「ＡＡランクだっけ？　もう少しすればランクも上がりそうだねー」

「わたしなどまだまだ！　せめてベルグリフ殿に本気になっていただく事ができて、初めて一人前になれるかと」

「ベルグリフ……ってアンジェのお父さんですよね？　サーシャさんはアンジェのお父さんに剣を？」

　サーシャは目を輝かせた。

「ええ！　そうなんです！　アンジェリン殿の父君にして師である〝赤鬼〟のベルグリフ殿！　素晴らしい剣技をお持ちなのです！　右足は義足なのですが、それをそうと感じさせぬどころか、むしろそれを活かした変則的な動きを自ら編み出されておられる！　振るわれる剣は腕だけでなく全身のしなりを使っている為に、速く、重い！　また、戦術眼にも長たけていらっしゃる！　先ほど立ち合わせていただいた時、わざと手を抜いてわたしの剣を受けられた！　そして師匠の剣を飛ばして有頂天になったわたしの手を捻じり上げたのです！　戦いとは勝利した時こそ油断するな！　今日も素晴らしい教えを授けていただきました！　次回こそは師匠に本気を出してもらえるよう、わたしも努力したい！」

　熱弁するサーシャに、アネッサは若干引き気味である。ミリアムは面白そうな顔をして聞いている。

　アンジェリンはというと、音も立てずにゆらりとサーシャに近づき、がしっとその肩を摑んだ。先ほどの恐怖が身に染みているサーシャは思わず凍り付く。

「……サーシャ！」

「はっ、はいっ！」

「あなたを誤解していた事、許して欲しい……あなたは同志だ……！」

　そう言って、アンジェリンは感動した面持ちでサーシャを抱きしめた。

「お……おお……！　み、認めていただけるのですか、アンジェリン殿……！　このサーシャ・ボルドー、早くあなたに追い付けるよう努力する所存です……！」

　サーシャは感激のあまり涙を流してアンジェリンを抱き返した。そうして二人して抱き合ってくるくる回っている。

　アネッサが呆れたように呟いた。

「なーんか……やっぱり嚙み合ってない気がする」

「ふふっ、サーシャさんっておもしろーい」

　一行は少しの歓談の後、サーシャと別れて再びトルネラへの道を辿る。

　次第に開拓された土地が広がり出した。青々とした麦の若葉が、溶けかけた雪から顔を出している。今まで押さえ付けられていた鬱憤を晴らすかの如く、まだ小さな葉を太陽に向かっていっぱいに伸ばしていた。

　もうあと少しでトルネラに着く。近づくほどにアンジェリンは懐かしさで胸がいっぱいになるようだった。

「もう少しだ……」

「おー、畑が広がってきたな。綺麗だ」

　アネッサが気持ちよさそうに深呼吸する。ミリアムはいたずら気に笑ってアンジェリンに話しかけた。

「アンジェ、もうちょっとでお父さんに会えるよー。今の気持ちはどーですかー？」

「とても嬉しいです……！　生きてて良かった……！」

「何言ってんだか……」

　アネッサは呆れながらも、馬に檄を入れて少し急がせる。

　荷車から見る風景は、ここを出た時と殆ど変わっていないように思われた。同世代の子供たちと遊びまわった平原、ベルグリフに連れられて歩いた小道、どんぐりを拾った林、そんなものが目に飛び込む度に、アンジェリンの胸はきゅうと締まった。

　長い事寂しかった。もうその寂しさは埋まる。

　しかし、同時に妙な不安が頭に浮かんで来た。

　風景は変わっていない。しかし、ベルグリフはどうだろう？

　アンジェリンには、オルフェンでベルグリフに代わる存在はいなかったが、ベルグリフにはいるとしたら？

　現に、サーシャという新しい弟子もいるようだ。彼女は年齢がアンジェリンと同じである。快活で、明るくて、可愛らしい。あれだけ夢中になって語れるほどにベルグリフに心酔している。一途に慕われて悪い気はすまい。

　また、幼い子供たちはトルネラにもいるだろう。ベルグリフの事だ、その子たちも自分の子供の様に可愛がるだろう。

　それに、ボルドーの女伯に迫られたとも聞いた。

　セレンもサーシャも美人だ。その姉なのだから、きっと美しいだろう。

　ベルグリフは断ったようだが、もしそれが自分のせいだったら？

　責任感の強いベルグリフの事だ、自分が足枷になってしたい事ができなくなっている可能性だってある。

　自分がいなくても大して寂しがっていなかったら？

　自分が帰って来る事をそんなに楽しみにしていなかったら？

　心の中では自分の事を疎んでいるとしたら？

　アンジェリンはぶんぶんと首を振った。

「……お父さんはそんな人じゃない……！」

　しかし、不安は逃げて行ってくれない。

　段々と村が近づくほどに、不安が大きくなり、あれだけ帰りたかったトルネラから、不意に逃げ出したくなるような気持ちに駆られた。胸の中がもやもやする。

　村の中に入る。

　仕事をしていた村人たちが奇異の目で馬車を見、アンジェリンに気付いて目を剝く。声をかける者もある。しかしアンジェリンは俯き気味のままそちらを見ようともしない。

「アンジェ、どっちに行けばいい？」

　アネッサが尋ねた。アンジェリンはハッとして顔を上げる。見慣れた懐かしい風景が目に映る。

「……あっち」

　馬車はアンジェリンの示す方に進む。

　やがて、一軒の家の前に来た。アンジェリンは恐る恐るそちらを見る。

　庭に子供たちが集まっている。木剣を持って振っているようだ。それをベルグリフが優し気な目で見守っている。

　胸が締め付けられる。涙がこぼれそうだ。

　アンジェリンはおずおずとした足取りで荷車を降りた。

　子供たちの一人がアンジェリンに気付き、指を差して何か言う。ベルグリフがこちらを向いた。少し皺しわが増えただろうか。髪の色も少しあせたように思える。

　けれど、同じだ。同じ、優しい目だ。

「……ッ！　あのねっ！」

　アンジェリンは思わず駆け出して、庭に飛び込んだ。そうしてベルグリフの前に立って喚き立てる。

「わたし……わたしっ！　いっぱい頑張ったよ！　Ｓランクになって！　魔獣をいっぱいやっつけて！　あのっ、そのっ、困ってる人も助けてね！　この前は魔王ってのも倒したし……えっと……わたし、頑張って……」

　言いたい事がまとまらず、しどろもどろになるアンジェリンの頭に、ふわりと大きな手が置かれた。長い間剣と鋤を握り続けたごつごつした手の平が、愛おし気にゆっくりと髪の毛を撫でる。フッと力が抜けた。

「大きくなったなあ」

「……うん」

「髪の毛も伸びたな。よく似合ってる」

「……うん」

「すっかり立派になった。一瞬誰だか分からなかったよ」

「……うん」

　自分は、どうしてこの人を疑ってしまったんだろう。ぼろぼろと、涙がこぼれた。

　ベルグリフはにっこりと笑った。

「おかえり、アンジェリン」

「……ただいま、お父さん！」
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ＥＸ　小さな大冒険









　これはまだアンジェリンが八つの頃の話である。

　土の黒と雪の白でまだらになった畑をロバが歩く。後ろに付けた鋤を農夫が持ち、時折シッ、シッ、とロバを叱咤するように鋭い声を織り交ぜながら、朗々とした作業歌を歌う。ロバは歌に合わせるようにのんびりとした足取りで行ったり来たりを繰り返し、まだらの地面は段々と黒一色に染められて行った。

　雪解けの季節は外仕事の始まりだ。冬の間に体は硬くなっているが、そんな事を理由に怠けている時間などない。なるべく早く畑を起こして芋を植え、春まき小麦をまき、雪の下から顔を出した秋まき麦の芽を踏む。

　萌え出した若草に羊や山羊たちも大張り切りである。冬の間は食えなかった新鮮な青草に夢中になり、時に畑に入り込んで麦の若葉をかじるので、農夫が怒りの声を上げた。

　少しベトつく土に悪戦苦闘しながらベルグリフも畑に立っていた。共同の畑ではなく、自分の家の畑である。鍬くわを打ち込む度に、黒々とした土が刃先にまとわりついた。

　村共同の広い畑の耕こう耘うんはロバや馬が請け負うが、各戸にある小さな畑は人の手が鍬を振るう。一回一回上から下へ。その動きは上段から振り下ろされる剣の如しである。鍛錬も兼ねた仕事のようなものだ。しかし、矢張り打ち下ろされるのは地面だ。鍬を通して衝撃が体に跳ね返るので、何度もやっていればもちろん腰や背中に来る。

　ベルグリフは自分の体と相談するようにゆっくりと仕事をし、時折腰に手を当てて上体をそらした。土が粘つく分、一回一回の動きが丁寧になる。

　もうじき春告祭がやって来る。方々の畑の麦踏みは粗方済み、春まき小麦や芋の為の畑は八割がた耕耘が終わっているようだった。

　家の中からアンジェリンが軽い足取りで駆け出して来た。小さな肩掛け鞄を下げ、腰には短剣も差している。

「お父さん、行ってきまーす」

「ん？　ああ、気をつけてな」

　庭を横切り、そのまま向こうに駆けて行く。

　遊びに行くのだろう、とベルグリフは彼女を一いち瞥べつして見送った。そうして再び鍬を振るい始めた。




　　　　　　　　　　○




　雪解けの水があちこちで小川になってさあさあと流れていた。手を入れるとひやりと冷たい。射す陽光は春のものになっているけれど、肌に吹き付ける風はまだまだ冬の冷たさを保っている。息を吐けばもちろん白い。

　アンジェリンは村の外の平原を歩いていた。いつも一緒に遊んでいる同世代の子供たちはいない。一人でぽてぽて歩いて行く。足の下では湿った地面が時折水を染み出させた。場所によっては水の深い所があって、アンジェリンはそんな所に足を突っ込んでは顔をしかめた。

「むう……今日もぐしゃぐしゃ」

　そんなだから足取りもつい慎重になる。ぬかるんでいるらしい所を避けて、大きな石などがあればそれを踏みながら進んだ。

　慣れた場所だ。毎朝ベルグリフと歩いているし、友達と遊びに来る事もしょっちゅうである。この時期にだけ流れる幾つもの小川が楽しく、雪解けになってからは友達と何度も来た。その度に足場が悪くて、冒険しているような気分になったものだ。

　ずっと下を見ながら歩いていて、ふと顔を上げると、岩の上に山羊が一匹座っているのが見えた。草を嚙み戻しているのだろう、口をしきりにもぐもぐさせて、横長の瞳でアンジェリンをジッと見ている。アンジェリンは口を尖らして山羊を見返した。

「なんだよ……ないしょだぞ」

　アンジェリンは「しー」と人差し指を口に当て、足早に歩を進めた。山羊は「めえ」と鳴いた。

　少し行った所で急に木が鬱うつ蒼そうと茂って森になる。葉のすっかり落ちた木もあるが、常緑の木もたくさんあって、その葉や枝々で陽の当たりづらい所はまだ雪が残っている。それが日中の気温で少しずつ溶けているらしい、ぽたぽたと音をさせて水が滴り、森の中は雨が降っているようだった。

　空はこんなに明るいのに、とアンジェリンはくすくす笑った。しかし肩や頭に大粒の冷たい滴がぽたんと落ちる度に少しびっくりする。

　一人で森に入るのは初めてだ。

　いつもはベルグリフと一緒に出掛けて、薬草や木の実、キノコなんかを集める。他の多くの子供たちと同じように、アンジェリンも森に入るのは大好きだ。奥に行くほどに緑が深くなり、大きな木が倒れ、そこに苔がむし、小さな木がまた生えて行く様は幼いながらもアンジェリンの心に何か訴えるものがあった。その倒木に腰を下ろして食べる弁当や、食後にベルグリフが話してくれる不思議なおとぎ話も好きだった。精霊や森の生き物たちの話だ。それは面白く、時に怖いものだった。

　アンジェリンは足を止めて、辺りを見回した。死んで朽ちた倒木から新しい木が生えている。

　ここでは生と死が混然としていた。黙って立っていると自分と森との境界線が曖昧になる気がした。あちこちから不思議な視線を感じるようだった。ベルグリフと一緒にいつも入っている筈の森が、一人きりだとまるで違ったように思った。

　だから、次第に森の奥に入って行くほどに、アンジェリンの心臓は高鳴った。冒険心によって気分が高揚するのと同時に、どこか恐ろしく、心細かった。

　自分が弱いとは思わない。毎日ベルグリフと剣の稽古をしているのだ。何か出て来ても腰の短剣でやっつけてやる自信はある。

　けれども森の暗がりは、彼女にそういったものとは別の恐怖を呼び起こした。もしも森から出られないで、ずっと迷ったままだったら……。

　アンジェリンは嫌な考えを吹き飛ばすように、ぶるぶると頭を振った。

「こわくないもん……きっと灯火草をとって来るんだもん……」

　自分に言い聞かせるように呟き、アンジェリンは大股で再び歩き出した。




　　　　　　　　　　○




　ついこの前ケリーの家で小宴会があって、ベルグリフとアンジェリンも呼ばれて行った。気の置けない農夫仲間数人が集まって仕事始めの英気を養おうというのである。大人たちは味見という体裁の林檎酒を舐めながら良い気分で談笑していた。

　林檎酒をコップに汲みながらケリーが笑った。

「もう春だ！　嬉しいが早いもんだな！」

「まったくだ……忙しくなるなあ」

　ベルグリフが呟くと、集まった農夫たちも頷いた。

「気がつけば春告祭だからなァ……なあ、少し麦の発芽が悪いトコがあるんだが」

「なに？　どの辺だ？」

「西の小川沿いよ。少し種が薄まきだったかも知んねえ」

「そいつは困ったな。軽くまき足しておくか」

「いや、麦踏みを丁寧にして、肥しを多めにやろうや。株を太らせれば何とかなるだろうよ」

「そうかい。うちは肥しは足りてそうだから、量が欲しけりゃ言ってくれ」

「悪いな、助かるわ」

「ベルよ、お前んトコは、種芋は足りそうか？」

「ああ、大丈夫だよ。うちは畑もそれほど広くないからな」

「そうかあ……いやな、どうも今年は芋の保存が上手く行き過ぎてよ。種芋が有り余ってんだよな」

　ベルグリフに話しかけた農夫がそう言って頭を搔くと、別の農夫が笑った。

「景気がいいじゃねえか、畑広げろよ」

「そうすっかなあ……ケリーよ、今度ロバ貸してくれねえか？」

「おお、構わねえぜ。うちの畑が終わってからになるが」

「そいつは当然だわな。じゃあ厄介になるわ」

　アンジェリンを膝に乗せたベルグリフは明日の作業の事を考えながら林檎酒を飲んだ。アンジェリンはケリーの家の猫を抱きかかえ、そのふかふかした毛を揉んでご満悦である。

　暖炉で火が赤々と燃え上がり、底冷えのするような早春の宵にささやかな暖色を添えていた。

　ケリーの家は豪農であり家族が多い事もあって広く、子供も含めて十人以上が一堂に会してもまだ余裕がある。ベルグリフが昼に仕留めて来た野鳥をケリーの奥さんが焼いてくれる。香ばしい肉に舌鼓を打ち、林檎酒を舐めれば、明日から働く気力も湧こうというものだ。

　農夫が集まれば仕事の話になるが、皆が楽しみにしているのはその仕事の先に待っている春告祭だ。毎年暦上の春の第一日に行われる。大抵はそれより前に雪解けになり、畑仕事はもう始まっている。忙しい仕事の最中に重ならないように、村人たちは冬明けから春告祭までは一生懸命に働き、区切りをつける。そして仕事の一段落を労うかのように、暦上の春がやって来るのだ。

　春告祭のご馳走は冬の貯蔵品の残りが中心だから、秋祭りのご馳走には及ぶべくもないが、それでも冬を越して最初の一仕事を終えた後の祭りは格別のものがある。働いた分の楽しみが待っているからこそ、農夫たちは額に汗水たらす事をいとわない。今日くらいの小さな宴会ならばべろべろになるほど飲む事はないが、春告祭ならば酔いつぶれるまで飲んでも許される。

「今年の林檎酒はちょっと酸っぱいか？」

「いや、この樽がだろう」

「春告祭の飲み比べが楽しみだなあ。今年はどこの林檎酒がうまいかね？」

「それは祭りのお楽しみよ」

「ベルは今年も灯火草を採りに行くのか？」

「ああ」

「よくやるなあ。紙の灯籠でいいのによ」

「はは、意地みたいなもんかな。親父とお袋が好きだったんでね……」

　ベルグリフはそう言って笑い、コップの林檎酒を飲み干した。

　灯火草という草は、春先にランプのように丸い丈夫な花をつける。毬まりくらいの大きさのあるそれは、夜になると花粉が薄ぼんやりとした青白い燐りん光こうを放ち、雄しべに蒸留酒を振りかけると、花粉がアルコールに反応して燐光が朱色に変わる。

　春告祭は鎮魂の祭りでもある。トルネラの土着信仰では、秋祭りに主神ヴィエナと精霊を祝福すると共に祖先の霊を迎える。帰って来た祖先の霊は冬の間家に留まり、無事に冬越えが出来るように子孫を守っている。やがて無事に春が来ると死者の世界に帰って行く、と信じられている。

　その為、昼間は祖先の霊と飲めや歌えの宴を楽しみ、夕刻が近づくと雪解けの川に朱色の灯火草を流して、祖先の霊を見送る。それからまた夜更けまでは祖先を見送る宴会だ。

　だが、灯火草が使われていたのはもう随分昔の話だ。現在はあまり使われず、木の骨組みに紙を張った灯籠に蠟燭を入れたものを使う。昔は今ほど紙が自由に手に入らなかったからだろう、と村の古老たちは言った。

　かつては平原にも灯火草の群生地があったらしいが、それは祖父たちの代に麦畑にしてしまったという。灯火草は日当たりの良い肥沃な土地にしか生えない。そういった土地は畑にするにもいい土地だから、少しずつ開墾が進んだ結果、村の近くには気まぐれのように生えるばかりになってしまった。

　そんな風に今は紙灯籠が主流になっているが、トルネラに帰って来てからというもの、ベルグリフは毎年春先に灯火草を採りに行った。彼の幼い頃はまだ灯火草を使う家も多かったし、両親がその朱色の光を好いていた、というのが大きかった。

　両親の記憶はややおぼろげだ。父親はベルグリフが七つの時に、母親は十一の時に死んだ。愛されていたとは思う。しかし父親の顔はちっとも思い出せないし、最近は母親の顔も忘れそうになる。だが川を流れて行く灯火草の朱色の光を愛おし気に見つめる両親の横顔は、映像としてではなく、それを見た時の自身の感覚の記憶としてベルグリフの心に刻まれていた。

　孝行する前に死んでしまった両親へのせめてもの手向けだ、と毎年灯火草だけはきちんと採りに行く事にしていた。あの朱色の光を見ると、両親の記憶が改めて刻まれるような気がしたものだ。

　夜が更ける前にお開きとなり、ベルグリフはアンジェリンをおぶって帰路についた。アンジェリンは少しうとうとしていたらしいが、外の冷気に当たって目が覚めたようで、もそもそとベルグリフの背中で身じろぎしながら彼に話しかけた。

「お父さん」

「ん、なんだい？」

「また灯火草をさがしに行くの……？」

「ああ、今年もな。忙しいから大変だけど、おじいちゃんとおばあちゃんが好きだったからね」

「うん……でも、はたけとか……」

「はは、それは仕方がないさ。毎年の事だからもう慣れたよ」

「そう……」

　アンジェリンはベルグリフの背中に顔をうずめるようにして目を閉じた。




　　　　　　　　　　○




　少しでもお父さんの助けになりたい、と思っていた。

　ベルグリフは毎日一生懸命働いている。畑を起こし、時間があれば森や山に入る。自分の所だけではなく人の畑も手伝うし、食事も作れば掃除も洗濯もする。アンジェリンも手伝いはするが、手際の良さではとても敵わない。小さな体では畑仕事だってたかが知れている。

　アンジェリンが一番得意に手伝える事は森で採取をする事だった。

　目の良さには自信があった。ベルグリフが見つけるよりも先に薬草や木の実、キノコなどを見つける事が出来たし、義足であるがゆえにベルグリフが不得手としていた木登りも得意だ。秋にはするすると木に登ってアケビや山葡萄をもいだ。

　だから、灯火草を採って来ようと思ったのだ。春先はただでさえ忙しい。森の奥まで行って帰って来るだけで大変だ。少しでもベルグリフに楽をさせてあげたかったのだ。

　アンジェリンも灯火草を一緒に採りに行った事がある。ベルグリフに連れられて森を抜け、山麓に近い開けた場所を目指した。

　灯火草の群生地は西の山麓伝いに進んで山を回り込んだ方にあった。山を登るわけではないが、森の中をずっと進まねばならない。春先の森は鬱蒼として見通しが悪く、地面はくしゃくしゃと水気が多い。

　そんな森を抜けた先で不意に景色が開けて、軽く傾斜した地面に無数の灯火草の丸い花弁が風に揺られていたのを思い出す。それはとても美しい光景だった。

「お父さん、ほめてくれるかな……えへへ……」

　灯火草を持ち帰った自分を見て、ベルグリフが褒めてくれるのを想像してにへにへと笑う。こっそり出て来たのは驚かせる為でもある。自分の成長っぷりにベルグリフも喜んでくれるだろう。

　アンジェリンは大きな岩に背中を預けて休んでいた。日が当たるからぽかぽかと暖かい。

　丁度日が西に傾き出した頃だ。お腹も空いた。アンジェリンは鞄から堅焼きのパンと山羊乳のチーズを出してかじった。

　ぐるりを見回す。森の深い所である。一人でこんな所まで来てしまった。ベルグリフを除けば村の大人たちだって来ない所だ。それを考えるとアンジェリンは怖いようでもあり、また得意気にもなった。この冒険は憧れの冒険者になるための第一歩になるかも知れない。

「ふふ……ぼうけんしゃだぞ……！」

　アンジェリンは立ち上がり、目の前に魔獣が現れた気分で短剣を抜いてひゅんひゅんと振った。次第に気分が盛り上がって来たらしい、剣だけ振っていたのが足まで動き、一人で演武でもやっているかのようだ。頭の中では物語が展開されている。

　強力な魔獣が出たとする。お父さんはとっても強いけれど、不意を突かれて怪我をしてしまう。そこに颯爽と現れるわたし！

　アンジェリンは誰かをかばうようなそぶりをして、キッと目の前を睨み付けた。

「お父さん……もうだいじょうぶ！　さあ来いまじゅう！　わたしがあいてだ！」

　魔獣はきっと龍とか魔王とか、そういう強い奴だ。お父さんが怪我するくらいだもの。だけどわたしは負けないのだ。何せお父さんに剣を習っているのだから、わたしはお父さん以外には負けないのだ。絶対に。

　アンジェリンはどんどん盛り上がって、かけ声や台詞も賑やかに一人で剣を振って跳ね回った。

「やあ！　とう！　むむ、やりおるな……！　さてはでんせつの……ドラゴンだな！」

　空想の龍との戦いは熾し烈れつを極め、とうとう必殺の一撃が龍の首を落とした時、アンジェリンはすっかりくたびれてしまった。夢中になって跳ね回ったせいでうっすら汗までかいている。

　アンジェリンは再び岩に背を預けて座り込むと、ふうと息をついた。

「はげしいたたかいだった……」

　まだ続いていたらしい。

　昼食は食べたし、たくさん動いたし、陽射しはぽかぽかと暖かだ。アンジェリンは期せずして睡魔に襲われ、いつの間にかすうすうと寝息を立てていた。




　　　　　　　　　　○




「ケリィイイイィ……」

「うおっ!?」

　畑から帰る途中、この世の終わりが来たような顔をしたベルグリフが現れたので、ケリーは度肝を抜かれた。太陽はとうに沈んで宵闇が迫り、辺りはすっかり暗い。近くに来るまで誰だか分からないくらいだ。ただでさえ化け物と出くわしそうな時間帯だったので、ケリーは思わず悲鳴を上げてしまった。

「ベ、ベルか！　脅かすな、まったく……」

「アンジェが……アンジェが帰って来ない……もう暗いのに……」

「はあ？　アンジェが？　子供同士で遊んでたんじゃねえのか？」

「どこの家の子ももう帰ってるんだ……どどど、どうしようケリー……まさか人ひと攫さらいが……それとも……おおう、アンジェ……」

　どんな想像をしているのだか、ベルグリフは両手で顔を覆って悲痛な声を上げた。ケリーは嘆息してベルグリフの肩を叩いた。

「おいベル、お前らしくもない。少し落ち着け」

「お、お、お、落ち着いていられないよ！　今までこんな事なかったんだ！」

　いつも冷静で自分を失う事のないベルグリフの取り乱しように、ケリーは思わず可お笑かしくなってしまったが、笑っている場合ではない。少し乱暴にベルグリフの肩を摑んで揺さぶった。

「馬鹿、お前が取り乱してどうすんだ！　そんなザマじゃ見つかるもんも見つからねえぞ！」

「う…………そ、そうだな……スマン……」

「ともかくアンジェを見た奴がいないか聞いてみようや。俺も手すきの連中に声をかけるからよ」

「ああ……スマン……」

　何とか冷静になったベルグリフは村人たちにアンジェリンを見たかどうか聞いて回った。多くの村人たちは知らなかったし、子供たちも今日はアンジェリンとは遊んでいないと言うので途方に暮れかけた。しかし、村の外で羊に草を食わしていた牧童が彼女を見たと言った。

「一人で歩いてたぜ。確か森の方に向かってたような気がしたけど」

　ベルグリフは青くなった。一人で森に？　何をしに？

「……まさか灯火草？」

　考えている暇はない。ベルグリフは家に取って返すと剣をおっ取り、ランプを掲げて森に向かって走った。すれ違った村人が怪訝そうな顔をして声をかける。

「おいベル、どうした？」

「アンジェを探しに行って来る！」

　昼間でも薄暗い森の中は、夜ともなれば尚更暗い。足元が見えないだけで義足では歩みが遅い。ほんの少し足を踏み外しただけで転びそうになる。義足では、つま先だけで踏ん張るといった事が出来ないからだ。

　朽ちた木を踏めば、杖のように尖った義足はめり込む。濡れた石を踏めば滑る。明るければ視界に入っただけで無意識にそういったものは避けるのだが、ランプの明かりだけでは判断が出来ない。その上心に余裕がないのだ。どうしたって足取りは荒くなる。

　ベルグリフはやきもきしながら大声でアンジェリンの名前を呼び、早足で進んだ。その声はむなしく木に跳ね返って響くばかりだった。
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　不意に冷たい風が吹いて、アンジェリンは体を震わせて飛び起きた。

「……？　ここ、どこだっけ……」

　辺りはすっかり暗くなっている。午睡の間に夜になってしまったようだ。

　どうして自分がここにいたのだか、アンジェリンは首を傾げたが、すぐに森に来ていた事を思い出した。そうして慌てた。

「ど、どうしよう……」

　暗くなる前には森を出るつもりだった。それでベルグリフにこの冒険の話をしながら一緒に夕飯を食べる予定だったのだ。

　それなのにもう夜だ。濃い闇がそこここに居座って、木々の輪郭が陰影の濃淡だけでぼんやりと分かるばかりである。見上げた空にちらちらと星が光っているのだけが救いだった。

「にしは……あっち」

　アンジェリンは星を見て方角を読む。その方法はベルグリフから教わっていた。夜に森に入るのは初めての経験だったが、話にだけは聞いていた。視覚が用を成さないから、嗅覚や聴覚をしっかり使うのだと。そして何よりも夜間行軍は止むを得ない時を除いて避けなければならない、と。

「けど……」

　こんな所でジッとしているのはあまりにも怖かった。さっきまで体を預けていた大きな岩さえ、冷たく自分を見下ろしているように感ぜられた。闇の向こうから姿のない何かがこちらを見ているような気がした。剣で切れる相手ならばまだいい。しかし、否応なしにその闇の中に引っ張り込まれ、永遠にさまよい続けるような事になるのは御免だ。

　ともかく、灯火草の所を目指そう、とアンジェリンは思った。それは特に明確な理由があったわけではない。しかし混乱した子供の心には、当初の目的を目指すという単純な動機が一番手っ取り早かったのだ。

　アンジェリンの足を動かしていたのはまさしく恐怖心と寂寥感だった。動いていればそれはいくらか紛らわされた。

　手探りをするように歩いていたが、次第に目が闇に慣れて来たらしい、曖昧だった夜の森が薄ぼんやりと見えるようになって来た。転ばないのに必死だった足取りが段々とスムーズになる。それに従って心が落ち着いて、再び勇気が湧いて来るような気がした。

　不意に夜の鳥がぎゃあぎゃあと声を上げて飛び立った。羽音と、木々がざわめく音が響いた。アンジェリンは驚いて短剣を抜いて構える。落ち着きかけた気持ちがまたざわついた。心臓がどきどきと打っている。自分の呼吸の音が嫌に大きく聞こえるようだ。

「うう……」

　じわりと浮かんで来た涙を手の甲で拭いながら、アンジェリンはまた歩き出した。寒気がしんしんと肌を刺した。手と手をこすり合わせる。はあと吹きかけた息は真っ白だ。

　寒さと心細さで焦ったように足を動かしていたアンジェリンだったが、ふと辺りを見回して蒼然とした。方角は分かるけれど、自分がどこにいるのか分からなくなってしまった。漠然と西を目指していたものの、闇雲に歩き続けたのがいけなかったようだ。

　アンジェリンはとうとうしゃがみ込んで膝を抱えてしまった。寂しさで涙がぽろぽろこぼれる。どうして自分は一人で灯火草なんか探しに来てしまったんだろう、と悔恨が心を支配した。

　お父さんは心配しているだろうか。今頃自分を探しているんだろうか。

　ベルグリフに心配をかける事が情けなくもあった。本当は灯火草を持って帰って、成長したと褒めてもらいたかったのだ。これでは成長どころか迷惑をかけるばかりじゃないか。

「……わたしのバカ。アンジェリンのバカ」

　アンジェリンは両手で自分の頰をぴしゃぴしゃと叩いた。頰がじんわりと熱くなる。指先はすっかり冷えていた。

　二につ進ちも三さつ進ちも行かなくなり、アンジェリンはしばらくしゃがんだまま動かなかった。肩を抱いてこすった。動かないでいると背筋がゾッとして、歯の根がかみ合わないような気がした。グッと食いしばろうとするほどに歯がかち合って音を立てた。

　動かなくちゃ、と思う。しかし震えが強くなって上手く体が動かせない。呼吸が浅くなり、白い息がとめどなく宙を漂った。

　ふと、地面に薄緑の光が揺れた。アンジェリンは驚いて顔を上げた。

「わ……」

　思わず嘆声が漏れた。まるで蛍のような小さな光の塊が、静かに明滅しながらいくつもいくつもそこいらを飛び回っていた。

　アンジェリンはそうっと手を伸ばしてその光を捕まえてみた。しかし手に握ったと思ったのに、開いて見ると光はなくなっていた。熱くもないし、冷たくもない。燐光のようなのに虫ではない。第一、こんな季節に蛍なぞ飛んでいる筈がないのだ。

　光は暗かった森をわずかに明るく照らした。木々や岩が薄緑に浮かび上がった。幻想的な光景だった。アンジェリンは悲しさも忘れて思わず見入ってしまった。前にベルグリフの話してくれた森のおとぎ話に、こんな風に緑色の光の事があった気がした。

　その時、遠くから声が聞こえた。アンジェリンはハッとして周囲を見回した。確かに自分の名前を呼ぶ声だ。聞き間違えようがない、大好きな声だ。

「お父さーん！　こっちだよー！」

　アンジェリンが大声で叫ぶと、向こうの方で返事があって、がさがさと茂みをかき分ける音がした。しばらくするとランプのものらしいぼんやりした黄色い光と、それに照らされた赤髪が見えた。

「アンジェ！」

「お父さん！」

　湧いて出た安心感で緊張の糸が切れたのか、アンジェリンは再び涙をぼろぼろこぼしながらベルグリフに駆け寄り、その胸に飛び込んだ。ベルグリフはやや乱暴ともいえる手つきでアンジェリンを撫でた。

「怪我は!?　してないな？　ああ、よかった……こいつめこいつめ！　心配したんだぞ！」

「ごめんなさい……ごめんなさぁい……うああぁーん！」
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　ひとしきり泣いたアンジェリンはベルグリフの膝の上に座っていた。大きくて温かで、とても安心する。

　ランプの明かりに照らされるベルグリフの恰好はぼろぼろだ。何度も転んだのか服はあちこち泥にまみれているし、枝が顔を打ったのか擦り傷が頰に走り、髪の毛には枯葉や泥が付いていた。アンジェリンは申し訳ない気持ちでいっぱいになったが、ベルグリフはまるで気にしていないようだった。とにかくアンジェリンが無事だったという事だけで満足なようだ。

「よく一人でこんな所まで来たなあ……」

「うん……」

「でも二回目はなしだぞ？　お父さん、心配し過ぎて大変だったんだから」

「うん……ごめんなさい……」

　しょんぼりするアンジェリンを、ベルグリフは笑いながら抱き上げ、立たせた。

「さて、行こうか」

「うん。おうちにかえる？」

「いいや？　せっかくだ。このまま灯火草を採って帰ろう」

　アンジェリンは目を丸くした。

「で、でもよるの森はあぶないって……」

「おいおい、それが分かってるなら一人で来ちゃ駄目だろう？」

「う……」

　また落ち込みかけるアンジェリンを見てベルグリフはくつくつと笑い、それからぽんとアンジェリンの頭に手を置いた。

「大丈夫だよ。お父さんが一緒だから」

　罪悪感で少し強張っていた体が一気にほぐれた。

　お父さんが一緒！　アンジェリンにとってこれだけ安心できる言葉はなかった。

　一人の冒険もドキドキして素敵だったけど、お父さんが一緒にいてくれるのはもっと素敵だ。アンジェリンは嬉しくなってベルグリフの腕に抱き付き、手をぎゅうと握った。

「おててつなぐ！」

「そうだな。はぐれないように……ああ、こんなに冷えて……」

　ベルグリフはアンジェリンの手を温めるように握り返し、ゆっくりとした足取りで歩き出した。小さなランプの明かりだけだが、焦っていなければ足元がおぼつかない事はない。

　恐怖感なしに見てみると、夜の森というのも不思議な魅力に満ちている、とアンジェリンは思った。怖いものが潜んでいそうだった暗がりは優し気に見えたし、高い所を抜けて行く風が木々の葉を揺らす音も綺麗だった。枝にとまる梟ふくろうを見つければ嬉しかった。足元を野ネズミが横切って行くのも愉快に感じた。

　ベルグリフは時折立ち止まって、しいと声を潜めながら、アンジェリンに闇の奥の方を見るように促した。目を凝らして見ると、その奥には動物が静かに佇んでこちらをうかがっているらしいのが分かった。

「夜の森は彼らの世界だからね」

　ベルグリフは言った。

「見られているのはこっちなんだ。だから全身の感覚を研ぎ澄まさなくちゃいけない」

　アンジェリンは頷いた。あちこちから見られているような気がしたのは、気のせいじゃなかったんだ、と思った。

　そこで、ふとあの薄緑の光の事が思い出された。あれは生き物だったのかしらん？

　ベルグリフにその事を尋ねると、彼はしばらく黙ったまま歩いていたが、やがて口を開いた。

「それは精霊の火かも知れないね」

「せいれいの火？」

「前に話しただろう？　迷子のイゾルデの話」

「ああ！」

　それはおとぎ話だ。森で迷ってしまったイゾルデという少女が、不思議な緑色の光に導かれて村に帰りつくというストーリーだった。緑の光というのを何となく聞いた事のある気がしていたが、それだったのだ。

「森には精霊が住んでいるんだ。気まぐれに不思議な出来事を起こすんだよ」

「いたずらようせいみたいに、同じところをぐるぐるさせたり？」

「はは、そうだね。それも精霊の一種だ。精霊は子供が好きなんだよ。きっとアンジェが一人で寂しそうだったから来てくれたんだろう」

「そっかあ……」

　アンジェリンは何ともなしにそこいらを見回した。動物だけではなく、精霊にも見られていたのかしら、とちょっと照れ臭くなった。

　ベルグリフは考え考え、ゆっくりと進む。気が付くと空には薄雲がかかって、星も満天というほどには見えなくなっている。銀竜草も見当たらない。これでは方角が読めない。それでもベルグリフは進んで行く。アンジェリンは少し不安になった。

「お父さん……」

「なんだい？」

「ほうがくが分かるの……？」

「ふふ、お父さんはもう何度も来ているんだよ？」

　アンジェがお父さんの所に来る前からね、とベルグリフは笑った。山麓に広がるこの森は、彼にとっては庭のようなものらしい。

　不意に、木々が開けて風が吹き抜けた。刺すように冷たい風に、アンジェリンは思わず目を閉じて手で顔を覆う。さらさらと草が触れ合う音がした。

「ほら、見てごらんアンジェ」

　ベルグリフが優しく言った。アンジェリンはそっと目を開けた。

　灯火草が一面に揺れていた。毬のような丸い花弁が青白い光を湛えて、それが風に吹かれて揺れている。揺れる度に花粉が明滅するのだろう、光までが動き回るようだ。横に立つベルグリフの顔が下から青白く照らされて、何だか別の人のように見える。

　まるでこの世のものではないような光景に、アンジェリンはしばらく言葉を失った。去年ベルグリフと来た時は昼間だった。灯火草は地面を覆って生えていたけれど、こんな風に光ってはいなかった。アンジェリンは思わず駆け出して、ぼんやりと光る灯火草の中に分け入った。近くで見るとひどくまぶしく感じたが、不思議と心地よかった。

　振り向いて手を振った。ベルグリフは笑って手を振り返した。




　　　　　　　　　　○




　暮れかけた空が西の山の稜線に沿って紫色に染まっている。星もいくつか輝いているようだが、半月が昇って来ているせいかそれほど数は多くない。

　川へと向かう小道を、いくつものかがり火が列になって進んで行く。

　昼頃から始まった宴会が少し収まった頃、村人たちはかがり火を掲げ、それぞれ紙灯籠を持って村の近くの川に集まった。雪解けの水が流れ込んだ川は水量が増し、さあさあと音を立てて流れていた。川岸にはまだ氷が残っている。

「主神ヴィエナと祖先の霊に！」

　神父が祝詞のりとを唱え、かがり火を掲げた。村人たちは紙灯籠の蠟燭に火を点け、そっと川の流れに乗せる。
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　ベルグリフは青白く光る灯火草の雄しべに蒸留酒を振りかけた。途端、火が灯ったかのように青白い光がぽっと朱色に変わる。村人たちはそれを見て歓声を上げた。ベルグリフはそれをアンジェリンに手渡した。

「ほら、流してごらん」

　アンジェリンは頷き、ちょっと緊張気味に灯火草を川に流す。それは紙灯籠に交ざってゆらゆらと危なげに揺れながら流れて行き、やがてとぷんと川の底に沈んでしまう。

　しかし、紙灯籠の蠟燭が消えてしまうのと違って、灯火草の光は水の中でもしばらく残っている。

　朱色のぼんやりした光が川の中を次第に下流へと遠ざかって行くのを、アンジェリンはジッと見つめていた。

「……きれいだね、お父さん」

「ああ」

　村人たちが霊送りの宴会の為に再び広場に戻り始める中、アンジェリンはベルグリフの横に立って川の下流を眺めていた。月明かりが地上に降り注ぎ、降り始めた霜がきらきらと輝いた。

　不意に冷たい風が吹いた。アンジェリンはベルグリフの手を握った。

　大きくてごつごつしたその手に安心しながら、また来年もお父さんと一緒に夜の灯火草を見に行こう、とアンジェリンは思った。
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　頭がぼんやりして、寒気がするのにひどく汗をかく。鼻の奥が詰まっているから、息をするのにも何だか苦しい。

　朦朧とした視界の向こうで、十歳のアンジェリンが心配そうな顔をしている。額に乗せられていた濡れ手ぬぐいは体温でぬるく温まっていた。アンジェリンはそれをタライの水に浸けて搾り、ベルグリフの顔の汗を拭った。

「お父さん、大丈夫……？」

「ん……ありがとう、アンジェ……もう、昼かな……？　ご飯の支度を……」

　起き上ろうとするベルグリフを、アンジェリンは慌てて押しとどめた。

「だめ、ちゃんと寝てて」

「む……だけど」

「いいの。寝てなきゃ治らない……それにもう日が暮れる」

「……そんなになったのか」

　アンジェリンに睨まれ、ベルグリフは諦めて元通り仰向けに寝転がった。

　すっかり風邪を引いていた。しばらくこんな事はなかったのに、とベルグリフは情けない気分で目を閉じる。アンジェリンは立ち上がって、暖炉に薪を足した。火が燃えてぱちぱちと音を立てる。かちゃん、と鍋の蓋を開ける音や、木のヘラでかき混ぜる音が聞こえる。

　冬の入りである。寒さは日に日に増し、空はいつも灰色の雲がかぶさって、雪の降る日の方が多いくらいになっていた。

　よもや川に落ちるとは、とベルグリフは目を閉じたまま嘆息した。

　いつもの夕暮れの見回りの時、凍った川べりに雪が積もったのを地続きだと勘違いして踏み抜いたのだ。

　岸に近い所だったから深くはなく、溺れるような事もなかったけれど、転倒して全身が濡れ、冷たい水が服の奥まで浸みて、寒風にさらされてさらに冷えた。慌てて家に帰る途中にも次第に寒気を感じており、帰ってから煎じ薬と暖かなスープで養生して眠ったのだが、翌朝にはもう熱が出ていた。朝に無理を押して食事を作ったまではよかったが、それを腹に入れて寝床にひっくり返って、気付けばもう夕暮れ時だ。

　参ったな、とベルグリフは額の手ぬぐいの位置を直しながら息をついた。苦笑する元気もない。糸紡ぎも途中だし、豆の選別だって済んでいないのに、と思う。

　焦っても仕方がないと分かってはいるのだが、熱が出て朦朧としている頭では変に気ばかりはやっていけない。庭の穴で貯蔵している野菜が腐ってはいないかなどという事まで気にかかった。

　アンジェリンが再び手ぬぐいを取り上げて水ですすいだ。それで汗を拭いながら尋ねる。

「お父さん……スープ温まってるけど……」

「んん……」

　ベルグリフはゆっくりと体を起こした。くらくらする頭を指先で押さえる。

「……少しもらおうかな。あと……昨日煎じた薬も……」

「分かった……そのままでいいよ」

　アンジェリンは鍋からスープを注ぐ。その後ろ姿を眺めながら、娘に看病されるのが嬉しいやら情けないやら、ベルグリフは片付かない気持ちで頰を搔いた。

　豆と干し肉の入った温かいスープと煎じ薬を飲むと、幾分か気持ちが落ち着き、ベルグリフは静かに寝息を立て始めた。アンジェリンはホッとして手ぬぐいで顔の汗を拭ってやり、それからまた暖炉に薪を足した。

　火を起こして、自分もスープを飲みながら、アンジェリンは眠っているベルグリフの顔をまじまじと眺めた。

「……お父さん、かわいい」

　誰でも眠ると子供みたいな顔になる、とアンジェリンは思った。よく見ると口と鼻の間にもうっすらと髭が伸びかけている。いつもは剃っているけれど、今日は風邪だから剃らなかったんだ、と思う。

「……もっと伸びたらどうなるんだろ？」

　口髭や頰髭までもじゃもじゃに伸ばしたベルグリフを想像して、アンジェリンは顔をしかめた。何だか別の人みたいだ。

　これくらいがいいな、とアンジェリンが髭を撫でると、ベルグリフはむにゃむにゃと小さく何か言った。アンジェリンはくすくす笑う。

　いつもは逆なんだ、と思う。夜だって寝るのは自分の方が早い。朝起きるのはお父さんの方が早い。でも、今日はわたしの方が起きるのは早かったし、夜だって何があるか分からないから、お父さんよりも遅くまで起きてるんだぞ、とアンジェリンはにまにま笑った。

「大丈夫だよ、お父さん……わたしが付いてるから……」

　そんな独り言に得意気になりながら、アンジェリンはまた温くなった手ぬぐいを水ですすいで絞った。いつも二枚重ねている自分の毛布を、一枚ベルグリフにかけてやった。

　果たして夜が更けて朝になって、目を覚ましたベルグリフは清々しい気分だった。頭にかかっていた靄が吹き払われたようだ。寝たままだったから体は少し硬いが、少し動かせば何という事はない。昨日一日休んだのが良かったらしい。

　伸びをしながら体を起こすと、隣でアンジェリンが寝転がっていた。毛布が一枚しかかかっていない。何だか顔が赤い。嫌な予感がした。

「……アンジェ？」

「……おはよー、お父さん……」

　目が熱っぽく潤んでいて鼻声である。ベルグリフはアンジェリンの額に手をやった。熱い。ベルグリフは嘆息した。

「うつしちゃったか……ごめんな……」

「うー……」

　アンジェリンはもそもそとベルグリフの手を取り、自分の頰に当てて目を閉じた。ベルグリフは苦笑しながら自分の分の毛布もかけてやり、手ぬぐいを絞って額に乗せてやった。

「昨日はありがとな……今度はお父さんが看病する番か」

「ん」

　風邪なのにアンジェリンは妙に嬉しそうに毛布に口元をうずめた。
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『冒険者になりたいと都に出て行った娘がＳランクになってた』

　あらためて見てみると本当にひどいタイトルである。文法に厳しいお方は「なってた」で既に嫌悪の情を催し、本文に目を通すまでもなく大した小説ではないと思われるであろう。大体間違っていないし、読んだところで人生に何の影響もないから構わないと思われる。それでも手に取ってくださったお方には心からお礼を申し上げます。

　さて、この物語はファンタジーであって、要するに現実ではありえない空想の世界に遊ぶ事を楽しむものだから、読んだ後に余韻というものがある。そこに作者だか何だか、よく分からない者がしゃしゃり出て来てあれこれ無駄口を叩くのがいいのかどうだか分からない。しかし書いてくれと頼まれた以上書かなくてはならないだろう。

　だが、この話には制作秘話だとか裏話といった気の利いたものがまるでないから内容に窮する。ないものをあるように書く事がファンタジーの醍醐味だけれど、それは物語の中の話であって、ここで裏話をねつ造しても仕様があるまい。

　また、世の中の読者には後書きから先に読むという奇特な人が一定数いるとも聞いている。だから下手に本編の内容に言及するのにも警戒を要するから、つまり何も書けない。

　それではこれからの千文字程度の原稿を埋めるのに苦慮するから、取りあえず思い付いたままに書いてみようと思う。

　しかし、そもそも後書きを書いている時点で本が出来上がっていないから、実物の本にどうこう言う事もできない。もし出来上がっていたら、この後書きはどこに載せればいいのか。

　ともあれ、本になっていなくても、toi8氏による表紙のイラストはある。キャラクターのラフ画も大分上がって来ている。ベルグリフは若者に皺を書き足しただけのパチモンではなく、きちんとおっさんだし、アンジェリンは実に可愛らしい。こんな可愛い娘に慕われているベルグリフに嫉妬の炎を燃やし、急遽通り魔を登場させて奴の腹を刺してくれようかと思ったくらいである。

　しかしおかげで筆が乗ったかといえばそういう事もなく、氏の素晴らしい表紙絵やキャラクターラフに却って恐縮し、こんな美麗な絵がこの小説に付いていいものだろうかと布団の中で悶々とし、起き出してまたパソコンを立ち上げて絵を見てにやにやする。気付くと時間が経っている。そうして寝不足になって文章に支障をきたす。toi8さん、あなたは罪作りな人です、ありがとうございます。

　この文章を読んでいる読者諸賢がこの本を手に取るきっかけは、おそらくは八割がtoi8氏の絵に起因するものであり、残り二割はアース・スターノベルの諸氏、特に担当編集のＭさんとＭさん（誤字にあらず）の努力によるものである。深い感謝の念に堪えないと共に、俺は何をしたのであろうと思う。

　この小説は元々インターネット上の小説投稿サイトに公開していたものであって、何かの賞に応募するという類の小説ではなかった。それがどういう巡り合わせか声をかけてもらって、本になるという。夢のような事であり、実際に本を手に取った瞬間に俺は目を覚まして変わらぬ日常に嘆息するのではないかと未だに危惧している。

　元がインターネットだから、リアルタイムで感想が付いたりポイントが増減したりする。そういうものが一々気になる性質だから、インターネットに繫いでいると原稿を放ってページの更新を繰り返すものだから始末に負えない。

　だから本式に原稿を進めようという時は近くの飲食店に出掛けて進めた。この後書きもそうやって書いている。何に付けても、すぐに頭の中がとっ散らかって集中力を欠くからいけない。

　今日も周りでは他のお客がざわざわして、ご飯を食べたりお酒を飲んだりしている。これくらい雑音があった方が却って書くのもやりやすい。

　キーボードを叩いていると、隣の席の二人連れが囁き合っていた。

「そういえば、〝黒髪の戦乙女〟は？　最近見ねえが」

「ああ、何でも里帰りしてるらしいぜ。北の辺境だとよ」

　なんだ、折角久しぶりに来てみたのに今日はもういないらしい。しかし、ある事ない事を書きつけたから、却って会わなくてよかったかも知れないとも思う。

　マスターが来て仏頂面で俺を見降ろした。

「ご注文は？」

　一段落したし、ホットワインでももらおうかな、と言った。
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